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刊行のことば

　国立国語研究所では，昭和49年度から同51年度にかけて，「「各地方露資料の収集および文字化』

のための研究」という題自の下に，全国各地で方言による談話の録音と，その文字化（標準語訳

・注つき）を行った。この研究は，急速に失われつつある方言を現時点で録音・文字化し，国語

研究の基本的資料とすることを目的としており，当研究所地方研究貝の協力を得て実施された。

　その成果は，機を得て，順次刊行する予定であり，昨年度までに，『方醤談話資料（1）一山形・群

馬・長野sf方書談話資料（2）一奈良・高知・長崎』『方雷談話資料（3）一青森・新潟・愛知』『方言談話

資料（4）一福井・京都・島根s「方欝談話資料（5）一岩手・宮城・千葉・静岡毒を刊行した。本年度は，

その第六集を刊行する。

　本書に収めた資料の録音・’文字化は，鳥取県については，当研究所雷語変化研究部第一研究室

の佐藤亮一・真田信治・白沢宏枝が担盛し，愛媛・宮崎・沖縄の各県については，それぞれ，杉

山正世（元愛媛県担当地方研究資・故人），日高es　一一郎（元宮崎県握蚤地方研究買・大分大学講師），

中松竹雄（沖縄県撞当地方研究員・琉球大学教授）の各氏が担当した。また，話者もしくは朝会

者として，奥平ひな，衣笠臼出男，衣笠光寿，田中秋子，田中巌，土井頼重，野崎義信（以上鳥

取県），阿部秋信，阿部ヒロミ，阿部マサ，村上寿一，山岡ヤスヨ（以上愛媛県），高松ミワ，日高

務，湯地アキ（以上宮崎県），尚詮男，高宮城恵子，知名茂子（以上沖縄県）の各氏の協力を得た

ほか，有志の助力があった。記して深く感謝の意を表する。

fi召考…＃57年1　月

国立国語研究所長 林．　大
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方言談話資料作成のための担当者

佐　　藤　　亮　　一一　（室長）　真　　田　　信

枝（研究員）

治（研究貝）
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ま　え　が　き

　研究の経過

　この研究は，昭和49年度から同51年度にかけて行った。

　昭和49年度は準備期闘とし，全国47都道府県で各種の実験的録音・文字化を行い，その結果に

基づいて，次年度以降の計画を立案した。

　50年度は，全国的視野のもとに重点地域を定め，23の府県から各1地点を選定して，老年層の

男性と同女性との対話，もしくは，男女を含む老年層話者3人の会話を録音し，文字化すること

とした。

　録音・文字化を実施した府県は次の通りである。
　　　ホ　　　　　　　　　　　　　　ホ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ

　青森，岩手，宮城，山形，群馬，千葉，新潟，石川，福井，長野，静岡，愛知，京都，奈良，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ鳥取，島根，広島，愛媛，高知，長崎，宮崎，鹿児島，沖縄

　51年度は収録地点を4地点減らし（・印の県を割愛した），19の府県について，原則として50年度

と同一の地点で，（a）目上・目下の関係にある老年層の男性2人による対話，（b）老年層の男性と若

年層の男性との対話，もしくは，両者を含む3人の話者の会話，（c陽面設定の会話，の3項目に

ついての録音・文字化を行い，なお，このほかに収録可能な地域では，付録として，民話の収録

・文字化も隻施することとした。（c）については，「品物を借りる」「（旅行などに）誘う∫新築の祝

いを述べる」「隣家の主人の所在をたずねる」「けんかをする」「道で知人に会う」「道で臼上の知人に

会う∫うわさ話をする」の八場颪を，全地点共通の場爾として設定した。

　以上の録音・文字化資料は，すべて国立国語研究所で整理し，保管している。本書は，50年度

に収録・文字化を行った老年層話者による談話資料のうち，「鳥取県八頭郡郡家町奥谷・上津黒」

「愛媛県越智郡伯方町木浦」「宮崎察筥崎郡清武町大宇今泉」「沖縄県那覇市首里」の4地点分につ

いてのものである。

　器者の条件

　話者には次の条件の人を選ぶこととした。

　1．老年層認i者による需炎話（50年度）

　その土地で生まれ育ち，よその土地に住んだことのない，あるいは，その期間が比較的短い人

で，H常の生活ではもっぱら方書を用い，また，録音機を前にしても方言色豊かなおしゃべりが

可能な人。したがって，よその土地から嫁入り，婿入りした人は採らない。ただし，女性につい

ては，他に適当な入が得られないときには，近隣地から嫁入りした人でも，収録地点との間に大

きな方需の違いが認められない場合は可とする。話者の年齢は，原則として収録時において60歳

以上とし，やむをえないときは，55歳以上も可とする。発音その他の障害がなければ，高齢者で
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も差し支えないが，話者相互の年齢が離れすぎるのは好ましくない。また，話者相互の地位・身

分関係も，ほぼ対等であることを原則とする。

　2．目上・目下の関係にある老年層の男性2人による対話（51年度）

　話者の年齢は上記1に準ずる、この項は，改まった表現や種々の敬語形式などを得ることをね

らって設定したものであり，対話の具体的な人物像として，たとえば，旧地主階層の人物対旧小

作階層の人物，僧侶対その壇家にあたる人物，その土地出身の教員（校長など）対その土地の一

般的職業（農業・漁業など）に従事している人物などを候補として示したが，地域の事1情もある

と思われるので，この点は各地の担幽者（地方研究興）に一任した。なお，臼上にあたる人物と

して，在外期聞の比較的長い人物を登場させなくてはならない場合もあると考えられるので，在

外歴に厳しい条件はつけないことにした。

　3二老年層男性と若年層男性との対話（51年度）

　老年層については原：則として60歳以上，若年層については原則として20～30歳台とする。話者

相互の地位・身分関係は，ほぼ対等であることが望ましい。職業は老若ともにその土地における

一般的なものであること。在外歴については1に準ずる。

　4．場面設定の会話（51年度）

　上記1に準ずる条件を備えた老年層の勇女に，場面に応じて，種々の演技的対話をしてもらっ

た。

　5．民話

　特に条件はつけず，その土地で生まれ育った民話の語り手であれば可とした。

　司会老

　主たる話者のほかに，話の引き出し役としての司会者が同席することとした。司会者はこの研

究の主旨を理解し，かつ，司会役としての能力を有する地元方言の話し手が望ましい。司会者の

年齢・居住三等に，特に条件はつけなかった。

　録音量・文字化量

　50年度・51年度ともに旧約60分程度の録音量（51年度については，各項目平均20分，合計60分

程度）について文字化を行うこととした。また，内容の豊かな文字化資料を得るために，文字化

すべき録音量の数倍を録音し，その中から適切な部分（話がとぎれず，しかも発雷が特定の話者

にかたよっていないこと。話の流れ，話題の展開が自然であること，など）を選択して文字化す

ることとした。

　文字化原稿の作成・蓑記

1．将来のオフセットによる複製印行に備えて，一定の様式の文字化用紙を作成し，担当地方研

　究舅に配布した。

2．文字化は原則として表音的カタカナ表記によることとした。これは，利用者の便宜，文字化

一8一



作業の能率などを考慮してのことである。ただし，対象とする方言の性格によって，カナ表記

　では特殊な字母を多数必要とし，かえって煩雑になると判断される場合は，国際音声字母によ

　る表記も可とした。なお，それぞれのカナで表わす具体的音声の範囲・内容については，各撫

　当者が「解説」の中で説明することとした。

3．アクセント，文末イントネーションの記述の有無は，その表記法を含めて担当者の判断にま

　かせた。

4　聴き取りが困難な箇所や，言いよどみ，雷い重なり，言い直し，笑い声などについては，こ

　れらを一定の符号で表わすことにした（凡例参照）。

　　文字化には，標準語訳，および，場面，文脈，特徴的音声，方書形の意味・用法などについ

　ての注をつけることとした。なお，標準語訳はあくまでも内容理解のための手がかりの一つと

考え，訳が問題となるような箇所については，できるだけ詳しい注をつけることを組当者に求

　めた。

　収録方欝・蓑記・収録内容についての解説

　文字化原稿とはS！1に，収録方言・表記・収録内容についての解説を措当者に求めた。解説には，

原則として次の事項を記すこととした。

　A．収録地点とその方言について

　　1．地点名

　　2．収録地点の概観（位置・交通・地勢・行政区画の変動・戸数・人：・主な産業など）

　　3．収録した方言の蒋色

　　　①方書区画上の位置・隣接諸方言との関係

　　　②音声・音韻上の特色

　　　③文法上の特色

　B．表記について

　　　それぞれの符号（カナ・音声符号）で表わす具体音声の範獺，特殊な表記についての説明

　　など。

　C．収録内容の概説

　　1．タイトル

　　2．録音年月日

　　3．録音場所

　　4、話し手の氏名・性・生年・職歴・役職歴・居住歴・言語的特徴など

　　5．録音環境（同席者・話の進行状況・場の雰囲気など）
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凡 例

ユ。場函，文派，特徴的音声，方言形の意昧・用法などについての注は各章の宋尾にまとめて記

　し，該当箇所を本文のそれぞれの位：置に番号（かっこつき）で示した。

2．発書や録音が不明瞭なため聴き取りが困難な箇所には　　　線をつけた。

例　ショーガツノ　コトダケド＜34ページ6段＞

3．最終的に聴き取り不能の箇所には　　　線のみを記した。

4．言いよどみは，その末尾に………線をつけた。

5．複数の発書が重複した場合には，重複部分に　　　線をつけた。

例0カミサンテユーカ　アラ　ホトケサンダナ（Kホトケサンデス）〈22ページ8段）

6．書いかけて，それを欝いなおした場合には，言いかけた部分・に×xxxxxxをつけた。

例　ネノ　ネノヒニナー〈23ページ1段〉
　　　うく　　メ

7．笑い声，咳ばらいなどは，（笑），（咳）のように示した。

8．同席者の短い発言や突然の訪間者のことばなどは文字化していない場合がある。その際や，

録音テープを編集して談話内容の～部を削除した際には，該当箇所に・の符号をつけた。
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　　　　佐藤亮一
収録・文字化担当者真田信治

　　　　白沢宏枝



A，収：録地点とその方菖にフのて

ゴ，地点名鳥取県λ羨i捻癬つ嚢両翼蓉．窒簗薫

2、収録地、尊、の概観

　　八頭郡郡家町ぽ，鳥取県の東部，旧因幡の国に属しマし）る。郡家

町は，鳥取市から南へ約ア。版，圏鉄因美線と若桜線との分岐点にあ

　る地である。各官公署の出先機関斌多く，八頭郡政の中心地である。

占く・から開ナた地であったらしく，町内には古墳など角古学的資料

賦放在してのる．昭＊・28＃　S　Hに，郡象町0日賀茂村）．回申村，
　　　　　　　きさのち大御門村，下私瀞村が合併一し，さらに，昭：和32年3月，上私瀞村と

中二階附遠編入して纏豫町力艇生した。昭細碑胡現在世帯
数23／6戸，人ir／0／50人。　農業，林業ヵミ盛んで’7来，建：築用耕，

ユ。世紀梨，花御所柿め産地である。

　収録地点の奥谷は謬隙町の中心地君芦家に隣接する集落である．

一方，上ミ轄｛ち旧中弛附の帯心にある集蓄である。なみ爾集

落間の距離は約4　kntである。

3、収金泉した方言め特ii強

　①方言区画上の位置
　　こ）の地方の方言ば，のわゆる中国方言域に属しマのる。すなわぢ，

以下に述べるように，中国方言としての指標である吉語事象さその

ままにそなえてのる。まず〕アクセントば，東京式であり，起伏の

　あだっ文：：芳墨菱もっての’る。また，音韻の面でぼ連母音〔廊■λe〕

斌融合して1～）E？・：〕とな’る1虎；象や，　「何芝Aがナニュー，　ρ酒を」ヵぐ

　サキョーになるような現象ヵミ’見られる。文訟の面では，i進行態と結

果態乱例tば）雪状ブリ。→レ．、雪b〈’フ、。トルのように区別する

　とし）うアスペクトよの特徴カミ認められる。なみ，断定の助勤詞ぱダ

　であb，理由E表す接続助詞はケーである。

　　　　　　　　　　　　　一13一



②音韻上の特色

　くモーラ表〉

ユJ　ec　JO　Ja　Jre　Je販wre兜e

X
×
X
×
X
V
へ
X
X
X
×
X
×
X

　
　
　
　
　
　
×
X

　
　
　
　
　
　
X

　
　
　
　
　
　
X
X

　
　
　
　
　
　
X
X

　
　
　
　
　
X

　
　
　
　
　
X

0

快
　
　
　
　
　
　
　
　
X
X

　
・
h
k
9
β
Z
C
七
d
箆
・
r
P
し
倣

QN

．ここで’は上三三、方言を対象：とした。xkPEしたものはぞ4）モう

が欠けてDることを示す。例えば；kWltなと“は認められなの。

　なあ・，COの例としては［soteSO　）〈御馳走〉，C2Zの例として

は『［O走七sayコ〈叔父：さん〉，［ee：七8axコ〈あのつtt＞なビ’カぐあり，

dj◎の存’」ヒして‘才［（Sjoijaコ〈出ようよ〉，　jeの例ヒして（疲

［je・］〈家〉力偽る．Nは三音E，Qぱ促9x示す．

一ユ4一



　＜音，声的狩徴＞

ee語中・語り尾のガ行子音は1非鼻う蜀音である£3ユ。

鯵セ・ぜの音ぼややロ蓋イとしてt＞る［se］。

　　例・§・kkec〈節句〉・3・ge＜下で・・＞

　　　　」醐く＄・金〉・77ZJ’。三三e＜見て・・たぜ＞

ee［kwa〕［Swa〕はなの．

・諮〉初討暗傾向ヵ儲められる．

　　例・1耀く夢〉・砂轍⑭統＞
　　　　ai〈鮎〉，∫o：デ〈醤油〉
⑭む）わゆ）る開音炎頁　（ま［1灸：〕に変イとしてPる。

　　例：ja：da〈様だ〉　，　iwa：　〈言お・う〉，kえ：　＜買う＞

　　　　Sa：　7Zft〈そうな〉．menda：くめんビ’う〉，　dπ陵：くだろう〉

駐連紐音［aう〕［ae⊃カぐ〔a2　：〕に変化する’傾向斌（特に下う率黒で’）

　めだつ。ただし，［el〕となってしまってのる場合もある。

　　例二k…　t・”ec〈書のて・・る〉・d漣・吻く大分＞

　　　　　077Zbe：〈B・前〉，　e＝・woe　r・7z　a〈良ωわいな〉

副・，奴＞jKl融びe・，e・tt＞」・・のような，　e・わ飾
　覇虫1合毛魁象ヵぐ：若しし》。

　例・切伏・〈鳥E〉，・kj　ec・＜起ねう＞
　　　　sa　kj　O：＜漕E＞，　dkj　o：＜開げよう＞

　　　　h勲友ご　〈花芝〉
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《アクセント体、系と所属語彙〉

＠　／o／　／o　o／　／o　o　o／　／o　oo　o／　一一一一一

＠　／o一／　／ono／　／ono　o／　／ono　o　o／一一一一一

＠　／o　oi／／o　o一　o／　／o　on　o　o／　一一一一一

＠　／oo　oi／／o　o　on　o／　一一一一一

＠　／o　oo　o”／be一一一一
：

1　一一一　一一一
⑨葉，毛，一チ，血，藻．牛，烏，風，水，面，蝿，蜂，魚，

　海た，烏賊　兎，鼠，＞k．印，煙　鶏，松茸，ξ先濯…

①歯，世，木，5，根　今，春，叙，室，う回船三猿．
　今朝，蔭　　便，兜，後ノ鯨，テレビ　　富士山…一

②石，波…｝，月，雲，夏，雪，昼、馬．色　狸，カ，心，

　緑，岬　 空豆，朝顔，山吹、明後日，Z鬼，紫一一…

③東，光昔．置林　耕蛤唐傘…一
回弟，盃，綿入，物置，腰掛，極楽…一…
1

◎文法上の特色

ia＞」・・x，・a＞」・：の音変化のため，例かゴ渤詞の
意・志・冴多力ぐ次のような・形に：なる。

オ・キュー　 〈起きよう〉

ミュー

ショー

アキ。一

ニヨ　一

〈見よう〉

〈為よう〉

〈閲けよう〉

〈寝よう〉
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　　また，　aしC＞Z？L：，　0しし＞0：　の音変：イ’乙のため，一一・epaき啓・

　カぐ次のような形になる。

　　イカー　　〈行］）う〉

　　カカー　　〈書⊃う〉

　　コー　　〈来よう〉

翁　可能表現に．能力的な可SE　x表す場合と三三的な可能E麦す

　多工合との区別がある。

　　（能力可能）　ヨーヨム〈読あことがで・きる〉

　　　　　　　　　ヨ｝ヨマン〈読iむこ，と斌できなの〉

　　　　　　　　　ヨーキル〈着ること状できる〉

　　　　　　　　　…ヨーキン〈：着ることカミ・で・きなの〉

　　（状況可能）　ヨメル　〈読屯こと斌できる〉

　　　　　　　　　ヨメン　　＜言工むことカぐで’きなO＞

　　　　　　　　　キレル〈：着ることカぐできる〉

　　　　　　　　　キレン　　〈着ることPt’で’きなの〉

鯵　いわゆる違行態と結果態とに次のような区別状ある。

　　（進行態）　サクラカ“　チリョール　〈学力ぐ散りつつある〉

　　　　　　　　ユキが　ブリ。→レ〈雪が降りつつある〉

　　（結果態）　サクうガ’づ一・ソトル　 〈桜が散ってのる〉

　　　　　　　　ユキが　 フット）レ　 〈雪ヵご降ってのる〉

　なみノ～ヨル1調三戸態、としても用のられる。

　　（将然態、）　モーt？eットデオt’　a一・ソタくもう少しで

　　　　　　　落ちるとiうだった〉
爵　「一買った」に対フ芯する形式ぱカータである。

　　ホン才　カータ〈太＆買った〉
麟　「建てた」に対応する形式ぱタ・ゾタであるe

　　イェーオ タ・ソタ

幽　旨予っT」に対応する形式はづキタである。

　　がヅコーニ　イキタ〈学才交に行った〉

　　才マェーがイキタ、ソテ　イケンワイくあ・前項ご行．Tc．て層だめだよ〉

　　　　　　　　　　　　一17一



⑧「 ｺさ6｝」に対応するゴセーとのう形弍がある。ただし，敬意

　1オ強くはな一の。

　　マドオ　ァケテ　ゴセー　〈窓・E開けて下さL）〉

　　ウラニ　タバ’：コ　イッポン　ゴセーヤ　〈：私にタバ’コ左一本

　下さのよ〉
幽「sきなさる」に対応するイキンサルとωう形式がある。

働　断定の助動詞はダである斌，％うだか＼ら」に対応する表現の

場合など，ソージャケーのようにジャに迫く発音されることA“

　ある。

麟　様態、や伝聞Zi表：す助勤詞にゲ’ナがある。

　　　グウェーガ　ワルグ丈ナ　〈具合力ご悪ゼうだね〉

　　　アメダゲナゼ’〈雨だぞうだよ〉

　　　ムカシ　才ニガオリタ虻丈く昔，鬼斌のたそうだ〉

鯵　場所5i，表す助詞にカうがある。

　　　ヤマ立乏アータ〈山で会った〉
　　　ウンドーーバ’立ユ　ハシル　〈運勤場で走る〉

麟　文末表現C助詞）はナー斌圧倒tSSで・あり，ネーやノ『はほと

　んど用のられなの、

B、表龍について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬエ、　［hitコ［kiRコEgEeコ［　s2R2コ［dac　q一一一一はハェ，カX」挑，夷，サェ

ー一 ﾌように表す。

2・　じ黎］£dkeコは　セ，ゼ’ヒ表す

3、　長音は一で喪す。
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c．収録内容の概説

ユs　タイト）レ

①　年中行事の詰

②　昔談義

2、録音年月w

　①1976（昭和51）：年2月24・臼

　②　　1976（B召床〔ユSl）辱2月25日

3s録音場所
①　郡裳町公民館の一室

＠郡家・膿協（転ム都支所）の一室

4s話薦
　①M野崎義信（男）明詣37年生まれ高ノ1．卒農業　奥谷集落生育

　　o．奥平　ひな（マ）明謝34年生まれ高小卒農業　奥谷集落．生育

　　k，R笠日出男（男）昭和7年生まれ　　中卒公務員　下津黒集落生茸

②D　土井　頼重（男）三三30年生まれ高〕・卒農業

　k　衣笠　　光」寿（男）明5台38年生まれ　高小卒　農業

　A田中　叙子（v）大正tS年生まれ高・3、卒　農業

　丁田中　　嚴（男）大正13年生まれ師範卒激員

別府集落生育

上津黒集落生喬

上津黒集落生育

上峰寺集落生育

現在為：取市在在

ミ　録音環：境

　①　衣霊日出男氏にば司会薦ヒして誌のきり出し役：造っヒめていた

　　だのた．三入ぽ互に気心の知れた間柄にあるかご，場所が公民館の

　　一室であったため，た年層の二．人にやや緊張斌見え，話がとざれ

　カぐおになり段た，改まク城現三々出現した点に間題が残る．

　　　　　　　　　　　　　　一19一



　ただし，外の騒1音はぽとんど聞こ之ず㌧録昔の状｛泥1ま旧婚で’あっ

　た：。ステレオ三景音。

②　話老ぱ録音機器遠回1：してもまったく臆することなく，互に顔

馴染みの也沽あり，大変にくつろいだ雰囲気の中で会話ばスム

ーズに進行した。特に土井頼重氏ぱ，浪畝講談に詳しく，話題

　は縦横に展開して⇔る。録音状況も良好で’あった。ステレオ≦録：晋。

＊　作業分担

　　・こに収録した6のは，佐藤亮一，真田信満白沢宏枝が録音作
業遠行の，文字花・i注ば，主ヒして真田ヒ三沢斌行った。な劣・ノ解

説」の：韓乙筆1女真田力ぐ才旦回した。

一20一



！．年中行事の話

話し与

　ぐ略号）　　　　（氏　 名）

　　N　　野碕義信

　　0　　奥平ひな

　iK　　　　　衣笠日出男　　　〔司会〕

（性）　’　（生　　年）

（男）　明冶37年生まれ

（々）　明冶34・年生まれ

（男）　昭和7年生まれ

K

o

k

　アハ　マ　ヒトリヒトリオバ’一サンナ（◎ハイ）アノーショーがツ

　あの　　　一人一人　お、ば’あさんぬ。　　　　　正月

カラ　コッチニ．芒　イロイロナ　マ＿　ギョージガ　アッタワナ

から　こちらにも　　いろいろな　　　　　4予事力ぐ　　＝有ったよぬ

ムカシワ　　（0エー）　ソーユーモノノ　マー一．キノ　　ツイタ

昔1一；￥。　　　　　　　　そういうもめの　　　　気の　　ついた：

モノノ　ヒいソ　ァノー　ンー　ハナシオ　チ。リト　シテミテモラエ

着のの　 一つ　　　　　　　 話を　　ちわと　 してみぞおらえ・

ンダローカナ　、ソテ2ワ　マー

なのだろうA＞／a。　というのばまあ一一・一一一。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　マー　ショーがツカラ　コッづ一ッテユート　ツイ　ワラシゴ’トグ’

まあ正月力・ら　こちら・てL）うとぼんの藁’仕事く
　　　　　　　　　　　　このライナ　モンデス　ダ’ケナー

らいな　　もので’す　からね。

　シゴ’トッテギョージネンジュギョージマー　タトェバ’

イ士事って　行事　年中行事。　まあ例㍊ゴ

　　　　　　　　　　　　一21一



O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ　　　　　くの
コーシンサンダFカネ　（0エー）　ソレカラ　：コトダ’トカッテコト

荒しネ申様だヒカ、ぬ　　　　　　　　　　それから　　事功祭だとわ・いうことカぐ

アリマシタローガ　（0エー）　ソーユ～モノニツイテ　　マー

有りましたで’しょうカぐ’。　　　　・そういうものにつのτ

ショーガ’ツカラ　ダイタイ　才ボエテ才ンサルデェーケ　ジュン才

正月から　大体　みぼ’全てのらっしゃることで良ρカ、））覆を

才ッテ

追って

インマ

　今，

ソノー　アノー

その　　　あの一一一一。

シ才リマiソタケド’ナイマノミ∠a一ワ

してDましたヶ旋ビぬ，今の人達ぱ

（儲㌃嫌煙詔，

llN15一，ii．ilrhL

アレワ　ソダケド’テがヤ、ソト　ア．テナコーシンサンテユーヒトー

あれはだげど与vミ’た侍ん右ってぬ，荒神様と菖う人にぱ。ぞ取で

マエニャ　ソノナンデモコーシンサンマッラニャナラ》：コトニシテ

前には　　　なんで’も荒神様薫　祭らぬぱならなし♪ことにして

ソゲ’シテ　マツリオッタデスシ　ネマツリサンダ母チッテ　ソゲ’シテ

そのようにして　祭㍉てDたで’すし。　子祭様だヒ言っマ　　？めようにしマ

アノ　カネオ　　ムラウダXソツッテナ　　ネマツリサンオ　　マツ

　　　金をもらうんだ（金あぐ君うカ、，るんだ”））ときってね。子祭様芝　　　　祭

りャ　カネオ　ムラウツッテ　ソゲ’シテ　アノ　ネマツリサンオ

ル祖誌”　金を　　もらうヒ言っ層て　そのように：して　　　　　子・祭様を

　　　　　　　　　　　　　　　こぎラダサド’コーシソサンダネマツリサンダイッテ　マエニャ

だサど荒神様だ’子祭様だと言って　前には

　　　　　　　　　　　　デ斗ンデズガソレ才　マタ

　　　　　　　　　　　　できなのですよ。それ産　また。

　　　　　　　　）　　　　　　　　　　コーシンサソテオヤーアノ　カミサソ

　　　　　　　　　　荒ネ申様とき為ぱ　　　　ネ申様

1曝露翻爆発鍍藷（κ今去再考『／

　　　　　　　c6　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ヤソレテソノ

一22一



k

o

k

ヨーマツリオソマシタシヨー　ネノ　ネノヒニナー　エー　マー
　　　　　　　　　　　　　　　ズ　ズズ
よく薬ってのましたね，　　　　　　子の日に：ねえ．。　　　　まあ

カワッタコトッチリタッテ　　ソゲー二　へ一　アッタコター

　変：わったこヒと言ったって　　そんなに。　さう　有ったことば

ケツカラ　ヌケトリマスシナ

あ、尻：杁ら　抜’ナてのますしね。

　マー　アノ　：ソヨーカ・’ツノ　ムカシ　ワシラノ　コドモノ　トキニャ

　まあ　　正月の　　昔　私達　子どるの時には
アノ　ショーガ’ツーノミッカカソワ　オトコガ　エ　 （o　ソーソー）

　　　正月の　三日間ぱ　男が

スイジス）レトカネ　　　　　　　ソノー

　　　　　　　　　一炊事翻るとカぬ．

　エー　オト⊃ガ　ミンナ　ゼンブリョーリオ　シテナ（Kエー）　ソゲ’シテ

　ええ　男がみんな全書F　＊計理をしてね。　　　　そして

オナゴ’ワ　テワ　ダサレンチゥテ　ソゲ’シテ　チョ・ソトモ　　テオ

　＃は　 舎褒　出しマ1誌6｝ウなのと言フて。そして　ちっとも　　‘il’一左

ダサズニオナゴワムラッテクソテオリヨヅタデズがL米　マー

出さなので女はζ料理覆）うらっマ食べでのましたですよ。

ダサド　シ・一力”ツノ　ミルヤーノ　イッタッチ　ホ斎ナーニオ

だけビ　正月のみるよう恥ヒ（め齪2訪ようなこと）と鵬たって本当に何う

トリトメテイワヤーモアリャシマセンムカシノ　：コトワ
ヒリ丘マて言うようなことは有り（ましません，昔の　事ぱ。

　　　　　　イマワ　マー　アノ　ワリアイ　ゼLタクン　ナ・ソトル

　　　　　　　・今、ぱ　　　　　　　轡i合　　 ぜ’いたくに　な）でる

競晃簑瓢。工濡セ需よ調甚。）？一

　　　　　　　　　　　　　一23一



o

K

o

才べ’一サンヤカ“ホントニ　ヤリオンサ・ソタ　ソノコトー

あ・ばあさん達先回’　本当に　やっていらっしゃったそのこヒを。

　ウチラガ’ワケートキニャ　マ　ショーカ“ツタも　　ショーガツ
　　　　　　　　　　　　　　　ベメ　ズクく　ズうく　ウく　
　身ム達力ぐ　：若のθ吾には　　　　　　　　　　　　　　正　，月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ！θ
マエニャ　ソノ　コドモノ　テマリスー　カガ・ソタリナエー

前には　　　子ど右め与まり遠　か斌。たりね。

テマリュー　ソゲ’シテ　ツイ　コドモー　マクツキニー：オクダンニ

与まりを　　そd）ようにして　　　子ビ右笈　まりつきに　 奥谷に

オテラが　アリマスダ’ケー　才テラニ　マリツキニ　イキ才リマシタ

お・－寺今ぐ　JliiLりますカ、ら　　 あ・寺に　　まりつきに　　4旧きました

ワエナ　　ミンナ　コドモが　ソダケー　マリゴ　カがソテ　モタシテ

よね，　みんな　子ヒ“るカミ㌔だから　　まクを　かが・って　持たセて

　　　　　　　　　　　　　　のソゲ’シテ　テラニ　キテ　ウラーモ　ヨー　ユキ才リマヲ，タが

そして　　・寺に．　来て　 穿ム達一も　よく　　そ矛きましたカぐ

オショーニ　ボ’ワレテ　モー　ズ’リト　コリャーッテオショーカ“

和尚に　追われて　もう　　　　こりや一ヒき。て影響が
イカ㌧ルダ亭）モ＿ズソトホンこマリゴ　カケ＿テ　トジデ

どなるカ・ら　6i＞　　　　本当1＝　まりを　かカ・え，て　ヒんマ”

デオッタカ“ナ　僕）　ホンこ

出たものね、　　本当に。

　ショーガツワ　ダけタイ　ムカシワ　ショーガツキブンテ　ユー

　正月ぱ　大体　昔ば　正月気分と　畜う
ノワ　ナンニう一グライ　ナンニチマデ’グライ　コノヘンデ’ワ

mi“　　何Nくらし）　　何！ヨくらPまて“　このあたりマNN　llk　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐノの
　マー　ショーガツキブンチッタラ　トンドーサンマデダチ才ジー

　まあ　　正）『気・分ヒ言ったら　　どんど様までだぬふじし）
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今やン

ちゃん。

　マー　トンドーサンマデがイづ一バン　マー　ショーガ’ツラシー

　まあ　　ど’んビ’様まで’カぐ　一番　　　　　 ．正月らしし）

デスナー

ですぬ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごノリ
　トンドーサンマデガマー　　　　マー　ソレモ　トシオロシガ

ビんビ様までが　　　　。まあ　そ輪　年下ろしが’

スンダう　ヘー　シ：ゴトニ　カカリオワマシタケドナーダケドマ

すん・だら　δう　仕事に　かかりましたけビね。　　だげど

シ鷲一ガツノ　ブツカダソタッタラ　アノー　シゴトハジメデ　ソレデ

正月の　：一Bだ。て言ったち　　6±事始あで

ワラウチオ　シオリマシタがナ　εr．i敷　イ今ジヤ　ニ：ジニ　オキ

藁才丁ち潅　 しまし♪…こよ。　　　　　　　一時や　二爵に起き

テ　ワラ　ウ・。テ　ヤ・ソトシカ　モー　ソゲシテ　ワラシゴトニ

て藁を打って　たくさん。　　そして　藁仕事に

ソレオ　カカェテ　モッテ　ミンナが　デナッタデスガァノ

それ潅　力＼カ＼えンて才子って　みんなが’　出ましたカぐ　　　　みんなめ

マトマッタ　イェニイキテナー　ワラシゴト2、拙
集まる（・と賦ま。て・，る）家に行。てね，藁イ士事ば．

　アレガエー　シャカイキョーイクノバダ’ケナー　ムカシノ

あれが良の　社会敏葺の場だからぬ　　昔の。

（0エー）　ソレカラ

　　　　　　それカ、ら一一一

　ウチニャ　ヨー　キョーリマシタ　モー　ワラシゴトノ　う盗一ガ’

私め家にはよく　来蓑した。　るう藁壮事の　人々賦’

　　　　　　　　　　　　一25一
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モー　ニワニ　イッパイデ　オレデ　マンダ　ジャシキニマデ’

乞う　庭に　 一Mxで’居ら）麺な・ぐぞ　まだ　　座敷に二まで・

モチャゲ’テ　ワラシゴト　　シオンナサ、。タガヨー　ニギ’ヤコー

簾）彬上げて藁仕事をしていら。しゃ。たけれビぬ丸にぎやカ・に

イッテ　モー　マー　ヨー　ヒトノ　クル　イエダケー　モー

言ってノ　　　　まあ　良く　 ノ〈の　来’る　家だから　　｝ラ

ハネカワリタチカワリ　モー　∋一　ヒトノ　キレモアリャシマ

入・肋・わりたちカ・わり　　ま。たく人の6・なくなる蹴回りぱしま

セナンダガ’N一

せんて“したよ。

　ソレカラ　マ　ショーガ’ツノ　ギョージトシテワ　ナノカカ

　それカ・bまあ正月の　行事としては　一t　Eヵ・．

ナノカショーガツ、ソテヤーナ　コトモ　ムカシワ　ヤ、リタナー

t日正月と苫うようなことも昔は・　やったねえ、

エー　マ　ナノカシa一ガツデスナー

　ええ　　セ潟正月で’すねえ。

エー@ダケド　ナノカシ3一ガ’ツニモ　ナ・ソタラ　ヘー　鳳

　え款だケどセ日正月にき　なったらるう
テーシタ　才カゲレ磐）アリャシマセナンダ》　ダケド　マ　ムカ

たのした（正月の）気分・は　有りはしませんて“したね。だiナビ　　　音

シワ　キマリワ　ヨカ・ソタナ　才ジーケヤン　ヤスミダL　ヤスム

は　i決まりは　良かうたねノおじt）ちゃん。休みには：　抹む

シ　ッデ　ィマワ　ズ》レズルベッタグデスガ　ツイ

し，　　　今ぱ　ずるず’るべったりですカぐまったく。

鰐弄ぎエー（k癖．）鷹」盆；モ
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アリヤ蕊マ之駕姦ソな～く姦ンヨーガツサンガ’ツッテ　イーマシ

あク’ましなの。　　　　　　　　　　　正月三力ぐ1ヨと　　　きし）まし

テモー　イー　チンキデシタラ　モー　カジュェンノ　ホー．二

二　　良1）天気でしたらあ果樹國め　方に

忽孫謀．藁議で鷲ll姦イぎ（oイ剥

ワうシゴ’ト・ソナλ：コトガ’モー　ナィデ’スケーナー

藁即事とき；うことカぐ吉う無のですからねえ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でノの
　ノーギ’ヨーノ　：ホーワ　ユーナソテ　イ・ソタッテ　カジュェンガ’

　農　業の　　　　方は一　ゆとり斌あるヒ下ったって　　　果荏三園　力ぐ

アリ　ナンゾ男ンゾマタ　ホカノ　ヨーガァルデ’スケカエッテ

有り，なん’やかんやまた　他の用が有りますからカ、え．って

ムカシノ　ホーガラクデスナケソキ3クワ　エライメオ　シオヅタケド

昔の　方斌楽で’すぬ．結局は　つらし・髄　したけれど

ヤスムノガ　モー　デ　ドッケラト　ヤスンデ　ソゲシテ　アノ

林、むの状’　みう　　ゆつくクと（ヤ分に）・沐ん・て“　そして

シヨリマシタケド　ィマラー　ヤスミモ　ナンニモ　カンニモ

してのましたけれど今頃では　休み占　何もカ＼さ

アリャセソ　ツイ　ズ’ルズルベッタリデスカ虹　モー　ナー

右りは：しな鴫の。っの　ずるずるべったりですカぐ　　さう　ねえ。

ジ》ケー　マー　ナーニモ　ハナサーヤーモ　アリャシマセンデー

だから　　　　何も　　話すような。と葛　有り渋せんよ

アーソ丁
た：いして。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びや
エー　マン、ソーユーコトデェーデスダ

kZ　まあ そういうことで　　いいで・すよ。
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　ホンネー　マー

　　　　　ua　本当に。

　ノザキサンノ　ijエワ　タンボ’ドノクラエー

　野山さんの　家は：　二二ミ・ど・のくちの。

　タンボカナ（kエー）イマスクノー　ナリマシタ　ドーロニ

　田かぬ。　　　　今　少なく　なクました。道路に

トラレル　モー　（笑）

取ら）ヒる　6う。

　ミソナ　ド’一ロニ

　みんな　道路に

トラレ　＝コ、ゾチュー

肩又られ　　こっち表

シマイマスヨ

しま乙）ますよ。

ウチノワ　ミンナ

トラレルデヌダが　モー　ホンネ　ア“2S　z．一

二ちれるんて”すよ。　診う　太当にあっちを

トラレ　シメーマデニャ　　ナーナ・ソテ

取られ，　しまのにt’tt　　　　無くなって

｝
一
く
［
i

N

｝
く

N

　うちのは：みんな一一。

　ダ’ケドL　　ド㌧ロニ　　トラレルヤーナ　　ェー　バ’ショ

　だけど’　　道路に　　取られるような　　良ω　場所き，

ラレル・ソタユーコトデスケー

のらっしゃるとのうこと，で・すカ＼ら。

　サー　バ’ショ：が　エーデスケーナー

　さあ　〕易戸町力ぐ　良のて“すカ、らぬ。

　ソーユーフーデ　ョロ：コンデ主ラワニャ

そういう風〉・て“

ソイデモー
pm

ト
て
ソ
　
つ

モ
特

それで’もう

　喜んでもらわなくては。

読考量1∋（o論蒙泰。）
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トラレル」煎
取ら》kる一ビすよ。

　ドーロニ　トラレテシマイマスナー

　道路に　 取られてし菱のます〉沿。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐノヨノ
　コクドーニ　トラレル（kエーエー）　才リサカノ

　国道に　取．られる．　　　　　下坂の
ド’一ロこ　トラレルナー

道路t＝　　取ら）拠るぬ。

　テッドーカ“　トールナー

　金失道ヵ虻　通る：ね。

　ソカ㌔一論一コ口　センカジョー今ヨクバソショ

　物ようにして‘りれば）選果場直売所が・

麟（Kエー）薯㌃（㌦嬬輩出

セモーテイケンケー　アソコー　モー　チト

狭くて　c＞tナな1）カ＼らas　？こ遠もう少し

ノーメン

農面

タ、ソト）レデショー

i建ってのるで’しょう

　　エソ．コガ

　　あそこが’

クレーチゼナ
〈〉挺ヒいうような（こ

トイ・ソテアソコー　トラレルモー　オクタ“ンノ

ヒを）言って，あそこ＄　取ちれる，　tう　奥谷～）

ズート　カケテ　ゼ’ンブ　トラレッシマ・ソテ

ずンと続。）て全評　取旅てしまって。

　実ットモ　　トラレンエーワ　シトツモ

　少しも　　 取られなの家‘＝ま一

トラレル　エーワ　キマットリマス

取られる家は：　訣まってt）ます　bう。

モー　yNN，z．一モンジニ　トラレテシマッテ

　　　十文二字に　　　耳又ちれてしまって。

ドーロカラ

：道路から

　　　　ノーナリャシマセソシナ

Zノヒつ芒’　（田かミ’）無くなり’ましませ／＜ノし＞lii～、

モー　ズLトモー　タテヨコ

　　　劣ともう　縦横
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　　　　　　　　ひるノ
　ノザ卑サンヤーゲしか’ムカシカラ　マー　ヒャクショー　　マー

　野山奇さん’達の家が・　　昔から　　　　　急病を

ズ1ソト　シトラレルデ’スダカ”ドLデスイナ　ムカシノ　ヒャクショーノ

ず㌧と　しマけらっしゃるですげれど’ど’うですかぬ。　昔の　　　百　姓の

ヤリカタト　イマト　ミラレテ　ドー　カンジラレルーナ
やり方と　　ノ今・と痘　見られて　とy≧）　感じら〉挺・る：ね。

　マー　ムカシト　／2マトワ　モー　ゴ》ッイ　サガアルデ’スケーナー

まあ　　昔と　　今とは　6う　すご’L）　差が：有るですからね。

ムカシ　マー　　ジブンラガ’ワカイトキニャー　マー　ウシノケツ

昔自分違が莞の時には牛の尻笈
三三イテ　タンボ’スキフトソタモンデヌワ　ソレ：が　モー　：コーウンキニ

たたし）て　田逢　すのたものですよ。それカミ’bう　耕運機亀に

ナリ　イマデワ　モー　トラクターニ　ナ、ソトルデスケーナー

なり　今で・は　　tう　トラクターに　なつぞど）るて“すカ、らね。

ダケー　シゴ’トモ　タイシテ　アリャセンデ次　モーキバンセービ’

だから　壮事も　たのして　有りばしなDんですクもう。：基盤整’備

シタトコロナンソ“ワ　コーウンキが　ハイリマセンデナー

　　したヒ］うなんかは・耕蓮機が　はのりませんでね。

0　　ソリャー　トーキョーノ　ホーカラ　キテミラレ1ヤ　ナカナカ

　それは　 東京の　　方かち　来られたら

コ・ソ今ノ　ホーワ　ゴッツイ　ヤマガー“ショー

　　こちらの　方1ま　すごの　田舎でしょう。

｝く　　ハー　シタがツツイタミテーナ

　　　　　　　　　　　　　ぱあ，下力ぐつつのたみたωな。

N　　シタガ　3マノ　オーキナ　ィシガ’アルデショーガナ

　　　下心ぐ　忌め　　大きな　　ノ石ヵぐ　二有るでし蕊う。

まったく

ウチか

うち〃）
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　　く　
アぜネー　マー　モルケシテ　ァゼネー　カタミチ　イクノこ

冠根は　て・kh，・）漏るので㈹かきのために）駐根芝片道行くのに（耕蓮機）め

ハー　ニホンオレマシタワ（κパー）　カタミチー　　ダケー

歯ヵミ’二本6　耕・液ましたよ。

アレオ　ゼ’ンブ　ヤ、yタモンナラ

あl／t・X全部やったものなら

　アルテード’　ネンガ’．タ・ソタラ

　ある程度　　年月が　たったち

ヨーナルデショーケドナー

　　　片道．　　だから

ハーワ　モー　ボロボ’ロデス

歯ぱ　1う　ぼろぼろです。

トコツーナガカタマ・ソテキテ

．，li］〈土工ミ・　固まってきて

　　艮くなるで’しょう1ナビ’ぬ。

0　　烈　　ガ’ケンシガ　シズ’マソダラーゼ’

N

K

　　　　崖．石　力ぐ　　沈まないだろうよ。

　エー　マー　：ゴロタネン　タッタラ　エーデショーケド’ナ慧シ

　ええ，　麦あ　．五・：六・年　　たったら　良ので’しょうけビぬ．そし

テ　アノー　ガケイシ　ハズ∀テ　ツッコンドールデショーがナー

　　　　　　ぬて　　　　　圧，高き　はず’して　つっこんでのるでしょうカミ＼〉ね。

（Kthx　一一一）　アレー　ピックイ　　トコロニ　ツッコンデ　クレト

　　　　　　　あれ斌　低の　　ところに　つっこんで’くれての

りャ　イーデスケドー　ヘー　ツイ　ドードドット　ヤットイテ

れ，ば’ @良ので・すげど，　るう　　　　　ビ’と）’つと　　やってづ5＼のて，

ブルデ’ガート　ヤットルデショーが　ソイデオーキナ　イシが

ブ）レトーザこでカぐ一ヒやっているで’し、；じう。　　そして　　大き：な　，石壁暗，

コンナ　イシガ　デ’トー　　トコが　アノレデスケーナー

こんな石が　出ているとこう斌．有りますかちね。

凝ニシギニモ　ヨルデショーシナー
　　　　　業，者に：も　　よるで’しょうしぬ。
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N 　マ
まあ

ダケド

イシノ

．石の

　ぐノの

ガラバ’ッカリデシテナ　イマ　づ一ヨード　ヤットーノガ　　ツツミ

．石1；；ビっカ＼りで・してね。　今　　ちょうと“　やってのるのカxNL’　　堤

ガカリダケデスケーナー　シタノ　：オーカワガカりこ　ナッタう

がかりだけですからね。　下の　大）弓が’かりになったら

　　　　ゑ
工一アス

良のです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　でユの
　ナニ　ユーダ’才ジーナヤン　トッテモダワ　オーカワガ’カリ

　何遠きうんだ’あ、じのちゃん　とって叡酸）だわ　大川カミ’かりば。

ドンナモンダ撫 iN呈論、捻識鷲琴こ黎

イシダワ iNデ軟障繋誌のソ≠諺，妻．減

　　　　　　　　　アノ　カワラノ　ホ～ノ　トッテモ　マー

熱誌ζはノ㌫ζ嘉蕪．蒙篇敦。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　
　　　　　　　カクベツ　アノー　ツツミカ“カジワ

。

，石だよ。　　　うん

ウチラノ　タンボ’

私の家などの田，

アソコイラワ

　　あめ

ゼ’ンブ’

ラ可原の方の

N

K

あぜこなビぱ　全部一一一一一一。

　　　　　　　　　　くユゆ
　トニカク　ハ・ソタンダヤ　ツツミカ“カワデモ　コノ

　ヒにかく　八反田や　　堤が・かりでも　　この

ボー：　ヨ・ゾタラ　イーデスケドナー

方に　寄ったら　良のですげれビね。

　アノー　マ　ワシラ　コドモノ　トキニ　ヨー

　あの　　　私達，カミ’子どi6の瞬に　良く

　　　　　　　　　　　　　一32一
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アノ　ツモゴリッテ　ユーコトガ’アルナー　（Nエー）　アー

　　　つこ・もりって菖うことカミ’　有るi］・9，。　　　　　　ああ

ユー　コトバ’ワ　ムカシャー　フッーニ　ツカイオッタカナー

のったことば憶　昔ぱ　　普通に　使っていたかね。

睾諺ラ　　）（k臆認薪／義

コトバワ　ワルイデ’スデー

ことば’は　悪t）ですかろ。

　ンー　チ玲ット亥ノベネベミガァルケナー　（oエー）

　うん　　ちょっと　　　　ねばみが　薦るからね♪

ヘソワナ一

辺はね。

　　　　ソンカワリ

　　　　？めかわり

　　　　　ナーンチュ・ソテ

　　　　　何ヒ。）う

ユータ“イ・ソテ

言うんだ’のってことに

モー　トコロこ

　：オーサカノ

　大阪の
ノ　コトバ’ワ

め　　こ）と’談’コ凌

　ヤー

　のえ，

ツキアヤ

つきあえ，ば’

コ：コイう一

ここちぱ

コ
5

　　　　　　　　ぐユの
マワリニ　イキタラ　ソシタラ　モー　：オバLケヤン

閣迦に　　狩ったらノそしたら　もう　あ・1ボあちゃん

ド・ソゲLニモ　ワカう》チ　イーマシタリチャ

　ビ’う！こも　　わからなのと　言のましたよ。

　　　コッ今ノ　シトカ“ナーサカノ　ヒトト

　　　こっちの　人が　 大阪の　人ヒ

　　　　　　ダラダラダラダラ　シタヤナ　コトー

　　　　　　だらだ｝う：r主tらだら　したようなこ，とを

コトニナルシナ（Os二＿一）
　　　　な，るしね。

　ヨ、リテ　ヤ、ソバ｝　ワガトコロ　イチバン

もう　　ヒころに　よって　 やばり 自分めところが・一番・
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ホーゲンミタイナ　ホーゲンゲ》ナェ　ヒ”一ジヨンゴミタェナ

方言みたのな，方言では無い　標準語みたのな

キモチデオルケー
気持で’　の：るから。

　エー　ンダ渉一ホソニナンニモホンネハナシソ夷ッタリテ
　え，Jil：．　だ’かち　本当に　何9：も，　本当に　詰と‘）つたって

ナニ　ハナサーヤモ　アリャシマセンゼ’9一　ホンニ

何も　詰すようなことば有りませんよ　　　　本当に。

　ノザキサン　アノー　ムカシニガツナ　イマ　イチガツ　ダィ

　野崎さん，あの　昔　二月ね，今は一月の　大
タイ　ショーガッーノ　コトダケド　ハナシテムラ・ソタデ次ガ’ニガ、ソ

体　正月の　ことだ。たけれど話してeら。たんですカぐ，二月

ニナ（Nエー）ドーユー一ゆッリゴトガアリ才ッタダ

にね　　　　　　　　とこうし）う　　彩り事力ぐ　　　7障った〉拡～。

　ニガ’ツーノ　マツリッチッテ　イッタラ　サナンダ’ローナ

　一月の　　　祭って　　　　のったう　さあう可だろうね。

ニガツこや　：オクダンニャ　ナイナー　＝ガツノ　マツリ“」　Sx一？ワ

　　二月には　奥谷にば　無のね，二月の　察ヒむらのは。

0　　オクダンラーニャ　アリャセン　ホンネ　オクダンこやマツリッ

　奥谷なと｝’に二は　二有りはしなの．本当に　奥谷．には：　祭と

一う気モノワ　マェカラ　アーリャシマセーン　　　ハルマツリガ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いうものは　前から　有りません。　　　　春察が

講ソ∴≒i二計（N轟論ソ誘㌃認『許

写録1＿，㌔！書ぎ嶋図譜（k読．1，

　　　　　　　　　　　一34一



賀茂ネ申社て・’ぬ。

アルケド　ソレモ

膚るけれど；￥れも

モー　ソレイガ’イニワ

カモジンジャデナ 荒．（N銭面識み）

ツイ　ノボ’リオ　タテルiv　一ナ

ソレカ“　ツイ

それカx’

コトデ

　幟を　　　たて．るよ：うな：⊃と．で’

マツリ、ソテコトワ　センデスが

K

o

eう＿タF　｛＝、（“祭ってこωしな、、猷）為

トモアリャシマセン

t　有りません。

　マツリッ今ユカ　マー　アノ　フルイ　ソノ　シキタリニヨ・リテ

　　祭とのうか♪まあ　　　 古の　　　　慣習によって

ヤリヨ・ソタヤーナナ

やっていたようなね。

　エー　チョットナイデスワナ

　kk　ちょっヒ無のですね。

　ア　コト・ソづトユノワ　イツゴロデスカイナ　イツデ’スイナ

　　　馬追察と訪のはt・つ頃て・すカ・ね　Clつて・すね．

　コトワ　サンガ’ツノ　ムイカデスが

事追祭は三月の　六日で・すよ。

　サンガ’ツノ　ムイカデスカ　サンがツノ　ムイカノ　コトッ％

　三月の　六日で’すか．三月の　六Nの事追回と言う

コトー　ドーユーコトー　シヨラレタ

こと　　　ビ’ういうことを　していらっしゃつた。

　コトニャーナー　アノー　（Nサー）カミサン＝忍、　アノ

事追祭にはね　　　　　　　　　　　神様に

ゴ、リツォー　ツツミ　ナンゾカンゾナマクサカラ　竹工ズモ

稚鵬芭走を　つつんで，　何やかや　　生臭（魚肉．類）からみかず’も

　　　　　　　　　　　　一35一



モー

もう

ソノ

ハシモ
箸も

二．ゼ’ン

ゼンプアノ　ソロエテ　カミサンニ

全部　　　￥うえて　紳様に

　ノ　ワラズ’トニナ　（kエー）　ワラニ

　　　藁苞にね　　　　　藁に

クリバ’シデチ　クリノ　ハシオ　シテ

力率て“ね。　栗め　 髪1叢　して

N

二膳一…一ρ

栗箸哀　　ナ文字に

ワラズ’ト　シテ

スエテ　ソレオ

すkて，“t＞展

　ツツンデ’ソゲ’シテ

つつん一斗やのようにして

　トシカ“ミサンノー

年神様の均

一　　クリバシ　スルデスtr　一ナー　　ソノ
　正月には　　　栗箸Eするのですからね．￥の
クリベシオ　ジューモンジニ　シテ　コー　サゲルデ次ガ（o鑑）

　　　　　　　　　　　　して　このように下げるのですよ：。

　　藁苞2し了。

K　　ソレがカミサンノダ’カ

。

量｝捻力ぐ　紳様ので’すか。

　エー　カミサン

　kk　神様，

ソカ三シテ　マタ

ゼうして　　また

テユーノ　ソレオ

畜のを，　それ奄

ヤー；　シテ　サシテナ

ように　 して　差してね。

ガL　ソカミシテ　ワルイ

・E。　　そうして　　ノ悪の

トシガミサンノ　ハシオナ（κ三＝遍）

年神様の　箔妻ね。

ウチノ　アノ　モンノ　タベタノモ　ナンニン

家の　　　　者の　　食べためも　何入

ハシオ　ゼンブ＼ソレオ　サシテ　　ハシゴノ

落蓬　全部　　ゼれを　差して　　はしこ“め

　　　ソガェシテ　烹ノ、　キ＝　ツッFクデス

てし、
つ

オ
を
刀
夢
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　　　木、につフておくのです。

ミタトキニャー　ソノ　ァノ

見た時にぱ



K

o

N

｝
く

　　　　　　　　　くユヰラ
コトノ　ソノ　コトズトッチュモンー　ミリャー　ソノ　ユ三二“

事三二の　　「こヒず妬と言う勧を　尼れば　ゼの　夢状

ソノ　トケルダ’ッテ　ユーコトー　キートリマスデー　ダケド

　　　とけるのだって　言うこと遠　　聞‘｝てのますよ。　　だけと”

嬬ξ窺硫呈㌻魏嚢，2と鷹（κ羨

ナンニモ　アリャシマセンぜホンニ

何にも　有クぱしませんよ　本当に。

スリヤ｝シマセン j嘱フジンノヒト訓ッテモネ
　しはしません。　若の　婦人の　人に　言，てもね，

コーシンサンチャ　ナンダーッテ　イッテル　ヒトカ“オーイデス

荒神様って　　何だっマ　　言って。）る人力x・　多のです。

　エー　マツリャー　シマセンガ’イマー

　ええ　　：察りは：　　しませんよ　今’は：。

　マ　ウチワ　マ　コーシンサンノ　カケーモ　ヨーニ　フルー

　　私の家は　　荒神様の　　掛絵e　大変　古く

ナッテボ’ロボ’ロンナットル賦’スシナ（oサー）

なつ了　　ぼ’ろぼ’うに　：なってのますしね。

　ワシラモ　サー　コノネー　フ＞v　ilコトー　才一　ヒトツ　ソノ

　鉱達も　さあ　このね，　古のことを　　　ひヒつノ

マ　コーシンサン　スルガエー　ワルイワ　ベツモンダ’イトシテ

　　荒神様EするのA“良C）悪のけ8・1闘題として
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ヤ・ソバミノ　ソーユー　⊃トー　ヤリオ・ソタンダ’

やっぱり　ぞうのう　ことを　　やっていたんだ

ワカイ　セタツニ　ツタエテ　ホシーッ今ユコトー

芳の　世イ売’に　伝えて　ほし‘）ってのうこヒを

ナンカデ芒　イーヨルデス　（〈！エー）

なんかて“も　言ってのます。

　エー　コーシソサン2　トリノヒニナー

　えk　　荒ネ申様は　　函の日に＞19？。

　トりノ　ッィトルノニワ　サカナ才　ドースィナ

　トッrタユコトワ

ヒのうこと’ま

マフジ滋イ
　　婦人会

スエラ嶋シ
鳥の　つの了‘）るのには

スエマセン　スェルノト

　すえません。すえるのと

　エー　　トリ」　アルノト

　kk　、鳥の　二有るのと

　三≧二

　ええ。

　・イマデモ　アタラシー　カケーガ’アルッテユーコトデスケドモ

　’今・一ビも　　新しの　　　荘トi絵力N“　回るってのうこと二て“一すけ）｝’zど’芒

ナー

ね。

　ショードシマニ　イキヤ

　ホ豆島t：

魚、；き　　ビうするぬ。すkられなのし．

スエソノト　アリマス
すえ，なののとフ簿クます。

ナイノトデ　チカ“ウデショーガナ

無、のめヒで’‘ま　：違うマ》’しょうね。

　　　　　　　　　　　　アノレ　才ジーチャン

　　　　　　　行けば有るよ，あ・～ジのおやん。

シm一ドシマニネ　（oンー）　フーン

ノ」＼豆島に：ね。　　　　　ふうん。

　　　　　　　　
ショードシマカ『ラ　ウットラレル鼠　ソレカラ　ネマツリサンニャ

ホ豆島で　　売って晒。しゃるよ。心力＼ら子祭様には

　　　　　　　　　　　　一38一
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K
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クロマメノ　ゴ》＼ンオ

黒豆の　御’飯E

2辿ツチュア
　子祭と言うのは噛

　ネマツリサンテヤ

　シテナ　ソ｝デシテ

　してね’￥して

ナンダ

何だ。

：コレモ

こ＞hぞ一一一。

　　　　　　　　　ダ》仁コクサンデスワや

子察様と言えば’大黒様ですよ。

ナニカ　ヒニチガ　キマ・ソテ　ァルデスカ

何力＼，日にち斌　きまって　有るのて“すカ、。

一
え

エ
え

（憶

．ネ）レNソナユーコト

K

o

K

寝るってこと

濃．）ゼれで

カタ。。一デナー　（Kエー）

わ＼っので’ね，

オリマスワイナエー

おりますよ，　　kえ．。

輪回蒲．（K募錨諸／篇＝．

　　　　カンガェトルケ　ドーモ　ネノジガ’デテコナ

　　　　　考：地てのるから　どうt　子の学力x“出てこな

　ソレデアノ　ダイコクサンが三一キナ　フクロー

大黒様斌
カネプクロ

　金袋。

　大きな　袋＄

ソノ　エーカ“　ツイテ

その　絵釈　づ寸L）マ

ソーーユーコトが才クダ’ンデ　アリヨッタカナ

￥うのうこと．カミ’　奥．干て“　　　］Jlii’つたカ＼ね。

工｛　アリマスー

kk　有貸す。

ウチラン　トコワ　ソノ

＄ム予め　 ところ1：＃

2薮　ネマツリ・ソ：チューコト

　　子祭とのうことは

ナカ、リタナー

無かったね。
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　ナィカナ

　無のかね。

　イマデモ　ァノ　エガアリマスゼダイコクサンガオーキナ

　今で’も　あの絵が＼有りますよ。大黒様が　　大きな

フクロ　カツイデナ
袋・き　　　かっb）て“ぬ。

　オカケーガ’アリマスガへ一　ボuン　ナ“？トルケドヨー

　御おi｝絵が’・有りますよ。　6う　　ぼ’うに　　なってのるけ）挺ど’ね

アリマスモンマツグヤーセンケド’ヨー

：有りますSの　祭りはしなのけれどぬ。

　ネノヒ、ゾタッタラ　ンナラ　アレデ’スカ　ェー

　子のHと言ったら　それならあれですか。

ニカイワ　　クルデ’スカ

ニ回は　　来るんで’すか。

　ンこや　ソノ　コーシンサンタンビニナ

　ののえ，　　　　荒神様のたび’にね。

　タンビナ　ハー　（o

　たび’にね。はあ。　　　　では　．二か月に

コトデスナ

ことですぬ。

　エー　コーシンサンタンビニ

　kk　　荒神様のたび’に　　子祭様ヵぐ

ダケド　今ヨ・ソトモ　マツリャー　シマセン

だけど’　ノ少・しも　　 祭り1ま　　しまセ：ん。

　イマワ　マツランデスナー

　今・は　　祭らなむ）ですね。

　　　　　　　　　　　　一40一

イッカゲツニ

ーカ＼月に

エー jナー　：一三ゲツニイッカイ・ゾ％

　　　　　　　　　　｛回ヒのつ

ネマツリサンガコラレルデスワ

　　　　　　　のちつしゃるですよ。
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N

k
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N

　イマワ　ナンニモスリャー　シマセンデホンニ

　今1ま　何に6　　しま廿んよ　　　本当に。

　ノザキサンサンガ’ツワ　ドーデスカー

　聖予山奇さん　三月は　　　ど’うですか。

㌘駕醐（k厩細越瓢臆㌻㍗「）概

　キューダッタデスケドナー　ムカシワ　ヒナサンゼ、ソクノ　トキノ

　旧だったです’ナれど’ね　 昔は。雛様節句め時め
コドモノ　アスビトカ　ソーユー　ギョージ

子どもの遊び’とヵ・そうのう行事．

　エー　〈尊ソニ　・ギ∋一ジッテ　イワナイデスケドナ　ムカシワ

　kk別に　行事って　ts一　IPなのです1ナれビね．昔は

コドモガァノホト響ムラ仁キマシテナ（Kエ＿工一）

子と“も状　　L・りjz・Xさちのに来ましてね。

ホトギ才　イッテ　スエルデ’ショー

　　　　　ユのり豆笈　　　、猟って　　すえ，るで・しょう。

　フクロー　サゲ’テナー

　袋：を　　下げてね。

　ソレカラ　ワクロ　サゲテ　ズ㌧ト　コドモカ“ミソナガムライ

　それかち　袋を　下ザて　　　　　子ど’もが　みんなが’あの

．ニ　キ才ッタモンデスケド’イマワ　ソーユーコトモナイデスシナ

　　に来たeめですけれど，今け　そうのうことも無t・ですしぬ．

K　　アレ　クスリブクロダXyタデショーナ　クスリブクm　（笑）

あ、掩は　薬袋だつたでしょうね。 薬袋．
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トヤマノ

富山の．

　フクロー　モリテ　ソレデミンナネニ　キテソノオヒナサソ

　袋を　持。て糠でみんなの家に来τ　lts、鰐佳様

ガ　ミタイジャナシ　オイリュムラッテ　マワルデスダ：h“　サマ

ヵご　尾たのわ1ナではなくいり豆を　6らって　　ま）わるのですよ。　　のう

ザマノ　才イリオ　ムラ・ソテ

t＞ろの　　のり豆を　 占うって。

　イマノ　ホトギ㌧テユーノト　オイリ・ソテユーノワ

　今・の　 PぼヒぎA　ヒ言うのと　「…ち、いり」ときうの’ま

デ’スワナ上し

で’すぬ。　ねっ。

　エー　（oエー）　オンナジモンデ’ス

　え之　　　　　　　周じさめです。

　　　　　　　　　　　　　　くユの
　ユトバ’ガチがウデコソアレナー

　ことば’カぐ　豊ってぽ　のるカぐね。

　：オイリッテユーノガ’ヒ欝一ジュンデ’ショー
「「

?、いり」と言うめ斌標準でしょう。

　エー　ソーデショーヤー

　ええ，　￥うで’しょうよ’。

ホトギッチゴノワ認激コノヘンノ　ソレ
r
　ぼヒぎ」と菖うのぱ　　　　この勉の…。

ワシラモ

余ム達も　さらって　まわりましたぬ、

ミセテナーチッテッテ　ミズニオッテ　ソレ

見せて）ね　ヒ言って（実ぱ）見なのて㌦）て　￥れ童

オナシモソ

同じもの

ムラ・ソテ

　　　　　　　　　　　　　　　　ゼれを琶らって

ムラ、ソテ　マーリオリマシタケナー（〈！エー）ヒナサン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛様

　　　　　　　　　　　　　　　ムラッタラ＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　もちったら一一一一一一一。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a9）
0　　ソーソー　オぱ湛　オィリュ　ムラッタルッテ　へ一　カドカラ

　　　ゼう￥う　　　　のり豆茎　tらってある‘）て，君う　戸外で

　　ヒナサン　ミセテナーチュッテ　キオリマシ三三“ナー　ソゲ’シタラ

　　雛コ様　　見せてねと言って　　来ましたね。　　そうしたら

　　オィリュ　モー　ズー、ソト　ソ．リャ　オーーソーゾーダ’ワ　オ6リュ

　　のり豆．を　tう　　ず㌧と　　それは　　大騒勤だよ。　のり豆を

　　ムラウッテ　ミンナカ“フクロノ　クチ　ァケテ　モー　マー

　　もらうって。みんな斌袋の　　ロE　あ1ナて　6う…。まあ

　　ソレクラェーナコトデスナ　サンガツノ　（Kマー　ナー）ギヨージソ

　　それくらののこヒですね　三月の　　　　　　行事と

　　ケユタラナー

　　言ったちね。

K

N

o

　エート　サンガ’ツニ　アノ　ンー　オ．オクダンノ

　kkヒ　三月に　あの　　　　奥谷の
ナカッタカナァノネー　才一キナ　ズズォネ

無ヵ、。たかね．あめね　大きな　数珠をね。

アーアーアー

　ああああああ　　　やっていた。

　アレワ　シN一力“ツノ　ネソブツ　　．工一N

K

ヘンニや

迦にぱ

ショーカ’＼ソノ

　あれば　正月の　　念・弘　　　kえ

箸ヂデ）羅籍

ナ、ソ　ショーガツノ
　　　　　　　　にの
ホレ　ナンマェーダナ

正月め

コドモガ’　ヤリオ騨ツ

　ぬっ　正月の　ほら「なんまOだ」ね。子どもがやって

タデ’シ，，一　　才トナカナ

L）たて“しょう．大人かね。
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　　　　くヨの
0　　オーセモ

　　　大人ら

　　（Kフーン）

N

　Kジューロクニ今デスカナー

　　　十六Hですかね。

　ナンう一ユー

　何と言う

ナンマイ：グナンマイダ’6一モッテ

なんまのだなんまのだ　言のなカミ’ら。

　エーエーエー　ヤリオッタデスよ

と鯉濃：（k気葺結）蕊ピ』）

アレワ　ァノ　ショーガ’ツノ　ジューmクニチ

　あれば　　　正月の　　　十六日。

　　　　　　　）　　　　　　　　　エー　ホトケノ＿．

　　　　　　　　　kえ　　イ4の一一一・一一一。

ナマェデ逸カイナ　ワシ筆一モ　シ才ツタ諏ダケド’

名前ですかね。私豊も　してのたことだげれビ
　　　　　　　　　（3　1）

o

N

k

九え之ええ・え　やフていたで’すぬ。

エー　ネンブツノ　クチァケッチaッテナー

　kえ　念仏の　　ロ開けと言ってぬ。

イマ　ダケド　オテラこ　マンダ湊ン賑ズズモ　アリャシ？x一や

今　　だけビ’お・寺に　まだ　　　　数珠6薦りはし加）だちうよ

　イマ　チョ・ソト　ミンナー

　今　 参よっと　見なのね。

　イマヤリ才ルトカー　ナイ…ヨーデスナチ。イづ一戸イ　ァノ

　今や。ているところは無のようですね．ちょ‘沽よの

ドーナンカノ　フルイトコノ　カイゾ’一スルトキニ　ベラバラ

お＼堂なんカ＼ぬ　　古のところの　改造する時に

デ’テクルグ’ライデス　エンノシタカラ

出てくるくらのて“す　　縁の下から。

　モー一　コレクラェノ　タマガ’

　tう　　これくらのの　 玉力SN一一一。

ソゲシテアノ

そして

。
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　エー　シテ　：オー牛ナンガ，シトツ　アリマシタナ

　弁え。　そして　大・きなの斌’　一つ　　有りましたね。

　エマー一今ヨイチ葡イトナー

え二え　まあ　　ちよのちよのとぬ。

　三ニ　ワシヤモ　サ　イツゴロ　シ才・ソタコトカ　シランケド’

　え’え’　：私達．己　さあ　何塒・頃　　してのたことカ、　知らな・のげれど

ソ・一ユーコトー　ヤリオリマシタ　（Nウン）

そういう：こと「き　・やってのました。

　イマー　タ“ケドモ

　今は　　だ’けど｛う

　、サンガ’ツ　マ　シがツニ　イッテ　カモジンジャノ　マツリ庶

　三月　ま曲月にのって賀茂神社の　　辛くら
イナモンデスケーナー

いなものですからね。

　ノザ’キサンナ　ァノネ　チョ・ソト　ワカェトキカラ　セ温ネンニ

　野碕さん・瓦あのぬちょっと　芳の瞬ヵ、ら　三年に

ワ　ジューヨンサィデ’セーネンニ　ハイル、ソチュアナコトガ

は　十面歳で　　三年に　入るとのうようなこヒが
　　　　　　　　　　　　ぐぬう
ア・リタデ’ショ　ワカェモンヤド’ワカェモンニ　ハイル・ヅケユァナ

7罵ったで’しscう。　芳．iills　宿　，

コトが

こヒカぐ。

芳指に 入．るとし＞うよう：な・

エー工一工一　アリヨリマシタ

kk；之kkえ　有りました。

ソノ　コトノ　与ヨット　ハイルトキノ　ソノー：⊃トカrラ％・リト

その　ことの　2＄Ctつと　入、る時の　　　　　ことカ、ら岩よっと
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N

k

ハナシテミテツカーサェー必ハジメテ　ジ」一ヨンサ6ニ　ナッテ

話してみてくだ’さのよ。　ネ刀めて　　ナ切歳・に　なつマ

セーネンこ　ハイルト三トニ

青年に　入る瞬に。

　エー　ソレ　マー　ジューヨンサイニナッタラ　セーネンノ

　ええ　　　　　　十un歳に　　なったら　斉年の

ナカマダナンチtアナ：コト　．イ以、イーマシテナー　ソシテ

づ中闇だ　なビ’と言うようなことき　　　　　言のましてぬ。　　￥して

マエこや　サケ　イッショー　サゲテ撫マー　ナカマ
前には　酒　　一升　　下げ㌣　￥ろ￥う　まあ　柚間

＝　ナラシテ・ソカンサゴ「ソツーテ　サケオ　サゲテ　デオッタモン

にさせて下さのと言っ？　　酒・き　下げ”て　出た右の

デスー　ダケド　イマ　ソーユーコトー　モー　アリマセソシナー

です。　だけビ　今　そうのうこと1ま　Sう　早りませんしね。

　ナヤガツイテ　イキオッタカナ　コノヘン～

　親が村いτ行きましたヵ・ねこのPt一…。

　エー　；†ヤガ　ツイテ　デラしル　イェモ　アリマスシ　マー

　kk　親斌村‘）て出られる　叡も　有りますし，まあ

タイテー　：オヤガツイテ　デ才リマシタナー

たのて‘》　親ヵ寸・　オ寸のて　 出ましたぬ．

　ソノ　セーネンノー　マー　ハイ・ソテカラー　イロイロナ　ソノ

　その　　青・宏トの　　　まあ　　入ってカ＼｝　　　のろいうな

セーネンノ　去ゑ二二　ギも一ジヂ　ソノー　マー　ドーユーコトー

斉年の　　　　　 琢予事で　　　　　　　ど’うωうことE

ヤリ：オ、ソタ・ワテ・　ヤーナコトー　ヒト・ソ

・やってし）た　というようなご．と・き…　ひとつ一一一。

　　　　　　　　　　　　一46一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆの
0　　ダケドオジーサン　ショーがツニャ　イマノナーホトホトタも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　だ1ナどあじ’のさん，正月には　A7のぬ　靴ほと・だ

チュッテー　ソゲ’シテ　シオ・ソタガワカシューガ（Nオー酵一）

と言．）マ　　　やのようにしてしてのたカミ・　3吉‘）衆ヵt・。

ボLノ　サキニ　ァノー　ナニ　シャク　ツケテナー　ミンナネニ

棒の　　　先に　　　　　　　　　　　　　しゃもじを　イ寸けてね　　　みんなの家：に

キテ　ホトホトーチュ・ソテ　ソレオ　タ“ス、ソナユート

　　来マ㌦｝とぽヒ」と言って　　￥れを　出すとのうヒ。

N　　ij　一ン　ソー　ソーユーコト　ヤッタコトガ’アルナ　シトッキ

　　　うん　そう。そうωうことをやったことヵぐあるね，一時一一

　　り一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐヨゆ
0　　ウーン　ソノ　シャ　ノ　ナカニ　モ李ナ　イレテ　蕊裟。アノ

　　　うん。　その　しゃもじの　中に　餅を　入れて

　　アゲ’ルッ今ユート　（N王二）　ソレオ　スル“7チ．一ト　ソィツオ

　　あけ“，るとのうと，　　　　　それを　するとのうと　　それを

　　ミソナノ　ェーカラ　ムラッテインデソゲ’シテワカェーモノ
　　みんなの　家IPx　｝　疹らって　行って，そのようにして芳の渚

　　がニテ　クイヨ・リタカ“

　　カぐ、煮て　　食・べ・たよ。

N　　ソィッオナンダミノー　キタリナ（0ンー）カサカブワ

　　　・れ）つ茎　　　蓑を　着たりね　　　　笠をかぶ’フ

　　　　　　　　　　　　　　一47一
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タリシテ　クルダケー　ミズカケタ…3～ナ　シタヤーナバLバ’
たりして　：来るから　　フ｝く査　 力＼けナこり　したような　　ばあば’

バ’ババ’ノぐ（笑）

ぱ’ば’ば’laf”。

欝1議薪雲諮㌃（me3：ミズオ　カケル　　　フk宅　　力、ける。）

（笑）飲　シャクニ　クルンデ’キマシタナー

　　　之え　しゃもじにくるんて“　来ましたね脚葡”　一⇔一。

　ミノッティッタッテアノ　トーキョーアタリノ　シト　シラ

　蓑と　言っても　　　東京あたりの人は　ご存じ
レりやー　スマェーデ’（笑）　アノ　ワラデ　シタナ　ワラデ’

　で・は　無いでしょう。　　　　　藁で作ったね，藁で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐヨジ
シテ　アメノ　フルヒニ　ソノ　キルデ’スガ　ソレデ　マエブリダこ・

イ乍。て雨の降る日に　　着るんですよ．煉で’「前斌り。だ。

チュッテマェニャ　バrラバ’ラバラバラ　烹ゑ　ワラオ　ヒッサゲタ

て言って　前にはば’らば’らば’らばら　　　藁を　ひうさけ”た

ヤーナモノ～　マェニャーシテナ　ァメノ　フルヒニャ　ソゲ’シテ

ようなもめを　前にはしてね。雨の　降る日にぱそのようにして

デ’：オリマシタダ）ゲ　タンボニ

出てのましたよ　　田に。

　オメーネーこや　ミノガアリャーセンカ　マンダイマデモ
　あ・前の家：には　　　蓑ヵぐ・　　無　のヵ、　　　　まだ　　　今・で’も。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐヨの
（o芸『ま署肇．一㌔）蕊7、等霧三三作蓑結撫

　デーブ＼ン　ァノー　イゴオ　タ・ソテ　ソゲ㌧・テ　デタトキニ

　だのノ試，　　　　　　家を　建てて　そのようにして　出現した時に

　　　　　　　　　　　　　一48～
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K

ヒトカ“　ゴセゴセダッテ　アゲ’タケドヨ

イ三人カミて蓑＄）下さい下走‘）言うので；あゲた’ナどぬ。

　エエプリヤナー　3プマエブリ・ニ　ミノッ頒アナモノ

「前、3ぐり」やね。　　　「「前ぶ’ク」に蓑とのうようなbめを　えk

　イマ：ゴm　ビニールーガアリマスケー　一　イランデスケド

（，｛｝S’

　迫頃はビ＝一ルfOx・　諮りますカ・らね　c）らなのですけビ，

ソレガ　ソノ　L一　アノ　ヒャクシM一ノ　アノ　ア3．アマギ

ゼ〉浸が

デスワ

　　ですよ。

○　　ワランジがアルシ

百姓の

　　　（3の
コンガ’一力“アルシナ （Nアー

雨着’

ワラジ

　わらじカぐ

ガ　アル

カミ’有る

　　　　　　　　　　　　　　ぐヨヨラ
　ソレカラ　ココワ　カクシウナ・ソ：チュ：コトワ

　糠からここは「カ・くしうち北‘，うことは

　エー　カクシウチー　ヤリオリマシタナ
　　　　ド　え，え，　カ＼くしうぢ」　　やりましたね。

　アレワ　イツゴ’ロダ㌧タカ

　あれは　‘）っ頃だったか。

　カクシウチッタラ　モ今回　クイァイッコデスワ

：早るし「金甲jJカx・　掌るしぬ。　　ああ わらじ

ミンナ

k

N

o

K

N

ドーデスカ

どうですカ、。

「かくしうち」ときったら餅左　食。）あのっこで’す，）q。

アレァー　ハー　ト・ソテモ　ナンジ装一ネンムカシダ、ナー

あれは・ とっても　荷十一年E 昔だね。
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k　　モチデ’スナ　ァレオ　ケッキョク

　　　餅ですね。あれを　結局一一一。

o　　モチオ　ツイテ　ソゲシテ　クイクラベデスダガ（録9sホー）

　　　餅｛i　っのマ　￥うして　食べくちべで’すよ，

　　セーネンガ’ナンオミ’クーッテ

　　薄型が。　のくら食べる，て。

モ二一ミササンモイッシ　モt’

o

N

K

怪くちの　みさ（刷さ誌一升餅一一一。　　ええ

イチバソ　ヨー　タ〈ミルモンガ　イッショモチ　タベタリヤ　ナン

一番　　良く　食べる着が’一升餅＄　食べたりなど

ゾシヨリマシタ蹴アレがサトー　ツケタラ　タベレマ
　　しましたよ。　　　　あれが砂糖＄つけたち　食べこられ

センデナー　ツイタ　マンマオ　コー　テデ　ガッゲゲ’ッゲ　コー

ませんでぬ。っのたままを　こめように与でがつげ’げ』げとこう

シテ　タベルデ次が　サトー　ツケタラ　ナンボモ　タベレマセン

しマ食・騒のですよ．砂糖さつけたらC）くらも食べろ糠せん

ヨ　モ・一

よ　　乏！う一一一一。

　アリヤ　イツ：ゴロタ“ッタダラーナ　カクシウ今　シヨ・ソタ

　あ〉拠は　‘）う頃だっただろうね，「カ＼くしうち藁したのぱ。

　ヘー　ナンジューネンモ　ムカシダナー

　もう　 何十年も　　　　昔だ〉ね。

　アリヤ　ハツユキガ’フッタ　ヒニ・ソテウ今うノ　ト：コ　ヤリ

　あ）捷ぱ　　ネ刀雪：わぐ　　降「，たE〕にと蕊って　赤ム達め　ヒころ｛凌やり

　　　　　　　　　　　　一50一



N

マスケドナ
ますけ〉｝？どね。

　インニャ　ソカ温一ナコトジャ　ナカッタカ“ヨ　ウチラン　トコワ

　ののえ　￥めようなこヒでは無かったよ　叙達めところば。

　ヒこ峯ワ　キマットッ二二

　Eにちは・訣まってのたカ、。

　ナンガツニ　シヨッタッチャーナコトモ　ヘー　ワスレチマッタナ

　三月に　　してのたとのうようなこヒも　もう　　♪；亀・れてしまったね。

　トテモ　へ一　ナンナンジューネン　ナルデナー
　　　　　　　　ベユくメどア
　ヒても。きう　　　何十年前になるかちね。

　マー　ノザキサン　ココニャ　コドモワ　オリマセンシ　シマス：

　まあ　野崎・さん，ここには子ビ、もtBl一お＼クませんし。　で’す

ヶ一一　ソノ　セーネンノネー　（Nエー）アノ　ィロィ1｝ナ　アノ

ヵ＼ら　　　　　青年（若者宿）〃）ぬ　　　　　　　　　　のろのろ：な

ハナシー　アレガ’マー　ヒトツノ　セーネンノ　才一　イマノ

詰。　あ・二三ぐまあひとつの　斉年の　　　今の

シャカ・プキョーイクノ　バデスワ　ナンテッテモ　ゾLリュー

社会敷育の　　場ですね何と言って乱草履匙

ツクッタリァ　ナワナッタリア　シテナ　ソーユー　トキぬヒト

作っナこり　縄をなったりしてぬ。ぞうのう時の

ツソノ 塔ﾄ冒∴粥姶照照雷濃飯（N

箭贈り誉託；蕪罫駕淫．

　ドーユー　ベツニ　ワダイッテ　ユーモ　ナカッタデス　　デ

　どういう，別に　話題って言うのも無かったです。で

　　　　　　　　　　　　一51一



ツイ　マー

K　　＿　オソラク　ワカイモンデスケー

　　　　みそらく　若の箔ですかち

チューシンニナ・ソトルデショーがナー

ムスメノ

娘の

マー

コトが

こヒカミ’

N

o

N

K

N

K

o

中）＼ご・に二　　　なってのるで・しょう力姶ね。

　エー　マー　以　ツイ　ツイ　ハナシオ　シタリ　スルゲラ・イノ

　之之　まあ　　　っの　っの　話を　　したりするくらのの

コッテシタダケナー

ことで’したヵ＼ちね。

　ウサギ’ボイニイキオラレタカ“ナワラシゴトニイキトッテ

　兎追のに　お＼行きになったがね　藁杜：事に　行っマいて。

ミンナ　アノ　ワカシューワ　ウサギボイダ＼ソタか

みんな　あの　芳の人達は　兎追いだ㌧たが。

ベツニ　ソー　アンマリ　ナンシタコトモ　ナカッタデスケドナ

　別に　　￥う　あまり　　特別のこヒき　無かったて“すけどぬ。

　シガ・ソワ　マー　マツソカナ

　tU月は・　　　祭かね。

　エーシガツワマーカモジンジャノ
　え之　ロu月は・　　　賀茂ネ申社の

　イマノ　マツリト　ムカシノ　マツリト

　今の　祭と　昔の　祭と
報．（Nソリャー　　ゼれは一…。）

マツリデスケーナー

祭ですからね。

ドーヂスカ　オクダン

ど’ ､ですか　奥谷
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K

蒸磁嫉私＆又　スルイェーガ’ム今やクケヤこナットリマス

　昔は
ツイタ干

網，

ミ寸リマシタケド’（Kエーエー）イマワモー

みましたけ液ど　　　　　　　　　　　今ぱ　　Eう

ナンこモ　アリャセンデスケーナー一一・

イ可にも　　有りはしなので’すカ＼≧）：ね。

　ニケヨーモ

　　　　（ii三子ンする　　家ヵx・むおやくちゃになってのます（：k－ftしマのません）。

ムカシワ　ソレデモ　ナンデシタケーナー　ハルマツリト：カ

　　　　　やれでし’も　何で’したからね。　春祭．とか，

　　　　ジューゴ’ニチニャ　ズ’一ット　ヤスミダッツッテ　ヤス

　　　　十．五1ヨには　　ずっと　　休みだ’とiきって　　休

ツイタ李モ

朔6

アリャセンシ　セックデモ　ハタラクッづ一ユーンダ

N

o

　　B曜日も　．．無のし，　節句でも

ケナ　イマ　ナニカ　ギョージガアワタカナ　ソノー

から・ね今ぱ．何か行事が　有った加b．物

ジタイノ

魯体の。

　イヤ　ベツニ　ギ蕊一ジッチューワソー

　のや別に　行事とのうめはそう

論㌃（○嘉森ζ＿編の．lr。．

穀ぎ奏蓑詔差（気欝、峯繋ねテ）

タダ’ケナー

たカ＼らね。

　シンセキオ　ヨンデ　ツィ　ミンナガニギャコー

　　親戚＄　よんで　　　　みんなカミ

働くとのうんだ

才クダン

奥谷

　　　　　ナカッタナーセック

　　　　　無かったね。節句

スルグラェーノモンデ　　マー

　　まあ

　　　　モンアシ
らので’し

　　　　　ユーク㌧エ

にぎ’やカ、にするく“らの
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N

ナモンダガ、ナ

な　bo）だ：わx’：ね。

　シガツ　アマー　ゴガツダナ　ゴガツノ　コドモノ　セックノ

　tn月　　　まあ　ヨし月だね。．五月の　子ど右の　節句の

ヒノ　ド㌧ユー　ギ’ヨージカ“アッタカ

日の（行事に）どういう行事が　有ったが。

蹴（Kヤネワキチュアナコトヤッパシシゴフ鳳デ　屋ネ艮ぶ、きヒのうようなこと・やつ｛：まρり　　菖9南’で’。）

ゴガツーノ　ギ』一ジ、ゾ先ごテベツaナンニモ　ソー

五月の　行事ヒ言って別に　何’＝S

鳶型ノ！；蕩経薫C無）
　アノ　ゴソゴツーノ　コドモノ　ヒ」こネ　（Nエー）　アノ

　　　　五月め　　子ど‘6の　Bにねク

ヤ　ァノ　カヤヤノ　キヤ　ヨモギ’ヤオ　オー

や　　　　　　　　　茅なと“の　　木や　　　　蓬など「き

エー）

　　　ヤL）挺・き　屋：ホ艮ふきだって言って　屋ネ艮に

ナカッタカナ

無かったカ＼ね。

　エー　ウ今ラノ　アノ　コトー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rw　え；診　友建の＿．あのこどさ　　したことカx“

（o泌シマシオツタケドナ）荒雪緯家，

ゴガツ

ー五月

ブ
、　
蒲

ゐ
菖

　　　　　　　　　　　　　　　　キッテキテ（〈1

　　　　　　　　　　　　　　　　切ってきマ

ソレ’1一ヤネフキダッチッテ　ヤネニ　サスヨーナコトワ

　　　　　　　　　　　　　　　　差すようなこヒにt

ヤッタコトガ　ァンマセンガヨー

　　　　　　有りませんよ。

　　　　　　　　イェモ
　　　　　　しましたけ一）挺ど’＞b。

アルデスケドナ

；有り序すけれどね。
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o 　工・一

　kえ

，カヤト茅と蓬と屋根磋し剰菖藷と（K舗

芝）裟菊隷∴院鳶董三三電で、

　マ　ソスト　漁　コドモノ　ヒート　シテノワ　ベツニ

　まあ￥うすると　　　　子ども〃）　Eと　してのは・　別に

ギ’ヨージナィデ’スナ　マー　ソノヘンカラ　ヒトツ　ソトノ

行事　　無のですね．iあ￥のtaから　ひとつタトでの

ヒャクショーノ　シゴ’トガ’ハジマッテクルトユー　ダンドリニ

E姓の　仕事削始あてくるとe・うだんどり1こ
ナルデ’ジョ

なるで’しょう。

　マ　ムカシワ　・ヂマミテァーナナA　ワラヤネトカ　カヤヤネト

まあ　昔ぱ　　 ノ今＼めようで’（意無の　藁屋才艮ヒか茅屋男君と

カッテ　ユー　モン：が　オーイカッタデヌケーナ（Kエー）カワラ

かって　言う　ものカや　多かったで’すカ、らね。　　　　　瓦

ノ　ヤネニワ　ワリカタ　アノ　カヤ　サシタグッテ　コトワ

の屋根にはわりと　　　茅　差したり。てのうことは

ナカッタデスケドナ（Kフーン）

無かったですけれど：ね。

　ホーリアゲ’トキヨッタダ：が

　ほうりあげ’てま；・のたんだ’よ。

　蕊ニ　ツィ　ホーリアゲ’テシマッタリ　シテナ　（Qンー）ダケド

　え．之　　　　　ほうりあけ’してしまったり　してね、　　　　　だけビ

ヨモギ’ト　ヤネニ　サシテz　　ショーブト　　　シ9一フ“

｝
く

N

o

N
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イマワ　モー　ポトンドワラヤネ　カヤッテ　ユー鳳ウ　～一

社は　6う　ぽヒんど　藁屋根や茅っ了のうものは無く

ナ・ソタ　（KA二）　デスケーナー

なった　　　　　で’すかちね。

　ノ：ボリューナンカワ　ア　イマ　ァノー　イマノ：コトワマーアし

　幟を　 なんカ＼は：　　・今　　あの　　今・の　ことは・まああれ

ダケド・イマワァノ　オヤノ　サトが鼠キンイ“？フ。・一一オ　シテ

だけれビ今は　　親の里が　金一一　9を届（3一　r

キテ　エー　，イェノ　ホーデツクッタリ　スーデスケドナムカシ

来て　　　　　　家め　ほうで’　　づ赤ったり　しますけれど’ね、　昔

ワ　ドーダッタデスカ　ヵンゼソニ。二三　アノー　サトノ　ホー

は　　ビうだったで・すか。　完全に　　　　　　　　　　　　里の　ぼう

カラ　　シテキイッタシ：オ・ソタデ’スカ

から　して来たですか。

　エー　ソーデスナー　ミンナ　オヤモトカラ　ミンナ　モ・・テキ

　kk　そろですぬ。　みんな親元から　全部　持つマ来

ナリマシタナー　イマデモデズデー

ましたねえ。　今・て“もで’すよa

　イマデモ　ーチョイチョイ　ァルデショーカ“（oエー）

　・今で＼も　　ちよのちよの　　有るでし‘lxうよ。

　アーソノ　モノー　モッテ〕ラレルイエ：が（oエー）ウ今ラ

　ああ　　物を　持ってL）ち。しゃる家が。　　　私達

ノ　トコデワ　・ナヨイチ智イ　ァノ　マー　ホンノ　チョット　イッ

め　ところで’1菱ぢ　st　c＞ちよの，　あの　まあ　ほんの＄Snlつと　一

プー　ツツンデ　イキテ　ソレオ　モトニシテ　イェデ　ツクルッ

封　　つつんで’行っマ，それを　もヒにして　家て“　作るっ
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チューコトン　ナ・ソトリマスケドナ

て⇔うことに　：なってのますけA’Zど｝｝2？。

　フーン　ウ今ラン　トコワ　ダサド　タイテー　才ヤノ

　ふうん。朱ム達の　ところは　プざ1ナど　たのマ’の　親め

カラダ、ナ

カ＼らだね。

　イマワ　ホンニー　ナンデ次ケーナー　カヤト：力

　今1ま　本当に　　イ可で’すからね。　茅ヒか

才クダン＝ニモ　モー　ニケンデスケーナー（Kホー）

奥谷にも　　もう　二軒ですかろね。

カヤデ’マンダカうンセズとマー（Kソノー
茅で　まだ　瓦にしなので

ホオーットリマスガナ

1まお、ってのますカ、’ね。

　ナカナ力　力ヤモ　カルノモ　カナゥンダケド
　なカ、なヵ＼　茅も　　　メレるのる　　つらの1ナれど，

シテツカンセー　ソーユーモノ

してくブざさの　　そうのう己の（を）。

　イマワ　モー
　今1：よ　　もう　　茅ヒのうもb）カ・こ’

　　　　　　　　りしヘ　ダケド　コットーア
　だ1ナど　1骨董て・’　‘ltうご、一ざ’し）冷すね。

キレーゲ与｝次ワ　カヤヤネ

きれのですよ　　茅屋根は。

仁
家

　　　　ワラトカゾ先

　　　　藁とかのう

ナイデスケーナー

無乙）ですかちね。

　　　　　　ウ今ガ

　　　　（私の）家が

　　　　　マー）

ナルベク　ノコ

なるべく　残

カヤッチューモノガ’ノーナッタデ’スケーナー

　　　　　　　　　無くなったですかちね。

　　S一ゴザ’ンスワェーナ（Kエー）　トッテモ

　　　　　　　　　　　　　　　　　とつマ6
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　ソレデマー　ナツーガ’エーデスナ　二十ワ　スズシー

　そ液でまあ　夏VN“　良のですね　茅は　涼しの。

ヤケマスケド　ソリャー　クサヤノ　イェワ　スズ’シ＝．・一ゴザンス

焼ぴますげれビ，￥　＞tz　Ct　草屋の　家ぱ　う回しうご’ざ’のます

ケーナー　センプーキガ　イランホド　スズ’シューゴザ》スケーナー

K

o

｝
く

からね。扇風機が　のらな6瞭ど涼しうござ’‘段すからね．

ノフtミ、リノ　 コトカ“

　それから今　子ど’もの　　　　幟の　こヒが

デタデスがナー　アノー　訟　四一トー　ノザ洋サン　iジャナゴ

出たです斌ね　あの　　え一と　野崎さんで’は無の

才クヒラサンデスカナ（oハイ）アノ　コドモがデキタ　トキ

奥平さんですかね。　　　　　　　子ども斌生まれた時

＝一 @ij　”イn　マー　イワッテキ：ホ．タデシ，，　一　マェワ（o

に　のろいろ　　　1祝って来ましたでしめ　前は。

ハイ）　マ　イマデモ　ソイ　トコワ　アijマスケド（oエー）

　　　まあ　・今、でもゼうのうところ硬　：有りまずけれど’

ドーユー　シナモノー　ダけタイ

ビうのう　品物｛IE．　　だのたの一一㍉

　コドモガデキタ　トキニャ　：コドモノ　アノ　イルイオ

　子ビおが生ま〉挺た時には　子ど・占の　　衣類を
　　　　ごヨの
イッサンマェーナ　ナンニモ

ー弍　：ね　　　すくミ’マ。

　ソノ　ィルイノ　ソノ　シトツ　ナマェオ　イエバ’

　その衣類の　　　ひヒつ名前高言おば’。
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0　　：オフ“ギ’ッチッテナ　（kエー）　　ヒョヒ…∋　ヒョヒヨッチッテ

　　　産着と言ってね，　　　　「ひよひよ」。ドひよひよ」と菖って

　　オクミノ　ナイ　ウシロヒボノ　ツイタナー（Kエー）　アレト

　　社袷の無い　後u6の　っのたね。　　　　あれと
　　ソレカラ　ミヤマェーリ；　ソノ　マー　ミヤマェーリワ　マータイテー

　　それヵ＼ち　　宮参りに，　その　まあ　　宮参り｛ま　　　　　　たのての

　　ソゲLニ　マー　ワゲ’一ノ　モンノ　ツイタ　キモロデスナー

　　そめように　　自分の家の紋めっbた着物で’すね。

　　ソゲ’一　工一モンモ　ナンダシ　モンツキ：オ　シテクル　イェモ

　　そんf」・・（9良C）もat何だし　四丁E　して来る家も

　　アリマスケドナー　ダケドマー　ボトント　マー　キモロワ

　漏りますげ舵どわ。だげど’　　　ぼとんと“まあ　着物は1

　　ウワギ’ニ　ウワギト　シタギ’ト　ソィッニ　ァノー　ッッム　フトン

　　上着に，上着と　下着ヒ　それに　　　　つつ屯布団

　　ガワ　アノ　二三　タンゼンガ　ツイテ　オビト　マー　シャ・ソポ

　　皮　　　　　　丹前力xx・　付のて　帯と　　　　幅子

　ニ　ヨドカケ　ソリャー　トーテモ　ゴッツイモンデゴザンスワx一

　　に　よだ’れ牲トげ，そ＞／t　｛変　　とって達　すこのものでご’ざいますよ

　　ナ　ヒトソロイワツッタラ　インマラー　トテモ　ソギャン＝〕ト

　　　　一一才前と言った｝。　この頃は　とて右　ぞんなこと遠

　ムラウートモ　オモワンシー　シモ　センシナー　ナヤモトカラ＿

　　b≡うあ＼うとも　 2思♪＞bなのし　　しもしなのしぬ　 親テ己力、ら一一㌔

　　ダケド　マェノ　コトッツッタラ　ソリャ　トッテモ　ハナシデス
　　だ’けと）’　．〉入前グ）ことと言ったら　　・ビれ，’・まとってる（大変な）言告で’す。

　　ソレニ　ミンナ　モンツキオ　ツケテナー　ソゲ’シテ　イキヨッタ

　　￥れに　みんな　 紋イ寸さ　　づ寸けてぬ　　そうして　　4予きました
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デスダケー

　から。．

（咳）ソノ　ミヤマイリノ　トージツワ　ヤッノNOシ　オヤガタノ

　　　　　宮参・りの　　当EEIは　 やつぱ。り　親方の

ホーモ　サトノ　ホーモ　（咳）オジーサン　オバ’一サンガ’キテ

｛まうも，里の～まうe　お、じ＼し億んお・ばあさんが来7

（oエー）　イッショ＝　オミヤニ　マイッタ

　　　　　一　縄に　　ま，・宮に　　参った（ので’すヵ、）。

　イーエ　ソレワ　ウチノ　モンカ“ツレテ　マイ濃
　ののえ．　￥．れば　家の　蒲力ぐ　つれて　参った。

　ウチノ　ヒトタ“ケデ（oエー）　ヤッパシ　ソーユー　トキニャ

　家の　人だげで’。　　　やっぱり　そうのう時には

アノ　：ゴッツrt．一シテ　ソノヒニャ　ヨブッテヨナ（o△∠ρ：コト

　　　御馳走して　その酬こ1凝罷）よβもての麦うな　　こヒ

モ　ァリ…ヨッタカ

も　フ爲りましたカ＼。

　エー　オヤシューオナ　サトノ　オヤシゴ誠

kk　親達査ね，里の　親達E。
（咳）イマノ　マー　リョーリトワ　チガウデス：が　ソノ　トージ

　　　今の　　　　料理とは：違のますよ。　その当時

ワ　ドーユー　ゴッツt一　 シオラレ三三“

は　と：’ういう　御，馳走．を　なさのましたカ、。

　ナーニガ’ソーゲ’ナ　トージ’ワ　ツイ　イモー　こタリ　ダ7コー

　荷ヵぐ，そのような　当時は　　　芋E　煮たり大根を

ニタリナ　ソレ＝　ツィ　オサカナ　チヲ月ト　ツケテナー　．ソ蕉

煮たりね。￥れに　　　　お、魚，を　　ちょっヒ　乃寸けてね。
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ソゲLナ　モンデ　ツィ　マカナイオッタデスガー　ミンナ

￥のような古めで　　　　菱かなってのたで’すよ　　みんな。

ソガイシテ　イナレルトキこや　ソンナモノ　ツイ　・イレテナ

やして　　あ、帰り仁なる時にばギのような肋を募・と入れてね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヰの
（Kンー）　アノー　ジューバ’コヤ　アノ　モンニ　キリダメッチュ

　　　　　　　　　　重箱や　あ嬬のに「きりだあ止言う

モンガ　ァッテナ　ソガェシテ　ソ以ナ　モンニ　ツメテ　ソガェ

ものカぐ；有っマね。そのよ）にして　そんなξのにつめて　　￥し

シテ　オコワオ　シテ　オ：コワ　イレタリヤ　シテ　ソカ㌦シテ

て　　赤飯をしてク赤飯を入れたりなど’して　そして

才クリヨッタデ’スカ“イマラーミタイニ　カシリョーリダワナソ

送ったですよ。　この頃みた屠こ菓子料理だの

サトーダ’ワッ杏ヤーナモノー　シオラシマセンデスタ“ケナー　ナン

石少糖だのとのったような乞の1ま　しぼしなので’すカ＼らね。　なん

デモ　ツイ　ウづ一カラ　なン勾“

でも　　　自今～）家で一一一一一。

　イマワ　ナソデモ　カンタンデスケーナ

今ぱ　何でも　簡単ですからぬ。

エー　ムカシワ　ぬ〔．ウチカラ　カンが土テ

ええ　昔は　　自分めところで乃えて。
　　　　　　　　　　　　（40
キリダメッテ　ワカリマスカ

「きりだめ」って　わかりますカ、

　シラレマスマイぜ　トキョーアタリノ　シューワ

　知ち淑なのでほうよ東京あたりの　人：達は。

・チッテ：オーキナ　コンナハノ3　コンナ　タケノ

言って　大きな　こんな幅の　こんな高さの

一61一
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イチバンキリタツ　ニバ’ンサンバ’ン　ヨバ＼ンゴ＞X’ンチュッテ

㌧番きりtiN，V）　」三番ゴ三as　」ド切番∫五番」と言って

ズーソト　ナナツマデ’カサナットールデスガ　ソレが　ズーット

ずっと　　七つまて“　童なってのるですk　それカミ’，　ずっと

ナナツガサナリニ

三つ重なりに。

シタリ

したり一一一一一一一。

　ジューバ’コノ

ソレニ　ゴ＼リツォー　イレタリ　ムスヒ｝’フト

それに伽馳走を　入れたり　あ・庵すびを

　　　　　　　オーキナノ　コトデ’スゥ　（録都こフーン）

　重箱め　大きな琶の〃）ことで診よ。

　マー　ケ、ゾキョク　ジューバ’コノ　オーキナンデ猿ナ

　まあ　結局　　 童箱の　　大きなのですぬ。

　エー　ジューバコノ　オーキー　ジューバ’コリ今ユァ　シカクナ

　え，え　重箱の　大きの。　童箱ときえぱ　面角な，

マ。ノカクナ　モンデスシナー　ソレ　キリダヌッ今ユッタラ　ナガ
　　　　　　　　　　　　　ズひくズひくノく
真tzp角な　もの　7“　trしね　　　　哲きりだめ」と言ったら　　長

メナ　モンデ凍シナ　　　ソレガ　ナナツ　カサナ・テ
あなるめで’すしね　　こう　大きな。　￥れヵぐ士：っ　重なって。

ダケー　・チートー　オカズイリョート　オモヤ　ナナツノニ

だカ＼ら　ちょっと　おかずを入れようと　匙え1ゴ七つの1こ

イリ避一シ　マー．蒸　2コ．ヤット　イリョート　オモヤ　マタ

入れるし。　　　　　　たくきん入れようと思えば’凌た

ソノツギ’ノニ　イグヨーシ　ツギ’ノニ　イグヨーシ　シテナー

￥の次のに　入れるし　　次めに　　入れるし　　して；ね。

ソガェシテ　ダンダ》ガ’ア㌦デスダケ　スイタノこ　イリョ＿ソタ

その誌うにして　三々状有りますから　すのたのに　入れて
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K

デ’スカ“　ソレカラ　ショーショーノ　ナニュー　マ　イワッテ　マ

のましたよ。　そして　　　少＼々　の　　　　イ可装　　　　　　祝って

コドモノ　Aエー二．デモ　イキタラート　オモヤ　オーキナ　ソノ

子ど’もの　家にでも　　行こうヒ　思えげ・大きな　￥の

キソダンニ　オコウデモ　ナンデモ　イレテ　ソズ左シテ　イワッテ
ド
きりだ’1め」　t：　赤飯でも　つ可て“も　入れて？のようにしマ　：祝って

イキオッタデスタ㌧ナー　ソレカラ　ムカシワ　アノ　ヨメサンオ

行きましたですしぬ。　それから　昔は　　　み嫁さん差

トッタラ　マェニキ　イマノ　ミッカノ　イワェチュモンガ’アリ

：取ったら　以前には　イ列め　三Hの　；祝のと言うものカぐ有り

ヨ盛な潔か（κ福の漫ソ認銘奮藏蕨

（Kフンー）　ソノ　ミッカノ　イワェニャー　アー　：オナゴー

　　　　　　その三日の　祝のには　　　　女性董

ゼンブ　ヨンデ｝　オナゴバッカシ　オトコ　ヨバズニ　ソレカラ

全・部幽　よんでね．　一女性ば’かb　男性ぱよ1ぎなのでそして

サト　ズート　シンセキジューカ“オーキナ　コンナ　アノーソナ

里＠）ずっと　親戚中が　　　大きな　こんな　　　そな

エオ　モッテクルデ次ガ，亦．払ヶ燕嫉四二三無滋なπ芸且

えを　持フて来るんですよ。

　　　　くおう
ホッケーテ　ユーモンカ“アッテナェー　ポッカェート　ユーモン

犠っt’i　一”と訪もの斌有ってね．「ほっか，。一ど言うもの

ト　ホッカイチュノト　コトバソ　ナンデ’ワカリヤセンケドナ
と　「ぼっかの」と言うのとことば’の　・句で’　わかりませんげ涯ビ’ね。

　　　　　　　　　　　　　　　くヰの
　イマノ　ポッカェーワ　ノいりトー：ゴノホーデス

　今の　「ぼっかえ＿」は　八東誘め方です。
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0 　ソェデ’ソノ　才一キナ　コンナ　マックロイ　ソノ　オーキナ

　そ液で￥の　大きな　こんな　算黒な　　　　大さな

ハ：コ：がアッテ　ソノナカこ二上・キレーゲ’ナー　アノ　マルイ

箱か・有っ了￥の中に　　　きれDな　　　　tc・L・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ウ
ナニカ“アリマシテナー　ソィツニァノ＿李ヤント　ジューカケッ

句が・：解り回してね。やれに　　　ちゃんと　重：掛けヒ

与ユーモノー　カケテソガとシテ　ソレこイレテ　ミンナ　イナ

言う老のを　憎げて物ようにして　それ1こ入れて　みんなかつ

ッテ　キオッタデスガ’ミンナ　イワッテ　ダケー　こワこやー

ので　冷ましたカぐ　　みんなで㌧祝っマ。　だ’カ、ら　　庭にぱ

モー　ソノ　ホッカェーカ“モー　イ・ソバ。エ　駄オソナェモン

　　　　　ド8う　やの　ほっかえ一」か・6う　のっ1ま。の．　　お・そなえも〃）

ダ1リテ　モー　ナンボナンジューゼ＼ン今ゴーオ　モラッテ　ソイ

だって　もう　のくっ，イ可十月善とのうのを　　もらっ｝て　それ

ツ　マタ　アノ　ムラジューニ　クバ’ルデスカ“：オコワト　ソレカ

衰　また　　　村中に　　酋己るのですよ。赤飯ヒ　やれか

う　アンモづ一ト　ヨメサンノ　ヘヤンマェート　ソノ　アノ

らあん，餅ヒ・嫁さんの部屋め前ヒ
オソナェト　マェこワ　オジーサン　アルキソツモ　オソナェダッ

おそなえと。以前は　お・じのさん，歩き初めも　お、やなえしま

タダケーナー（Nフーン）　イッペン　ヨメサンオ　ナンシタう

したからね。　　　　　一ぺんあ嫁さんを　取ったら

アノ　ソナェがニゼ’ン　ソイツニ．才：コワト　ソレカラアンモチ

　　　やなえが二謄　それに　赤飯と　それからあん餅

ト　ナこか　クェマスダ　トテモ　リョーホニ　サゲ’テ　モッテ

と。何が’食べ1ちれますかとて希．両方に　下げ’て持って
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クバ’リオリマシタケナー　ムデジュー　ソが乙シテ　ミンナが

画己りましたカ＼らぬ　　　 ネ寸『戸に。　　そうして　　みんなth　N“

アー　コノ　アンモチワウンマェーダハー　ウソマナェータ“

ああ　この　あん餅ぱ　　；も・のしのよ　　のや　　ま；xL）しくなのよと

イッテ　モンク　イーモッテ’ミンナガ　ヨバしルデスダガ　ソレ

言って，文句霊言。）ながろ　asんな力文’あよばれするんですよやれ

オ　ソゲ’ナ　コトオ　シオリマシタケド　イマラー　ヘー　漁

を。￥のようなこと左　しましたけれビ　このと藁はきう　￥んな

：コトモ　アリャシマセンシナンテカンテ　カンリャクバッカリデ

こと壱有りはしまセんし，句か1こつけて簡略ば’かりで

スガ

すよ一一一。
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　う主龍

の　会話文中に往々にして旛入される間授詞。Fただ」「ぼんめ」

　「さよっヒ」とのった意味あのE表す。
（・）t「 ｾカ・らね。ヒの意味磨は才旋の助試㌦は理由翻す授続
　肋詞写、め短呼きれた右の．Eナー・謡ば恕肋詞である。

（3）　t「荒神様」である。本来ぱ，！仏・法・僧の三宝表守るとωう神。

　怒りを表し，ミつめ顔と六つab　＄E持つ。屋外神としての荒紳信仰

　は中国〕セ方から莇にか・げマミ農、厚に分冷してのる。ただし。ここでば

　「庚申講」との混同斌有るか。

（4）陣追飼めこと．掴地方に広くそ諦締春の行事．3N6E
　に47『トわ〉｝Zる。このNに使った箔姦編んで木の枝にかげる。1災事を馬区

　除するたあと言う。当：地では生魚IE藁菅に入れマつるすこと6する。

（S）子めHの晩に辱寮様」繊つる講ヵ萌っ了，これば「子祭講。

　と呼ば’れる。2月の初午0）Eに行われる。

16・副詞で，「ず・・分ヒ∫たくさん．ヒ傷た意味厳す．

　　女例：「エーモンヤット　ムライマシテー…（良の物をたくさ

　　　　　んもらのまして一一→a

（ワ）糸を打も違えに組んで編み，っずる。ここでば杏まり遠縫うこと。

（9）　自称イ・℃名言司「ウラ」の複謬ζ牙多。

ぐ9）「「 ｩぶ」「どなる」とし・つた意味．「イガ蜴と6．

ぐ1の　ノJx正月〃）火祭・，マ月搭日の「ど’んど様」。

㈹　1月11日。正月の供物を下ろす日。
（12）「 芍A」。ここて“は，正月め影響遠受けた休み気分，雰囲気のこ

　と。

（13）　「ひまだ’と吉って6」め意。「ユーナ」は瞬闇的，金銭的に余裕

　めある状態。

　　文例：トァイッゥ　ユーナ　ヤツタ“　（あのつは’裕福なやつだ）」

㈹こめ文脈は，話題を促すための司会，指の溌言。

（ls）地名。郡家町大字下坂。
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，i6）「 п[」は複数を表す齪語．t「～ゲ．は㌦嫁」て“ある。

θ7♪　「膨め家のアぜネ」の、竜。「アゼ’ネ」1畑圭の下の部分。

（，8）　「堤」の永を配永できる範囲め田。後：平めt「大川がかりJ6同様。

（19♪　田畑め土にミ昆じ’って，　こ“ろご’うしてのる石。

（2・）状態・程度・き強調する語。ここで’ぱ「「大変」と。＞つた意味あのマ“

　整いられてのる。

（ai）地名。ゑ字名　八反田。

（22）地名。男ド家町大字営．谷。

a3）　tV行ったら」め愚。「行く＋た」は当方言マ・・はt「イキタ」となる。

㈱　コトの日（前述）につるす藁苞。

as）場所裳表す格助詞。　t「　r“uに当る。この「カラ」は当方言での

　特雀虻的な言吾形で・ある。

　　文例：「ヤマカラ　アスンタ“　（山で遊んだ）」

（26）　㌦）り豆」aこと。後：出め”オイリ“と同義である。

（27）強起駐表現で’ある。のわゆる係i結び’状・以下句あ中で1残〉存したさの軌

　　文例h効イヒクイワアルデ辺ヱと一一一（高の低・・摩るとして6一一）」

　　　　　　「ユーデ皿一一・（言わせて6らえ1ゴL一つ」
（・・）「 ﾋ外礼め意．「「toド”ぱ弊」「戸外ゴみもて」とのった意味

　E表す。

㈱　「南無阿詠陀＝め変形した6の。

　　　クza77z　6（a塑ブd屍＞7z簗072〃z灸イd～乏〉ク乞λク7之フnac：　d浸

〔30）　「一lj土年め老」　「隔づ；、とな＿占め意、

（31）　t「～モッテ」はt「～しながら」の意、。

（32）青年達の組織，のわゆる「芳三宿」である。当地で・ぱ数え年の14

　歳になるとはのる権利斌生じるこヒになってのた。

（33ウ、1、正月の晩にTtxトホト」と苫のながら各戸護訪ねる物貰の，また

　は物行事．当地で｛ま青年力濃笠を着マ姿を変え，棒で’eってあ・も

　ての縁を叩のて訪れる。この時，￥れに水をかけるとぞの年は干ば’

　つにならなのと言う。山陰地方に広く行わ堤る。

㈱t「 竄U」と菖のかげゼあげ’る。と修正したもの．
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（・s）藁て塊つた”前ee　」「前掛げ」め息。

（36）副言司で，　「たくさん」に当る意味を表す。

tB7）藁で沸乍つた形の大きの丈夫な草履。　t）わゆるt「金剛三三ゴビある。

　　　ko7zsa　tt　〉　ko7zsar

（38）稲め収穫作業の総，た後t＝行われる会合。誰が・餅遠一番よく食べ

　るヵ・が一つめ競争℃多く食べたk2勇治とする。
ぐ39♪　t「ひとぜろt＞」「一一式」め竜、と言う。　「一三味」か。

（ilo）童箱形の食物容暴め一種。こめ語形は東条操編「v全国方言辞典辺

　によれば’，青森県野迦地・仙台・岡山・広島・石見・愛媛二県宇和島

　など’に分布してのる。

（zl－1） この部分，録音班に陶っての質問。

（42）祝事などに食物を入れマ贈る漆塗りの大型め容器。（写真参照）

（43）

糾）

　「八東語」の怠。当地では隣接地，八東町あたりの方言を指しマ

このように称してのる。ai＞O12・；の特徴が特に回しのと言う。

「童箱に掛ける札の意．
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’話し与

　（略多）

　　D
　　K

　　A
　　T［司会コ

2　昔談義

　（氏　　名）　　　d生）

土井　頼重　　（男）

衣笠光寿　（男）

田中秋子　‘：効

田中　巌　（男）

　（生　年）

明お30年生まれ
明ミ・台38　二年生ま才乙

大正9年生まれ

大正13年生まれ

丁　　ワッシヤモ　　ツイ　　ダ　ダソゴノ
　　　　　　　　　　　　　　　　メベベ

　　鉱達．も　　　　　　だんご’の

　　　　　　　　この
　　宏藷乱言諮蕩…1笑〉）

　　イロイロ　アリマシテ

　　　　　　　　　　いろいろ　ありましマー一。

　　　　　　　ごユナ
kマサジ．ダンチュトコニワソリャ

　　　　づ左5台谷ヒいうところにt3’ぞ液は

　　　　　　　ヘ　　ラシーアスナ　マ

　　ちしいです：ね。　　佐冶谷、詰が

害ヤ（K

ぐ惹㌃：（k

　　　　　工一　　マ｝

　　　　　　えk

　　　　　　工一　とヨ
　　　　　　　　　蕊
　　　　　　　えk

シランデスケド’ナー　マ

知らなのですげどね。まあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この　　　　　　　　　　　　　　　　ハナシカ“ソートー　アッタ

　　　　　　　　　　　　　　　　昔話；0ぐ　相当　　 有った

　　　　　　　　サジダンバナシガイづ一バ’ン　：才一イカッタデスナー

　　　　　　　　　　　　　　　　一番　 多く薦つたマ“すね，

ムカシス（喫り　ソレガ’（笑’）アホーバ’ナシ　ナンデモ　サジダンノ

昔畿。　　　それカx“

アホーバナシ　（笑）

阿呆話。

阿：呆話，　なんで’己　佐う台谷め
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丁

K

T

D

k

A

　　　　　　　　　　　　　　　　ウ
ソノジブン＿キヌガササソヤづ　　コドモーノコロニナユワ　ナンデ

その時分　　衣笠さん豊の　　子どものこうにぱ

アノ　ヤネヤノハナシヤナンゾワ　千カレリャ　シマセナンダカ　（笑）

　　屋根屋の言舌一やなんカ、は　聞かれは　　しませんでしたカ、。

ヤネヤ・ソチャーナ　ハナヲワ　キカナンダカ“：ヨ（笑）

，屋根屋ヒいうような　謡‘才　　 聞かなかった力忌・叢～。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けき

　　　　　　　ことだから

　　　　　　ワカランケ

　　　　　　わカ、らなのカ・ら。

　　　　ワーシヤ　オソ［コシー　モンダ’ト　スリャ　アノー　マ

　　　　　：私ぱ　　天骨うしの　差のだと　すれば’，　　　まあ

ムカシワ　ィマコソ　オトーサンテイーマスヶド　オトッツァンカ“

　昔　はノ　今・ぱ　　「お、とうさん」之詠）ますげれど，【みとつつあん」カぐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴクナ　　　　　　　での
ナンデモ（笑）　アーノ　コーノ　アソーノ　ナーテニ　アノ

なんでも　　　　　　この　麻生の　畷に
　　　　　　の
オトンジョロッテ　キツネがデル　ソレオニバカサレタヨーナ
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

みとみ女郎4と言う　狐力f　　出る，　それに　イ乙かされたような

ハナシオキカシテモアノーウラヤーツイシランマー
話1…　　聞力、せて6ちつマ　　　　　禾kは　　　　　　三巴らなOうちに・

アノ　ボ汐モチノ

　　ほ“たもちの

ハナシジャナー

話だなあ。

マ　ムカシノ

まあ　平め

ナカッタラ

なかったら

　　　　　　　　　この
アノ　ヒョットコセ、ソ　タユノワ　（笑）　アノ

　　「砺つとこせ：　とのうのは一　　　　あの

マーイ〔コソナハナシカ“ソリャ　アルケド

　まあ　のろのろな　話力ぐ　そ液ぱ　　ある‘ナれどΣ一㌔
：コッタケ　ワスレトルがナ　トッコロド・ソコ｝コジャ

　　　　　忘・れてのるがぬ。　ところビころて“

　　　　　ぐ笑）
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K

D

ネットリオリマシタケナ（突）　ソ　ワシラントキワ　アンマリ
　　　　　　　　　　　　　　ベメメ
眠ってあ・りましたよ。　　　　　　　1私達の勝は　あまり

÷器ゴ駕諺篇で諒浸．）

エーマト・ソトリユ．

卜え．，まあ、鳥取ク）一一一。

キツネワ　ホントニオ、．タモンデスナ　〔録音子1ノトハー）エー

狐ぱ　本当／こ居た右のですね。　　　　ええ。

オッタシ　タ主門佐一　ナンデスワェナアノー　メージジブン九一

居たしノ　大体　　　何で’すね，　　　　明う台時分t：は

マイマホドー　シトドーリモオーワた一シマ　ジドーシャ

　　今・ぼど　入通りも　多くぱ無し）し，　　自勤車

ナンゾモ　九一デ次シナー　ソ沸ケー　アツイ　ジプンデ　アルシ

なんかさ　無のですしね。　　　　　遷の　　瞬分だし．

ヒンノマワ　ホンニ　シトドLリガァリマセナンタ“ケナ　アツイジブ）／＝一や

昼間ば　本当に人通りbx“有りませんでしたからね，晃6♪時分にぱ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごノの
碁ヨ1葦講献眼）虫唾＝蕊婆ξ1需を竜需

コー

こつ

工一

え〉；七。

イ又ツタノぐりぐ笑り　シト）レノー　t’3Seト　ミョーリマシタワ

大⊃つくはごりを　　　してのるのを　参sのち，）の見惑したよ。

マー　ワシラーガ’ソツギ㌔一シタノガァー　ナンネンニ

　　　私達力N“　卒業したのカx“　　　何年に
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K

p

　アノ　エー　〕エデ’TンD）一ユーニンソヨー

　　　　良い声で．殿中人情さ

　デナー　アレガ’オーバ’ヤリデ、ナー　アーノ

　　でね。　　あれカミ’　みお・ば’やりで）rk　，

　ブ’シガ’

　　節が。

k契∠ヨ；ノ㌢碧訊D読毒）

　　9一　ハヤッタデ次ナー

　　大変　は・やったですぬえ。

D　アカ主一ナ　イー　コェーノモナー　ナェーナ

　　あんな　良の声の者ぽ　無のね。

　モンダッタ　アノ　ジ’ブンニャ　イマノ

　　bのだった。あの門戸にぱ　今の

ナルカナーメージ．シジゴ：ゴネンゴカデ’スカナー　添オーミズ’ノ

なるかなあ。明う台　　｛m十．五辱頃ですカ、ね。　　　　大：オ（の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごでわ
デル　マエノ　トシデスナー　タイシデがンネンミズガ」遮

出る前の　辱ですね。大正元年水が　出た

タイシ・一　がンネンニモ　コノヘンコーズイガ（Dと）

大正　　元年にも　：）のta　i洪水力ぐ

ア・ソタデ’スケー

有ったですから。

　　　　　　　　　　　　ぐノのアノー　：タジド　ヨシダナラマルガナー　アー　ショタ主一　ナラマルガ

　　惨ようど吉田奈良丸がね，　　初代　奈良丸択
　　　　　　　　一NN　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、、 ヤリオッタ

やっていた

　ナラマルノ

　奈良丸の

ヨシダナラマルカ“

吉田奈良丸が

タ
た
）

　
　
ヨ

、ン

ｵ
G

イ
p

タ
た

ア
あ
獅
あ

テンチューケンウン；ご以

天中軒雲月
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k

D

丁

k

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　ウ
ゲソ

ソリャマー　イ与パン　エー　コェオ　シ’トソナー　ナラマルダソタ

それば，まあ　一番　　良乙｝　声を　しているのは奈良ズ乙だった

ナー　ショダ』一ノ

ぬ，　；初代の。

ソレカラ　マ　アト胤　ヨネワカガ’イー　コエダッタケドナー

それから　　あとでば。米芳ヵミ・　庚の　声だったけどねえ。

量見．（録静黒菜1霧）

　　　　　　　ラ
スズキ…ヨネワカ・ジダ旨デ次ナ

　　　　　　　　　　コ寿々木：米若　　　時オ℃ですぬ。

エー　　スズ’キョネワカ

T

k

D

乞え　寿々木米詰。

マスズキヨネワカヒ。サ・ワトラ拶瓠ワナンダ。タナ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まあ寿々木米若．広訳虎造ヒいうのはなんだ。たね一…一

（k義，論）訟茎漏町ζ需鷺÷．
ソーデスナ　エ　アレワ　コッ今ノ　ハナシデス

ぞうですね，えおあれは噂　イ麦の　　話で’す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くに　
コノ　ジブ’ンニャー　アノー　リキシモナ（Tエー），ヒタチヤマ

この　時分には　　　　　力士ら：ね　　　　　常陸山，
　　　　くゆ
うメガタニ■　・ジブンデナー　（Tエー）　エー　アレァー

梅ケ谷　　　蒔分て㍉ね。　　　　　　　　　ええ、　あ）控は一一一一一。
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T

D

T

ズ㌧ト　マェノ　コト就．　ワッシヤ（Dエー　スモ”．．一一一一nyp－detc．tS．tsLe£．）

ず㌧ヒ　前の　　ことですねえ。　叙は

マソダコノヨこ・オリマセンワ（笑）

まだ　この世に蕾ませんわ。

スモートリモ　マー　ヒタ今ヤマ、ソチュー　スモートリャー　エー

相撲取りも　　　常陸山とのう　相撲取りは　良い

スモートリダッタガ’アリヤ　ァノ　ヒタチヤマ　ウメガタこ・

相撲取りだったカぐ．あね士　　　常陸山，梅ヶ谷
ジブンデナー　ソレカラ　マー　アライ劣ゲデタケド　アリヤ

　　　　　　　時・分・て“ねえ。￥れから　　　　荒岩ヵぐ　出たげど　あれは
　ぐユひ

ヨー　ヨコス｝’ナン　ナラス“ニ　シマッタガヨ

結局1；士横綱にはなれなカ、つたカぐぬ。

アライワノ　ハナシワ　ワッシヤモ　コドモノ　トキニ　　（Dエー）

荒岩の　詰は　鉱豊も　子どものH寺に一一．

ドジョー　トル　ハナシオナー

ビじよう1…　取る　 言合1き　）ねえ．。

蕊膿、テトリリ午シデ（DX一）広ンデモー　クビ＝　テオ

　　　　舎取リカ士で）　　　　それで己ラ　首に　与玄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごユのカケラレタラ　クビガ’ヌケ：オ・ソテ　アライワノ　　ソリクビ’吾り

かけちれたら首が賢げてしおて．荒岩の　　素首ヒ言。

テッテ　ミソナが〔笑）　トテモ　ヨー　イ・ソシ鴬ニ　スモー

て　　　みんな斌　　　ヒて着　　　　一年に　　相撲遠

トルッチエヤナ　キモチ；　ナラズ’ニ　トンデ　ニゲ’ヨッタモンダ’

取：るというような気才寺に　ならなので）とんで’逃げてしまったものだ’

チュヤナ　ハナシオ　シヨリマシタケーナー　（笑♪

というような詰峯　　 してωましたカ、ち〉ねえ．。
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K

丁

D

T

D

T

D

アライワノ　ハナシテ》ナェカ　ァノ　コドモソトキニ　＝］メダワラ

荒岩の　話でぱなのか。　子どるの時に　米俵を
　　　　　　　　　　　　　　　ゆの才一トッテ　ドジョートリ　ヒンナカ　シトッタ、ソナユーノワ

茸負っていて　ビじょ：う取りを，半日　　してDたとのうのf☆。

（笑r・，な択ら♪オ　オージカラデスワナー　コドモン　トギニC笑）
　　　　》く入X
　　　　　　大力ですわぬ　　子どきの時に．
　　　　　　　　　　　　ぬのアノ　ジプソニャ　トチギ’ヤマッ矢一　スモートリガ’　アッテナー

あの等分1こぱ　栃木山とωう　相撲取りカx“居てねk．

ウタニサェー　　ウタイヨ・ソタ　トーキ臼一デ　イナバ’ン　ツヨイワ

歌にまで　歌われた　「東京で　一番　強いぱ
トケギ’ヤマッチゴ・アノ　ウタカ“アリヨリタカ“

栃木山」という　　歌が・有クましたが。

アー　スモージンクカナンカデショーナ

ああ　相撲甚句かなんかでしょうね。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐユの
エー　エー　マー　アレノ　デシがアノー　トナニシキダヶナー

　ええ’．　　　　　あれの弟子力ぐ　　　栃錦だからね，

デスケーナー

（栃錦）ですからね。

マー @ヵスガノベヤノケートーデスがナー

まあ　　春H野吾隆め系統ですがね。

エー　カス　カスガ》ベヤノ　（丁工一）エー　マ　　デ’ワノウミ

kk　　　春日野部：の，　　　　ええ　まあ　出羽5毎

ケートータ“ケドナー　ダケド～　マー　アノ　シューワ　ソー

系統だサどね．　だけど　　　あの人達ぱ　肪
オーカ“ラッチューデデ　　ナェーケド’モ　オーキナ　スモトリが

大：柄ヒのうのでぱ　無のけれビ’亡，大きな　相撲：取りカぐ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　でユの
アリヨッタガナー　ロクシャク　ミナノガ’ワアタリ（笑）

居たがねえ，。　　六尺。　　男か川あたり。
　　　　　　　　　　　　　　　にのミナノガワガ（Dンー）　ij・ソづトバン　才一キカ・ソタネ　アレワ

男斐川力ぐ　　　　　一番　　大きかったねあれ1ま。

lx－rwrwtrrt一一一一一．）篇．嘉嚢嘉熟1恋㍊誌

アレワ　ゲンキナデ　ハリデデ’オ　一）・ノ　モンワ　キン・ジラレトッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

あれは　元気だから　う長り与を　あの着ぱ　　　禁じられてい

夕・ソチュ　ハナシダッタニョ

たとのう　話フざったカぐね。

ンアレァ　シマェーニァ　ビンボLシテ　ァノ　シジミウリュ　一一

うん。あれは　　しまのにぱ　　　貧乏しマ　　　　　　蜆売り老

シヨッタサーナケナー　ヨコズナ　ヤメテカう

したそうだからねえ，　横綱差　やめてから。

　　　　　　　　　　　　　　ぐユヨラ
アゴヒ　ハラレタラ　モー　コゲ’テ　イケンコトニ　ナリヨッダリテナ

顎に　張ちれたらもう（顎状ウこわれてだめに　なったってね。

ハリデ才　ソダケー　アノ　モンワ　ユルサレーナンダづ肱一

張り舎きそれだから　あの殆は　　許されなカ、つたとのう

ハナシダ・ソタ

話だった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐユのサー　コノ　ジダL一ノ　アノ　ツク“ロガワ　アタリデ’モ　ァーノ

さあこの時㈹の　　津黒川　あたり拐
　　　ゆの
チョレーダケ　アルう一カラ　ヨー　ダサズまッタ潔

おようのカ、ら持フてのるカを　　　　出すことカぐで’きな：がっ：た。
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セージューローカ“ナ

靖十郎力ぐぬ？

ウー　ウラガアノ　チ：カライッパェー　ニギ＼ソタラ　ホンニ．

うん．私ヵぐ　　 カのっは。の　にぎったら本当に

カタワンナ、ソテワナント　オモッテ　ヨー　ニギ’ランチ議一ケヨッタ

片輪1・なつマぱなどと匙って　　にぎること力男呼乙・とき，マ・・た．

シマイヨッタダ・ソテナ

カ、つたんだ’っマぬ。

　　　　　　　　　くヨか
ヒトー　：コカサナンダモンデスワナ　アノ　モナー（Dンー）　：⊃一

人を　倒さなか。た6んですわ＞b，あの老は。　　　こう

カカェテナー　（Dンー）二三エテ　モ“？テッテ・　yトニ　コームキ

カ、カ、：迄て）ねえ，，　　　　　カ、カ、えて　：梼ってのって（土俵め〉タトに　こんなように

ぐぬう

ニ　オクモンダ、ソタサーナ（笑）　コリャ　シモツノ　ココノ

して置くもんだ。たぞうな．　　こ・控ぱ下津（黒）のこ。の

ジューニンデス　ココノ　（Dウン）　　ツク“ロガ’ワセージューロー

准人です，　ここの。　　　　　三三nj清十郎

づ一　。．ッテ　（Aキーコトワアル　　　　　）
と言って。

ツグw：がワノセージューローワサ　　　　　　　　　　　　　　　サンジョーオミタモチ　　ミナ

津黒円済＋郎はぬ，　　三升ぼ’た・餅き　みんな
ク・ソタッ李ゴンダサナー（了笑）ウラー　ボ1タモ先一　ハライッハP，，一

食ったヒいうんだからぬえ。　　「私は　ぼた餅＄　腹のっぱの

ク・ソタコトカ“ナェーガヨー　チュッテ　イ・ソタダサーナ　ソシタラ

食べたことカぐ無のよ」と　　　　菖うたそうな。そうしたら
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マー　シュートカ“　ソイツ　キーテナー　　ミットモナェーコト

　　　　姑が　　そ”2「き　聞のマねノ　「みっと君なのこ：とを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くミの
イワサンナ　（K笑）マー　キ。一ワー　タルホド　クワセッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XKX　X　XX♪9
言うな。　　　　　　まあ　　今・｝ヨは　　たらふく

ウー　クワ・ソシやイチス・ソテナーボタモ先サンジョーノ　ボタモチオ

　　　食：べこなきい」とき：ってねノほ“た餅遠，　三＝升の　　　1ダた餅を

シタラ　　ント　クッう一ヤッタテー　ソ・イツ　ミンナ（笑♪

作ったら　　　　食：べ渉やったって　　そ衷を　みんな。

シゴトワ　センモンタこしテコトダ、りタガ’iヨ　ダケド（D

仕事は　しな6沽のだってのうことだったよ　だげど’。

　　　　　　　　　ぐきの　　　　　　　　　　　　　ぐヨめ
キュー　：：コダ’マシテモ　イチンチこ　ニカホドカ　ヨー

木這　　　t刀ら一せても　　　　一　E　に　　　二荷！菱どしカ、

2鳳（笑）
で・きなかった。

：オーオトコ　マー　オーオトコダこソタカ　シランゼ’

大男　　まあ
　　　　♪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐヨの
才一オトコダ、ソタフーデ次鼠　アノ　マナカノ

大男だったよう　て“すよ。　　　　三一尺の

（D．i一）　アレンスワ）レナユットs一マナカ

　　　　　　あれにノ整るとのうと，

ヤ、ソテ　スワルト　イッパェー　ナルッテサ　（笑）

や。て　座ると　一杯に　なる．てき、

湯トコソ＾ミニ ikソリャ

）

　コタ“マ

t回ることカぐ

　　　　　　　　　　　　　　ソレァー

大男だったカ＼Qま）知らなし）2（，それ！ま．

　　　　　　　　　　　　イロリナ　マxノ

　　　　　　　　　　　　囲炉裏：ね㌧以、混め。

　　　　　　　　　　　　　　　：コノ　コー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　こう

　大男　 総身に　　 そ取ぽ窮屈な吉のだ㌧たらしの

今工況2三衣姦マワリカネチューコトガァルサーナケナ（笑）
矢口恵、　　　　　　　　　　回りカ、）ねヒρうことカぐ　，有る」そうだカ、らね。
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オーオトコ　ソーミニ（笑つ

　大男　　総身に

アレデモ　　ミナノガワ　アタリデモナー　　ヤッパリ　オーキ

あれでも　　男女）IIあたクでtね，　　やつはρり　　大き

ハタラキガ　ワルカ・ソタダ’ラーゼ’

づ早きかご　　　ノ悪、カ、つただろうよ。

アンマリ　：オー　十一　S’lzット　ソノ　こフツダ｝ラーゼ　ドーシテモ（笑）

あまり　大きのとb》うと　　鈍のだろうよ　どうしても。

イヤ　マー　才一キーノモ　アリマスケドナー　ボクや鼠ノ　：コドモ

いやまあ大きの嬬居菱すけどねえ，ぼ’く達の　子ども
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨのノコロ、ソチュァナー　ヤッパリ　ミナノガワ　タマニシキ　ジダ》ゲ

の頃とのうのばね，やっぱり男マ川，玉錦勝代’
ダソタデスケーナー

だ㌧たですカ、らね。

エー　（Dエー）　タマニ　タマニシキァ　マー　オトコマエカ“
　　　　へ　　　　
え規　　　　　　玉錦ぱ　　　男前が’
∋カッタケドナー　アしア

良かったげビ’ねえノあれは・。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐヨの
ソレカラ　コンド　ソノ　アトデ　フタバヤマヤ　　ナドガ　デ子

ゼ・挺から今度　そのあヒで双葉山や　などが出て

き選一＿（Kξ暮煮窒㌫∂蓑あ撫食

う傷一ワモ　フタケタタン　ジューゴ：ネンカラ　センゴノコロマデ

昭加も　二．溜予台，　十五年から　戦後の頃まで。
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サー　ナンボ’エー

さあ　ど’んなに良ω

着客∵∴論㌃（κ競翻

工一　トキワ

良の時は。

．チリト　チカラこ　デうレノワ　ハタ与カラ　マー

蘇。ヒ　カに　出るのは二十（歳）からまあ

ナッタラ　チョット才チルラシーケナー　（Pエー）

なったら　ちょっヒ　落劣るらしのからね。

マデデショーナー　　　　　　＊

までで・しょ：うね。

タナカサンヤラ　ソノ　コドモノコロニ、
　　　　　　ゆ田中さん達　　　　子ど’もの頃に

オンナノコノ　アソビ＼ゾチュァナノヵ

　女め子の

ドンナコト　シテ

どのようなことをして遊んで’おられたかね。

イマノ　コド’モヤトオソナジ

　　　　　　　　　の　今の　子ビも豊ヒ同じ一一…一一。

ワシラーが　コド’モデアスフ“卜午こア

：私達が　子どもの頃遊ぶ’時には∫

アスブヨーナトキニァ　ナンデ主　マリ才

　遊ノ試ような・日寺に1よ，

タイソーバ’ニ　キテ　・イッ穿ヨ　不ソづ一ヨイワづ㌔

体操場に　来て「

が
や
㍗

　
下張
下
り

｝
盛
ソ
μ

工
最
亥

　
く
サ
中

ノ
　
むツ
ぽ
一
え

　
づ
や
や
エ
ん

モ
お
ん

デ
で
一

サンジューン

三十（歳）に

二t“　＝L一ゴ’vク

ニ十まい六（歳）

　　　　　　　　　　　ソレコソ　イロイロナ
　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　ゼ）セこや　　のろのろな

　　　　　　　　“ア、ゾタデシ・ヨーか’（Aエー）

遊び’というようなの三寸’フ回った二で・しょうよ。

　アソビオラレタカナー（Aエニ」IL）エ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まあ

　　　　　　　　カ㌔ノコーカラーデモ

　　　　　　　　　学才交：　て“で・も

　　　　まり露1葱（隣三三1

　　　　　　　　　イッテ　イ》ナ。　二t？es

いっちat　いゲち誌いっち，Sr、」と言って，　一町よ　ニーちょ
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サンチャソノデ（Tエー）　マリオツイタリ　イシナンゴー

三ちゃんと言って　　　　　まり壷　っのたり，お今回｝を

モ・ソテデテ　イソナンゴ’シタリシテ　アスビ才リマシタシ

才キって出て　お手王ジき　したりして　遊んであ・りましたしノ

ケッチンオ　シテ　アスソダリ　マ　ソンナコトグラィデ　ベツニ

あ・ばじきをして　　遊んだり，まあそんなことぐ’ちいで　別に。

ヤ・ソペリ　ケ・。ケンう厄アナモンモ　ァッタンカ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やつは：eり　　あ＼は・1ジきとのうようなるの6回ったのカ、。

エー　ケリチソカ“アリマシタ

え，え，　お・はじきヵぐり回りました。

アノ『

ンー矛　ドソナンモ　ァ・。タデスガヨ　カラツカツ　マルイノモ

ωいえ・ビX．な劫でも游，たですよ．唐…辛めの　％ののも

アクヨリマシタシナー（丁エー）　ソレカラハナガタンナソタヨーナ

判りましたしねえ〆。　　　　判てから花形になったような，

ウメノハナミタイ　ナッター　（Tエーエーエーエー）　ヨーナ

梅め罷みたのになった　　　　　　　　　　　　　　　 ような

イロノ　イロイロ　アッテ　ソレガサー　イマノ　コワ　アー　ナニ・

厚め　　いろのろ　．有って．　そ）梗カミ＼）ね　　今＼め　子は　ああ何回ぐ

ホシー・・チャ　カーテモラエーデスケド　（丁エー）　ナーナーシタラ

欲しのとき之ば貿って右ち回るですげどノ

シカラレマスシナ」（丁笑）　ダ’シタラ　カズ’エテ

心事られますしぬ、　　　　　出したら　数えて，

一81一

無くしたら
　　　　　　くゆ
ダ’シテ　　トロク

出して　しまう



トキニァ　カズエテ　ソシテー　カズカ“夕うナyダラ　モー

瞬にぱ　　数えて，　￥して　　数が　足りなカ、ったら　右う

サがイテ　（笑）　ソンナコト　シヨリマシタ　トッテモ　ダイジー：一

さ：乏して。

シマシタゼ’

　　しましたよ。

k　ソレァ　モノワ

そんなこと＄しました。 たのそう　大事（＝

ダイジニ　シタモンデ次ゼ　ムカシワナ『

D

k

T

それば物ぱ大事に
コレ　才マェーサソラー

これ　お・前さん達、

シ、ソトッカー

矢口っマのるか。

シヲソナー　（D2L）
矢8らなのね。

ワダトクジローサン

したもので・すよ　昔はね。

アノ　　トミカワ・ゾナユ　センセー

　　　「ヒみかわ」ヒ言う先生を

晶乱（∵」潔乱．

（kエーア）エー
　　「和田穐治郎蹟ん．　　　　kh．
D　アー　ワダL　ワダ’トクジローサン　マンタ“　ソノ

k

D

赫”fO　W，知田徳次郎」さん．まだその一一。

アレヵ“　イチネンノ　トキダ’ッタ　ガ’ッ：：ユー
　　　　　　　　　　　　　　　》くべ♪〈　x♪〈　⊃《×，x

あ舵状｛年（生）の時だった

（P，ホー）　ソレカラ　マ　ナラワナンーダ1ソテユーカ

　　　　　　￥れカ＼ち，まあ　習＞bなカ、つた＝かご7

テーノカ“イSネソノ　デ汐トキニ　：オッタカナー

と言うのカミ’一年に　上bx“，た時に居たかね。

ンー　シライッテ　オッタダ＿’ダL一クマ穿カラナL4．◎）

うん冗らい」って居たよ。　大工町でね．

ノ
一
　
。

〕
の

晒
骨一
学

渥
小

シライッ

「しs）　t）：
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ハー @イマ　アノ　才ナヤヤサソ　ダ涛　イヤ　アノ

はあ　今・　　　お茶屋さんだかノの‘｝え

ウ・ソトンサルイエデ’ナェーカ　ァソコカ“夕“イダ’イ

売っマお、ち）回る家でぱなのカ＼。あそこ力献　ずビゲぐ

　　　　　　く　
キB一インゾ’ンデ’スカラ

散員　「≠じで’すカ＼ら　。

　　へ　へ　　　　　　　　　ヘ

ソーアソヨー不一　工一　シラノ

ツ♪レドーグ’

釣）e具　E

ソレコソ

シライッナユーモンカ嵐

　　そうでしょうね，kk。　　㌧らしuと菖ラ煮ヵx・　）13？

K　ウーン　ソーデシヨーガ’ナー　鳳鼓勲或ゑ　霞と　ソレカラ

　　うん　　そうで・しょう；ね　　　あ液。　　　　　　　　そ）浸かち

　　義．オキタッナユーノガ’（Dンー）　シライッテーノガ’カワ・ソテ

　　　「お、きた」と言うめわミ・，　　　　　戸しらの晶と，言うのカぐ　イやわって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐれノ
　　含声　オキタッナユーノガ　ァレァ　カツラギデスケブナ
　　　　ビあ、きた」と言うめが・．あれは一　柱．木ですからね。

Dオキタ　・7　一一ウラヨーオボ’エンカ㌦ソレブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドお・きた」，さあ穿ムば　　　覚えてのなのよ　それば。

ｯ霧魚（P㌃ξ看ぞぎ蔑）
　　dチネンノ　トキニ（D　x一　一一）　ソレニ　ナラ・ソタガヨー

　　一年（生）の　時に　　　　　　その人に習った：が馬ね。

Dウデガナソレヨリ為以上
　　私カミ’〕ね，それより一一一一一一

｝く　xタイシ急一　力“ンネンカ“護窯

P

イ今ネンタもタミ／マメージ

大正 元年カミ’ 一．Nだったし，まあ　明う六
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D

切十

タイヲヨー

大正

ウララガ’

　ゆ：私達が　　　　　　　（・3・学校に）上力寸’つた　時には　　荷だ㌧た。

　　　ソレガ’イナネンダ、ソタデ’スケーナー　シ怨一力“・ソコーノ

k

ヨンジ　

　　　　　ガンネンデモ　アルシ（Tハーハー）スルワケダケー

　　　　　元年で’も　あるし，　　　　　　する）わげだカ＼ら。

　　　　ズ数　アノー　アガ’リカケタ　トキニァー　ナ》ダこソター

1［）〉

K

（k倒伏正）一年だつたです繍刀鰍の

ココー　エー　クチヒゲ’ハヤータノカ＼’ナー

こ＝）に　良い　ロひげ達ぱやしたのカぐね。

藷競∴ん3つ：二罫甑需窪ご激竜

ヒゲ’ガ＼。　ピーント　コー　ムキニ

ひヴが’。　ひ。・しヒ　こういう方向に。

アレタ　エー　ヒゲ’アッタ　アノ　ムラヤマチゴンがナ
あの人d：良の　ひげ》献’有った。　　　「あらやま」とさうの斌’ね。．．

　　　　　　　　　　　＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けみ
アレオ　シ、．トソノワ　アケナベニ　ァガッテカラグ’ラェーナモン

あの入を　矢DってL）るのは明」辺（の！激場）に赴イ回してカ、らぐ’らの4）きの

ダがヨ　ァノ　才ジーサンオ　シットルノヵ“

だがン　あのふじのさんを　知ってρるのカミ’。

　　　　　　　　　　　　一84一
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ハー @ナカヤマンメゾL．ね疲（咳）う・ソテナ　ソレカラゴニ．コッチニ

はあ・　なかやまうめぞうnヒきってぬ。それカ・ら後二に　（明Ptかち）ここ

デテ・カラ　ア・ゾタガ　トミカワッづh一・ヨー　ハルセンセガ

（暢）咄てカ・ら居たよ，「とみか動と訪良く（槻た迄）張る先生が

オ・ソテナー　（Kフーン）　トミカワテルトクヅチューノ：がナー

居てね、　　　　「とみかわてるとく」と言うのがね。

誌　アンタラガナこカ　ナンネングラェーノ　トキタ“

　　　あなた達カヤ’　何か　 伺闇年ぐ’ちのの　　　時だ。

ンー@ウう鼠ハヤ　モー　コーガクネンデザ　ウラゑ　　ハラレ

うん鬼達ぱすで’にお高学年でね，　私達1ま　張られ

ナンダダ（笑）ホージャケン　ウララワ　マーチートソノ　ソノジブ》

ながつたよ。　　　　　私達は　　ちょ。と　　その爵み

薦　オーキナホーデナー　（κフーン）　ソガピーナケド　アレァ

にぱ　大きな方で’ね。　　　　　　ぞうだケれビ’　あれば
　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　クマー　ア、ソタガヨ　オーッ．ボ’カラ　ァカミリテキヨッタガ’…ヨオーツボ’こ

　　　有ったよ。　大坪かち　赴イ壬して来たよ。大：坪に

ヤマネ・ソ今ユー　センセーカ“オ。ノテナー　（kフーン）　アノー

「R・まね」ヒ言う　先生状　居てね。

　　　　の
オーワキノ　マエニ　ワラヤニ

尾脇の前に。藁屋に。
アレァ　ヤマネダ＼ソタカェーナー　（D越州）アレモー　，認茂嫉

あれは　辱まね』だ’つたかぬえ。　　　　　　あ液も

轄誌裂（P麦。奥書と）舞の．

アー　　エー　センセータ㌧タセ：’アしアー

ああ。　良の先生だったよ　あの人ぱ。

　　　　　　　　　　　　一85一



K

T

D

K

T

アッ　　シラレンカナ　タ　タナカセンセーアタリァ　ヤマモト・りタユー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スズクく

あっ　知られなむ｝かね　　由中先生あたりは。㌔まもと」と言う

センセーオ

先生き。

ワシヤーカ“ソノー　ヤマモトユー　センセーが　ノーナンサッテ

舷達が　￥の㌔まもヒ」と諭先生が　亡くなら〉挺て
　　　　　であウ
シモキジダソダこソタト　オモイマスケドナ　（κエー）モーロギンぐシノ

下私心ドに在住め時だったと思のますげれどね。　　　　　諸木橋の

カワラデL　サー　tンボグライ　モノゴコロ　ツクカツカンカ

ヲ可，原で’，　　さあ　　　二歳く“らの（の時か）物八∫カぐつくカ＼っカ＼なのカ＼＠頃）

ワシノ　オヤジノ　ソレコソ　カタこ　テング》レマ　シテモラ・ソテ

私の　父親の　　　肩に　肩車を　してもらって．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　ラ
（KウソDウン）アノー（Pフソフン）ソンソーニイキタ（D7ン）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　村葬に　　・行った

トユー　キ才クカ“アッテ　ソレノ　ムスコサンニ　ヨシノリサン

との一己憶が有って，惣の丸子さんに「よしのり・さん

チュンガ　アリマシテナー

と計うめカぐ　下りましてね。

煽アンタラゲノ　オトッツァンナラ・ゾトラリゴゼヤマモトッ
はあ，あなたの家の　お＼父さんは’　習ってのらっしゃるでしょうよノ㌔まもと」と

タユー　シトニ

言う　人に。

ヤマモトニナー　（Dγ一）
「：やま右と」‘こね。

エー　ナラ・ソト・ソタデシ鷲一

え：之　　習ったて“しょう。
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エー　ソーダ’、ソタラート　ナモー

ええ画 ｻうだっただろうヒ思・う。

アンネーワ　マー

あの家’ま　まあ一一一。

ソノ　ヨシノリサンデモー　ハイ　ヒナジューカ“チカイデショー

その　よしのbJさんて“6　　　　七十（歳）に　　近いでしょう

ヤー　（Dフンフン）　モー　ヤメラレテカう　ジューナンネン

よ。　　　　　　　　　さう　　やめられてカ＼ら　　十／河～手

矯読（kパー）（㍗謬三一♪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　げぎク
　　　　アレモ　シラガヒゲオ　コームキニ　ハエト・ソタナー

　　　あの入も　白髪ひげ“状勘ような方向にはえて占）たね。

アノ　ヤマモト　コーフン　ナ・リト・ソタナー　（Pエー）アガラナンダ

　　　r　　　やまもと」♪こ．ういうふうになうてのた〉愉。　　　　　　上力蛤っマ彦）：なの

ケドヒ。一ント　アリヤ　シト

けれど　ひ。んと　あれは・

　　　　マラ

サーシゴア・。タナー　ナー

長らく　　有ったね，　ねえ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　にの
庶　カカエリャ　エーグラェーナンガ’ナー

　　かかえ液ば、　良のくらのの力孚ね。

滋　ソレノ　カミテニナー　鵡

うん．それの上与にね。
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丁

D

K

D

｝
く

D

K

D

イチムラノシュンサンヤガ　オンサッタト〕デ’ナェ：カ

「市村の俊」さん達ヵx“　居られたところでは無‘）か。

ンナ　　　　　　　　来　　　　　　　　　　，
む）し）え。

イチムラガ’ハジメニ　アソ＝コカラ　カシゴー　シタダラーヤ

「市村」ヵミ・　はごめにあそこ，マ“　菓子（屋）査　しただ’ろうよ，

ンナう

それなら。

ン　イチムラ：わ“オ、ソタ　ハジメニャ・

うん”布村」が・居た，ばじめにけ。

ハジメナ　ソレカラ　ア、ソチンデタダケナ　　シモノ　アノ

ぱじめにな。ぞれからあさらに出たカ、らね。　下の
　　　　ウ
ヤブ》r輔チノ　トコこナー一　シマェー二．

にやぶ’Dち」のところに：ね　　しまのに。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やラ
鳳デL　ウラーガ’ア　ココこ　アガリモ・。テ　ヨメオ　トッタ

それで　私が　　こあ学校に在学中の曲・（耐切嫁鶴らつ
　　　ぐおう
ダガ’ヨー　（κフーン）　ソノ　ヨメガマタ　ゴッィ　オシロイオ

たよ。　　　　　　　その　嫁が　また　すごく　白粉遠

モー　ズ、ソト　シラカベオ　・ソケルヨーこ　・シテナ（笑）　イー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　
もう　　　　　　白壁・き　　つけるように　　してね。

辮認記嘉㌫c論蕊鉱ら奢条。）券

グラェー　ツケタヲナ（笑）

くらの　　つ1ナたら：ね。

．ソ．kソッデモマェこアイマノズットi一キナアノー

　　　それて“も，前にぱ　今の　　　　大きな

　　　　　　　　　　　　一88一



ヒノ餅チガア・ソテナー　（K〈笑〉アーma）　ソレオ　スミ匙一

火鉢が有ってね。　　　　　　それを，炭X

5ノ　　イレテ

　　　　　入〉診て一一一一・。

K　ガ＼ゾコーノガナー

　　学校めカx’ぬ？

D　ガ’・ソ＝コーノガと一ナー

　　学：校のがね。

｝く　モー　ナン＝ソモ　モタニャ

　　eう　・町人もで

　，i一　サゲテイカニャ

イケンノタ㌧タナー　ゴ》ツイノデ

特たなくてはだめだったね，

　イケンダ　（笑）

　　こう　下げ“てのかなけ舵ば’だめだ。

D　エー　（笑）　ソイツ　ウララ　アタルシナー

旧きωのて“

k

b

A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オPナゴ’ノ：コラー

kk　　　それに友達1まあたるしね。　妻の5達ぱ
ニカミーテ　オト＝）ガダヲテ　アタソ…ヨ・ソタカ“ナ

高力ぐして（追砧らして）男ヵミ、≠セくようにしてあたったね。

エー@才ナゴワ　ヨータ　（Dエー）アタラナンダナー

ええ　妻の子は良くは　　　　あたらなかったね。
　　　　　　　　　　　　　ぐ　ラ
トミカワーワサ　ソイツこ　バチマタガ＼ソトッテナー　ウェニ
r
ヒみかわ」はね、それに　またが㌧）マのてねラ　上に

アガッテ　コカ㌦シテ　ココノ　ボヲンガ’ハズレテ　アカェーノー

上がって　このようにして，ここのホごタンカぐは：ずれて赤の右の状’

（笑）　デLト・ソタ　（笑）

　　　　出てのた。

ナンダラナー　（実）

句だろうね。

一89一



D　アノ　：コト　ヨー　ワスレソナ　　（喫）

　　あのことは　　　忘・れられなのぬ。

（蕗な測蕩奇1実こ鍵ズ頚⊃
　　　　　　　　　　ぐぶジ
×　　イエ　　ァノー　　イチバ’ダ・ソタデス　　イ・ケバノー　　ユービソキョクノ

　　ののえ，　　　市場だったです。市場の　　郵便局め

　　　くまの

　　ジz一一サンネンカナ（TエーDx一）ココニ　デター

　　十三年力，ね　　　　　　ここに出たの。

D　タイシw一ダ　タイショーダ

　　大正だ，大正だ。
丁　ダケー　ゴ…溢一サンネン　マェデスナー　イマ　コノ　生

　だから　五十三年半　前ずすぬ　今。この位置に．

K　タイショー　ジューサンネン（Tエー）ダ

　　大正　　十三年　　　　　だ。

　ノトキニァノー　タテマシシタケナー　ショーガッコーこネン
（生）の時に

？トキ＝

の騎に。

　　建増ししたカ・ら〉ね，・j．学校　　こ与

　　　　　　　　　　　　　　　ぐおのキシモトィクッチ笑ノガ　アガリオッテ　（κフうク

「きしもといく」と言う入斌　赴二仕して来てね。
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k

D

K

」）

K

D

K

キシモトイクゾし

きしもヒのくそ”う」。

アレーワ　ヤクバン　デ才・ソタ・ソチュノニ

あの人ば　役：場に　出てのた（勤めてのた）のに。

カヘーノ　コダ1＝iヨー

協へe）”の子だよ。

アーア　アレこア　ナラッタ　アレワ

ああ　あの人にぱ　習った，あの人には。

イナリノ　”ナラッタカ

稲荷のだ。習ったか。

エー @ナラ・ソター　（Dパー）　アレニァー

ええ習った，　　　　あの入には。

アレガ’オマ土一サンナー　アガ＼ソテキヨリテ　ハカマ　ハエーテ

あめ人がお＼前さんね，　赴仕して来て。袴を　ぱのて

イナツカラ　アルッテ　ァガ’リ；オッタダガナー

　　　　　　　　　　　稲荷から歩のて　赴・任して来たよ。

マエワ　アノ　コーシューナッテナー　（Pフーン）　ホントーノ

夙前は　　　　議習と言ってね　　　　　　　　太当の

タンキノ　只ぬ該　コーシュー　（Tエー）セーデ’（Dエー）

短期の　　　　講習　　　　生で，
マー　マエワ　キョーインガ　フソクデァ・リタモンダサー　4カ

まあ　 ．M前fま　 配員　カミ’　　　不メミー　だったぞ｝のだ’カ＼ら　　 昔

畜（D読凝．）鷲款鴛㌃媚ソぎテ
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蕩を，，嘉廿孟総∵盤貿蔑（丁煮せ㌢

ぞ割裂怒蕊嘉．）ζ羅ごζ孫褻∵一ノ

キョーインデ　（Dンー♪　マエァ　オすマレタモンダサナー（籔

教員で＼　　　　　　　以前ぱあ、さめること斌できた6のだからね

庶　　　　　　　　ダイヨーキョーインデ　　　．エー　　ダイヨー。てで漁代用教員で．

キョーインデ’　（丁エー）

）xえ

　　赦員で．

D　遡キシモトイクゾLサン　アンタが汐一
　　　　　　　　　「きしもとのくそ’う」さん，あなた達，は

　　オラレルワネ　　　　　　　　　　　　　　　　t

　　いらっしゃるね。

　　　　　　　　　　　　にぽノ
丁　工輯　アノー剛　ヤズ’コ『ノ　マエニ

　　篇。　　　八頭高校の前に

　　鞍き尭；豪『ぎ肩塩．（D

イクゾーサンチx・ソテ

D ソーソーンth

　　ヤう￥う

代’用

テ
てりっ
シ
知

）イま

　タカキ
　「たかき

D

丁

｝
く

し）くぜう」きんと畜って．

．エー@エー　アレ　ムコニ　イキタデスワ

　えk　　あの人は婿に　　行ったずすよ。

エー（kエニ）（P2コニ）虚偽ネンノーナラレマシタ　キョネンノネー

kk　　　　　　　去年　tくなられました。去年のね一…。

アレワ　二二キダ’（D三二）　ホンニ

あれば「たカ・もだ，　　本当に．
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1）

K

D

k

D

丁

タカキニ　ナ、ソタダ　　　　ムコニ　イキタダケ
ザ

たかき」になったんだ　　　婿1こ　行ったカ、ら。

アレワ　クノーi禦ダもタデスケァナー

あれは　久：能寺・だったですからね。

アノ　センセーニャ　ナラッタ　（Dンー）

あの　先生にぱ　 習った。

タカキピササンーチュノが一　ヨメサンデシテナ　ナンカ

たかきひさ」さんと言うめが　嫁きんでしてね。何か一一。

アレモ　シンダ》ナー（丁工一♪ビヨーイソニ八イット・ソテ

あの人6死んだしね。　　　　病院に　　入って1）て。
　　　　　　　　　　　　　ご　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　か
アノー　アソコノー　ニシミカド’ノ　トコデスガ’　トーリダンノ

　　　　あそこの　面御門めところですが，通り谷の

MPアス＝ラー：一わ協ユコトデシタ）
してお・ら淑たときう　　　あそこらに居られると言うこピこした。

（k≧≦＝うご＝　量茸1象圭．）　…L9ごご．言霧。（エ）エーエ　　）

ソレト　イ・ソショニ．ナソサッテイマノ　ソノ　ヤズコーノ

その人と　一町iに　なちれて，

イリグ婆デ次力“

入りロで’すが。

一93一
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D

丁

D

イクゾLサン　シンダカナ
ド

のくぞう」さん　　死んだ’カ、ぬ。

南砂湿声；掌よ（D　アー　ソーデ’スカー　ああ　そうで’すカ、。）重；

箭畿烈エ鷺論7；カ。篇霞二）蓋，

㌘忽薪認準婚（D　アー　　ソーデ’スカー　ああ　そうずすか。）

ハチ三一シゴデシタ（リンーンー）　ゲ》キナ　シトデシタニナー

八十㎜・五（歳）でした。　　　　元気な人でしたのにね。

エ『エー Qマエノーナー　アノー　〕一トーカニ　ナ・ソタヨナ

　ええ、。　　　　前の　ねえ，，　　　　高等斜に　なったような

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　の
モナー　ホンニセンセーオ　ァホーニ　シヨッタケナー　ヨー二

等ば，本当に　先生童　馬鹿に　したかろね。徹底酌に

ア六一ニ　シテナー　アーノ　ウララー　カ㍉コー　シマ・ソテ

馬鹿にしてね。　　　私達は　学校迄　終わって，

コンダヤがクニ　アガリタ主一．鼠テカラナー　（k笑）　アノ

今度け夜学に　上力、’。てかちね，

　　　　でぬう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　の　

オーエダンカラ　巖　キテナ　アレ　エ～一
大江谷から　　来てね．あの入ぱ　　資産家　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　め
オッタダSti一一ナガ’ヨー　ア　チート　シm一ノ　エーンダ＼ソ　カ“

だったそうだが，　　　さよっと　　お入良しだったカぐ．
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　　ミンーナガ　ソイツオ　ァホーシテ　燃　ナキタソテナー（笑♪

　　みんなカx’　そ。）っさ　馬鹿にして．モして　泣き出してね。

K　オーレ　ムカシワ　ヤガクニ　テうレヤーニナッタラ　ケ・ソコー

　　私1ま　昔ぱ　夜学に行くようになったら，げっこう

　　（Dウーン♪ワルアソビ’ショ、ソ：クダケナー　　ワカェーモンカ“ぐ笑）

D

K

　　　　　　悪、い遊び遷　したからね，

ワルア　ホン．こ　ナヨし’一　午ヲー・イソワ
XK　）くXx》《

　　　　本、当に　・参ようの（甘の）散員　1凄

ぐ　の

ニ　ショーッタダケナー（笑）

に　　したカ＼ら）捻。

　　　　　　　　　マエーワ　ナンァスー　アノー

以．前は　・何です。

コートーダ、ソテ

高等だ㌧て，　尋常が’

（丁工一）　 ＝コートーノ

　　　　　　高等の

　：若の者が。

ヨー二．　ツイ　づ＝ヤづ一や

徹底的に　　馬鹿

（TエーDエー）　アルシアノー　トーキカソワ

　　　　　　　　　入るし，　　　冬期間は

ヤガ’ク、ソテ　デヨ・ソタシナー　（D　エー）

夜学’こ　入ったしね。

　　　　　　　　　　　　　　シs一力“、ゾ〕一力“　ジンジョ｛

　　　　　　　　　　　　　　　ノ」＼学校　力ぐ　　　　　　尋　常　　，

　　　　　　　　ジンジ。，　一力“ギムキ。一イクデDクネンマデガ

　　　　　　　　　　　　　　義務教育で’　六年までが，

　　　　　　　　　　　ニカネンチュモノワ　コレァー　アノ

　　　　　　　　　　　ニカ＼年とのうものは　 こ，）｝て1麦

ジュギ葡一ソヨー　ハラッテ　デ才ッタモンデスケーナー　マエワ

授業料迄．　払って　　入ったものですからね　　　．夙前ば．

（Dフン）　ソレガ’オワッテジツギョーホシューカ㌧コー

　　　　　　勲が終わって実業補習学校．

　　　　　　　　　．一“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨル
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丁　工一　ソーデ’スナー　（Kエー）

　　え，え，　　ヤLうて“すね　。

D　ホジャケー　エー　ワカx一モノニ　ナットルダ》ナ　ソレ＝

　　だカ、ら　　　良の　　　若差rに　　　なってのるしね。￥れノこ＿一一一。

T　セーネンクソレンジョッテヨナ　ナマェン　ナリタノワ　ィツゴロ

　　青年訓練所とレ》うような　　名前に　なっためぱ　のつ頃

爺縫：トづ鶏㌫ら1笑）

D　ソリャー　マー　センソーカ“八ジマ｝ニナ、ソテカラ

　　それ．は　　戦争斌　始ま。てかろ一…．

篶轟r）鐸薯斜（k工一）（D嘉納

鞍つとで、1♪鵬陥．

D ソレ丁　ヶッコー　カンプンデモ　メンダLナノナ　（Tエー）

それで結構　 漫文でもあんビうな侮ず沁・乙の礎

ナライヨリマシタワエーナ　ジャヶ一　チ濤レーナー・　：ポンニ．

　　　　　　　　　　　　習のましたよね。　　　だから　　ちょろの治は，　本当に

チョレー　委一ト　う滴レーヤナ　センセーワ　イケナンダ～デスソ“
x入xKxへx　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちょっと　　ちょろのような　　先生1ま　　だめだったで’すよ。
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K

D

T

K

丁

一一man＞an
i丁峯蒜ぞ結尭，ノ壽。）薮函P誌第

　　ご　の
マワルダ’シナ　（笑）

　　　しね。
　　　　　　　く　どラ
マ　オレ　ケンサマデワ　　デ牙ッタダケナ烹1贔森　ニジゴ
　　赤ムは・（徴女）検査までぱ（学校’こ）出てのたからね。　　　　　　二L一十（歳｝）

マデワ　デ才ッタ三軸ジューイチモ　マー　デ）レデズケーナー

まで’は　出て乙》た　　 こ十一一一‘歳）E　 まあ　 出ますヵ＼らぬ。

（T・競全詞華講細罪蘇3齢ζ喬篇．

ナーセテンケー　ムカシノ　ハタ：1㍉先一ト　キョーインヤナンゾ

大入ですから　昔の　二十（歳）と諭と。教門やなんか

ホソニ　ァ永一ニ　シヨッタモンダ’ケナ　ソリャ　ホン＝　（笑）

本当r＝馬鹿に　したtのだからね，それは本当に。

エー　（笑）　アホーニ　シヨ・ソタ　モンタツカ“アル

kk　　馬鹿にした　　問題が均る。

迩量ぎ．）一一（笑）

エー　サイホーセー、ソテヨナナナゴガデ才、ソタデス（Dエー）

kk裁縫生と論めな妻の子が出てC、ました．

工一

kke
ナー　マンダ’タナカサンヤ　オワカイデヌがナ　　タイシ魯一

ヒころでノまだ　田中さんち　あ芳のですよ。　大正
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A

T

K

A

丁

A

K

T

：ゴネン今や

th・年ヒ吉え1ず。

ワカイッテ（笑）

jllsのっマー．一一．．一。

ワシヤト　ナンボモ　チガイヤシマセン且（Dンー）（笑）

私達と　のくらも　違のはしませんよ。

エー　マー　タイショー　ゴネン　ンマレワ　ソリャ　マンタ“

ええ　　　大正　 五年　生まれぱやればまだ
ワカェーモソナー　（笑）

芳のものね。

ぼ～ケドー　アンタ　コトシワ　センセー　アノ　衰烈マ汰kむ、

だ1ナど　　　　今・年は：　先生

アノ　今a一ナンガ　ヨンジューニデ　（丁エー）　　ワシャー

　　　一長：：男　力や　　　　UP十二（歳）で’　　　　　　　　1私は

　　　ぐ　の
アノモンデ’シタ　フタリが一　イワイデシタゼ’

あ姥の（還暦）でした。二人が　祝のでしたよ。

一一ジノ　ヵンレキノ　ィワイカ
輔　　　六十路の　還暦の　祝いか。
エー　エー　ソーデシタゼ’

え；と　ええ　そうて“したよ。

コレア　ハヨー　ヨメイリシタ　　シトデスケーナー　2愚二、

この人ぱ・早く　嫁入りした　人ですからね。

ジュークデ　：ヨメイグシタ　シトダケー　（笑）

十ブ乙（歳）で’　嫁〉＼クした　人だ’カ＼iうゆ

二二　　款　ワ・・シャモ　ソーデ　カンレキガ　キマス：がナー

　　　　　　私達も　やがて　還暦が　来ますよ。
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　　ソー　ナモ・ソタッテ

　　そう思・って右。

D　マ　マエニァ　‘r笑）　ワカーデ　イキヨ・ソタモンデスワェナ

　　まあ　前には　　　　　高くて（嫁に）行うた宅のて“すわぬ。

K　エー　マー　マエワ　ジ。一シグライデ（Dエー）　ヨメニ　イク

　　え．え，　　　　　　前1凌　　　十　UD（歳）くちいて”　　　　　　　　嫁1：こ　d2　iく

　　シトカ“アッタ　フーデ’ス　マエワ　（γエ　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　人カミ’有ったようです．前は。

D　ウラーゲソ　バ」サンモ　ジエークノ　ハmkモラッターダシナー

　　私の象の　婆さんも十九（歳）の春に　紡つたしぬ。

　　ソレカラ　ウラゲソ　シタノ　アノ　トシナガ’サンノー　アノ

　　それカ、ら私の家の下の　　労しなカもさんの

　　カナイシューワ　ジューシチタ㍉タゼ’アリヤ　　ヤマモトカラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XX♪くX》くX　X　）く　X2くX
　　奥さんぽ　十セ（歳）だったよあ）拠は。
　　　　　　　　　　くフの
　　アノ　タジマヤマモトカラ　コラレター

　　　　　たじまやまきと」カ、ち　来られためは、

K

D

T

D

ミネーサンノ　ハハオヤワ　ジューシノ　トシダソタ・ソテコトダ
r
みね」さんのW親は　＋anの　年だ・たヒのうことだ。

ウン　ウン

うん　うん。

ヨー　キキオリマシタナ　ジエーシグライデ’ヨメイリシタ

よく　聞きましたね　　十un（歳）くちので　嫁）＼りした一一一一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐケノ　
エー　ジューシタ主一マー一一（K、エーマー）センヒメアタリモナー

之之　十mp（歳）て“（；靱まあ　　　　　　　　一三姫　あたりもね

（Tンー）　ジューシデキタダケー　鼓；＆なクx　アノ　ヒデョリノ

　　　　　十四（歳）で㈱。）来たかろ，　　　　秀頼の
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K

D

T

D

K

D

ヨメニ　ナ・ソタンノが　（Tンー）
　　　　　　　　　　　　　　　　へ
嫁に　なったのカ℃。

マエワ　マ　ソージテ　ソーコンダッタデシ導一ナ

以前は　　概して　早婚だったでしょうぬ。

マ　イマ　ガ’ッ：っ一　シマスダケーナー　デ　マー　　ト・ソテモ

まあ今・は　学挾に　行きますからね。　で’，まあ　とても

ソガェナ　ワケニワ　’イカンタ“

そのような　　訳には　のかなのよ。

瓢ガッコー　デタラ　スグヨメこやラニャ　イケンヨー二
　　　学校を　出たら　すぐ　嫁にやらなげれば’いけなのように

ナリマスシナー（笑）

なりますしぬ。

ガッコー　デ’タラ　トテモ　才ヤノ　ジユーニ　ナリァーセンシナ

学校を出たら，ヒても　親の　自由に　なりはしなのしね．

オナゴデモ　ミンナ　（T笑）

　　　　　　壷の子でも　みんな。

エ　マー　ヨメニ　ヤラート　オモリタッテ　ナカナカ　ユーコト

ええ　　　　：蕨に：　やろうと　 思、っても　　　：なカ、：なか　きうこと．遠

キキャーセン

聞きはしなのよ。

エー @汰気マ、イキャセン　イマノ　コワ（笑）マエニャ　牙ヤガ

kk　　（va　1＝）行きはしなの　今の子1ま。　　前には　親が

メーレーシタラ　モー　ハイハイディキヨッタ盛
命令　した；ら　　　　るう　　「『はのはの」で’　67回った右のブ…主’カ＼らね。

シカタがナカッタ

仕方力ぐ無かった一一一一一。
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｝く　エー　マ　・チit・ソトモ

D

　　　　　　　　　　　ミンデモ　：オヤガ　（Dエー）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムラエー

ええ　　少しも備擁）見なくても親が　　　　　　貰えと

もζ裾髭イ詮竺シ（D窺｝5義讐．．→

イケー　チッタラ　オヤガ’マー　ミンナ　ケンサシテナー（Pエー）

4和ナビきったち，親力、’　　みんな検査してね，

アスコニ　イケーチッタラ　イキョー、リタモンダゼ＼マエワ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あそこに　行けと言ったち行ったものだよ　　前は。

イマーノ　コラー　トーテモ　オヤノ　ユーコトモ　キキャーセン

今め　子ども達はヒうてい親の　言うこヒも　聞きばしなの．

　　　　　　　　　　　＊

1）

k

D

K

D層

ムカシノ　コンレーワ　マ　イマトワチガ’、ソテナー

　辛め　　婚ネしは：　　　今と1凌　違って）ね。

エ　ムカシノ　＝〕ンレーワ　（Pエー　ミン　　）　ナカナカ

ええ昔の　婚礼は　　　　　　　なかなカ、…一一㌔

ジタクニ　アノ　マネイテナー　ホリャ　オーキナ　サワギシタ

禽宅に　　　　招のてぬ。　それは　　大馬蚤ぎした

モンデスワネ

ものて“すよ。

マー　ミッ　ミッカモ　ヨ・ソカモ　カカリオ・ワタデスワ　ムカシワ

まあ　　　三Eも　COnt　かかったて“すよ　昔ぽ。

エー　アー　ミッカメ：ニワ　タクサン　イ・ソテ　（Kエー）

Xk。　　三E9には　大勢　行って
シンセキジューガ＼モチオ　ィナ・ソテ　キタリナー

親戚中が’　餅を　かつし）で来たりね。
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k

D

k

D

A

ミ・ソカノ　イワイワ　カミツアタリャー　ムラガ’ホトンド’ムラ

三Hめ　　祝のは　よ：3孝（黒）あたりは：　才寸が　　ぼヒんど’村

ジューオ　ツイ　ヨプ、ソテ　ユーヤーナ　コトデシテナー

中（の入）を　　　‡暫くとのうような　　 こ，とで・してね。

ホリャー　トッテモー　オー・ゴトデシタワイナ

　　　　　　　　　　　　　　　　それば　とても　　大変なことで’したよ。

ホリャ　ト・ソテモ　キツカ・ソタデス　　マエワ

それは　ヒても　大変だったで’す　前は。

エー　イマ

之え　今一一一一。

ミンナ　カミイーサンオ　タノンデ　マルマゲ　ユッテモライマシ

みんな　髪結さん左　頼んで　丸髭潅　結って莇のまし

需トツテモ窒デ薫≒シキ（k落球

アノー　蕊　3　マルマゲ1ソ｝ユ・ソテ　ァレオ　ゼ’ソブ　　イ・ソテ

　　　　　　　丸彫とさうて　　　あれを

キS・ソタダ’ケナ～　ヨバ’レテ　ユクノ＝ヤー〈笑〉

K

A

来たからねn　招力・れて行くのには

ポトンド　マルマゲ」　オワ・ソターデ’スナ

ほとんど　丸彫は　　終わったですね。それくらのだったぬ。

エー@嘉　マルマゲオ　ミンナが　イッテ　ヨバレテ　キョ・ソタ

ええ　　　　丸干を　　みんなカぐ結って　招かれて　来た。

モー　ソレクライデL　ワシラモ　マル黒ゲげ　マ　サ　ソイデモ

きう　　それくらいで，　　余ム：蓬も　　　ダ乙髭　二一一一・。　　　それでも

（笑）ナンデシタ　鍍敗　ジブソノ　カミデナー　ムカシワ　イ・ソテ

　　づ可でした，　　　　臼分の　　髪でね，　昔ぱ　　結って

　　　　　　　　　　　一102一

　　みんな　結って

　　　　グライデ．〈’t’iilr＞

@
）　　　　ぐらので’

ソレクライタ㌧タナー



D

｝
く

D

A

K

モフッア

しらって。

マエこアー　アンター　アノー

前には

ヵ“アリヨッタダケナー

が’居たかちね。

ブラクニ　ヒトリグラェ　カミイー

集落に　一人ずっくらの　髪結

エー　マー　マ　（Dンー）ナンダ’イマノ
　　　　　ムベく
え，え　 まあ　　　　　　　　　つ可だ’。　今め

オンナシコ・ソタケナマエノ　（Dンー）

岡じことだかちね，前の

ソレァー　アノー

それぽ　　 あの一一一一

ソーデショーデ’アノ　ハ。一一マヤサンワ

ゼうで’しょうよ。　あのパーマ屋さんは・

マル敦ゲ　イ・ソテモ　ァノ

丸髭を　結っても　あの．床屋さんは

（丁三二）　　滋　ビンノ

　　　　　　セして　　び’んの　張りが’

キキオリマシタ　（Tハハー）

聞きました》

＿＼、

パ｝マー　アテルト

ハ。一マ遠　かけるのと

カミュイワ

髪結（ま。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘタナトカ　ユーダケー一一）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　下をだとか争うから，

　　　　　　　　　　　　　トコヤサンワ　ヘタナトカ　イッテナ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下手だと．カ＼言ってぬ。

　　　　　　　　　　　　　ハソガ’ワルイトカッチャーナノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　、悪、のと，カ＼いうようなこと1…・

　　　　　　　　　　　　　　コドモナがヲニ

　　　　　　　　　　　　　　チビ’己なカx’らに。

マ混∵一ナ響こ競能無．培ξ1評
タカナリ才、ソタダケナ　カミォ　ユート　イマ　ジタンゲキニ

高くな一つたカ、らぬ　　　　 髪さ§　　結うと。　ノ今＼　　B寺オ㍉ごノ勲」に
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アノ　イッテデ）レアノテダサナカツラ　カブ’ッテタ：カェーノ

　　　結って　出る　 あの舎だからぬ。かつら左力、ぶ’ってノ高ののを

カブ汝渡．，〈1、　アノテノー　ダ＼ソタダケー　マエワ

　　かぶ’る　　あのSの（eの）だったかろ　前は。

D　エ　イマー　護汀、イー　％一シダ’エー

　　x之　今は　　　　良の　調子だ。　kえ。

丁餐講密ダン（”ttt’tk？夕歯噛

D　アガと一ナ　ジブンニァ　アンタ　イマゴロノ　オナゴンコノ

　　あんな　町分には　　　　この頃の　々の子の（ような）

　　ザ》　シワタラ　ット　オーキナ　ヒョーバ’ンニ　ナルワ

　　様テ表し一？’　t）たら，　　大きな　評判に　　なるよ。

K　エー　マー　ソリゼ　ホンニ（Dエー）　マトモナモンダト

　　ええ，　　　　それは：　本、当に　　　　　　　まと右な嗜だとは：

　　オモワナンダワネ　アノ　トジァーユー（笑）イマミタイナ

　　思わなかったね，あの　当時，ああのう　　　望みたのな

　　カッユー　シタラ　（笑）　　（咳）

　　格好E　したら。

（録音子：支装で一実∴％撮ヨ鋤焼㍊つ

r）　フクッSユアナモナー　ナカヅタモンデスケーナー

　（洋）月艮ヒいうような港のは　無かったもので’すからね。

Kマェワワカヨメワミンナ（Aソーナン　・au）コノー■・・グbッ

　　前1；ご　　三二嫁は　　みんな　　　　　　　　　　　　　 ；ち、はく”うと

　　雪ゴ婆要迎二七護渓尭㌃㌃（Dソーソー　￥うそう。）
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A

D

ソレカラ　マイゲ才　：オトシ李ヤ　　ヨメニ　キタラ　マイゲ’オ

練かろ眉もを落ヒして傷　嫁に来ゆ眉毛を

詮為詮蘇弩．♪≒髭ノ羨きデ薫二四ξ

マイゲ＞r　オカン　　ヨメン　ナッタラ　マイゲ分　オトシヨ・・タ

眉毛を置かなの。嫁になったら　眉毛遠　落としてしまった
　へ

γス　マエワ

です，前は。

ヨーソーナユァナ　コトワ　ホンニ　ワシラー　遮
軍装とのうようなことは　本当に子達は　見な‘》ですぬ。

（D　マー）　ドット　：コ・ソチデスナー

　　　　　　ず㌧と　：最：近で・す）ぬ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐクの
コーン“Nサンヤ　キューチュー　アスコラーガイチバ’ソカカリ

皇族さんや　宮中，　あぜころが　一番
デショー　　ヨーソーノ　カカリワ

　　でしょう，　洋装の　　最初ぱ。

A　タイソーフクオ　ァノ　キテモ　才ヤガ’オコグヨリマシタ

最初

体操服を　　　着ても親ヵミ・怒・りました。

穀証ク篇。）犠茎‡嫉霧蟻途ノ
コノ　ケツノ　デ》レヨナモン　キルカッケユ・ソテ　アノ　ソレデ

この　お、．尻の　出るよう：な右の左：着るカ＼と言って（怒りました）。それで’

　　　　　　　　　　　一105一



D

K

ウチカラ　キテ　デタイデヌケド　ァノー　ツク・．テムラッタラ

家から　着て出たL）の鳶1搬ども，　　　づ乍。てeらったら

ダレモ　ヨロコブデスケー　ダサドモッテデテー　タイソーノ

誰iでも　　喜ひい凌すカ＼ら。　だ’けビ’　持って出て，　体操の

藩雛こ禦∵てD減号謡～三．．）

ソレデマー　ナツフクダケワ　マー　ソレデモーナンデシタナー

それで’　　　　　夏祭反：だ’1ナ（　t’　　　　　それで’も　　伺’で’したね。

ケ・・：コンシタヨナトキナ　デモ　カンタンフクグライワ　ツクッテ

紬帯した購にば　て“6　簡単服．くらし）は　作って

オリマシタケド’一　力“、ゾコーニ　フク　キテ　デ〉レジ九アーナコタ

あ、りました（ナ》挺と〉’，　学校に：　月皮遠　着て　出るヒのうよ・うなことは＝

アリマセナンダ》暁ヨー

薦りませんで’したよ。

フクド〕デ》むパソツッ今やーナモンハェートルモノナカッ
月）更ビ’ころでぽ無∩7ハ。ンツと：苫うようなものもぽのての’る薦は：　無かっ

タデスケーナー　シトツモ　アオナゴン　パンツサエ

たですからね　ひとつも．　　女の　パンツさか…・。

エー　マエワ　タイソーノ　トキニ　（Dンー）　パンツ　　バク

え虎　前は　体操の　　時に　　　　　八．ンツをばく

グラェーナモンダ1ソタデヌナー（Dエー）　ij　Sバ’ン　ハジメがヨー

くちのなtのだったですね。　　　　　一番　　1初めza’ね

鵠翁妄言～菱認C薄恥養1㌶傷茎i）

タイソー　又ルノニ・マー　ハダカニ　ナう立飯　　パンツ

体操kするめに　　　裸に　ならなければ’（ヒ）．パンツ差
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ミソナノ　ヌ・リタルづS一　“］テ　ミンナノ　ウチカラ　アノー　テヌグけ

みんなの（5）’E）縫ってやるときってpみんなめ　家から　　　　　　今昌拭

オ　モッテ　デL・タ、ソテナ　テヌグイオ　ガ・ソコーノ　オンナノ

壷　持って出な叡）とちてね，舎拭遠　　学校の　　妻の

センセーガ　ミソナニ　ヌッテヤッテ　．ソ設譲’（Aフーン　）

先生）b　xN・　みんなに縫：ってやって，

ソレデ　タイソー　マー　ハダカンナッテ　デテ　滋名　シタノガ’

練で体操を　　　裸になって　出て　　　したのカミ’

D

｝
く

K

D

ハジメテタ㌧タガヨー　ハダカンナルッテヤーナ　コトワ（Tホー）

初めてだったよ．　　裸になるとのうようなことは。

工一

ええ。

　　　　　　　　　　　　くお　
マー　アンター　アノ　イマキチッテナー

まあ　あんたノ　　　℃）まき」ヒ言ってね

シテナー

してね。

ムカシワ　マ　フンドシ夷ケーナー

昔は　　　揮だからね，

ンナ　オナゴガヤル
C）い克　　禮才｛カミ’　一やる。

オナゴ’カ（笑）

女一力＼。

イマキオ　シテナー　ミ・ジカェーノ
tr

の凌ぎj茎　してね　　 短のの。

ナーカ』一ノ　ショーッタ　アノ

長ののヨき　 しナこ。

一107一

ミジカ、za一一ノ　 ＝ココ：一・

短ののを　　ここ！こ

アタソマェーノ

あたりまえの。

　ソレカラ　ソソヨケッテ
　ゼー〉拠：わ＼ら　　裾よゴナと言って

一チリメンノ　　ア…　ソレ

縮緬の。　　　それを



K

キテナー　アーノー

着てね。　あの一一一

工一 @マ　こマェー　シ…ヨー・ソタダナー

ええ，　　二枚　　 したんだ’ね。

王＝二　つターツ　　ショーッタ；恩

ええ　二つ　　したものだ。

エー　ナガェーノト　ミジカェーノトナー

ええ　　長：ののヒ　　短ののヒね。

ナ：が義一ノト　ミジカェーノト　ソジャケー　ナンボ　エー　溢一

長ののと　　短ののヒ。　　だから　　　のくら　裕福な家の人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐダのデモ　パンツヤナド　ハキャーセン　ァーノー　　ブみコカェータラ

でも　　ノ甲ンツやなビ’　はきは：しなの。　　　　　　　　，δぐっころカぐしたち

ホンニ（宴）　（笑）
本当に　　　本尊削出る。

エ　ムカシャー　マー　ソレシキダ、リタ　ソリャー　（Dエー）

ええ　昔は・　　　　　　ぜ〉控しきだ㌧た　　それは：。

モンダこソタナ

疹のだったね。
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　注記
の　：道中，1くた菱りをヒ濁イヒョイと援兆んだ謡とのう。注（6）での誌

　と同類、

‘2）地名．鳥取南部の佃台谷流域。

ごき）　昔遊告。イ云承さ・れてのる民話・。

㈲　複数を表す接待辞。「ウラヤー（私達）」。

1き・陀んマ・もなの∫お、うかな」め意．

（6）　あるヒころで・劣、のしの団子（1ゴた6ぢ）をこおゼうになつ一？，ヤ

　れ狛・分の家でさ作。マもらみうと，名前裳忘れなのようにρだん

　ご㌔「だんご」と言のながら帰る途中，つまずDてころび，「　Uatっヒ

　こせつ」ヒ起きあがった後，「ひょっヒこせつ」「ひょっヒこせつ」と言

　e＞なカぐらジ帯・っマ，奥・さんに「ひょっと：『せっ」套づ乍・るように言ったと

　ころ，奥さんはわからなかったあだが，主入めコブを見て「だんご

　みたのな・コフ㌦と言うヒ戸あっ，だんごだ」と思、ω出すとのう話。
　　　　　　　　ゆ
（の　地名。郡家町大学麻生集落。

（？）集落と集i落あ間の境：め道。畷。

（9）　みとみ」と言う名のtt郎。実ぱ狐のIU±た6の。

㈲　犬斌つくば’っている様子。大：め正座。

㈲　大正元年に起った大物水。

Gユ）～（17＞3良曲倉年の名。

㈹～（ゑ。）力士の名。

偉η　副詞。才丁う肖を伴って不可能の意を表す。

　　　文例・「ペンキョー　ヨーセナンダ（勉強は能くばしなかっ1＝）」。

⑳粕撲あ乎のつ。“素濠客とののこと。
taヨ）　「半臼」の竜。面日本に広く分沸しマのる語形。

（24～（26）力士の名。

（27）　「最も」戸一番に」の意。単に「イツt2」と6言う。

C≧8・♪　「欠’ナて」　「こわ〉｝父マ」　の意。

　　　文例：「チャワンノヘリカ・’コゲ》レ（：茶；　のふち1が’欠1ナる）」。
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（29＞

（30）

（3　1）

（3Q）

（33）

（34ウ

㌧孝黒川う斉十郎」。当地出身の江戸期の力士。

「気がノ］＼さの」「めうま」の意。

「倒さなか．た”の意．「コカス。1貸墜けゴと。

この部分，ゼ’スチュア王入う了のる。

「飽きるIZfど」「たらふく3の愚。
、「

ﾘEtaらせ鳶」慮∴ダ勾1ま昧斑く切。練ぬ6”
　こと。

（3S）「「一荷」ぱたき木のた1・±i・4．ik．

（36）「三尺」，すなわち一間の半分。

‘37），〔38）　力士の名。

に9）　「しまう」の意。

　　　文例；「　thイトルモン　トロケー（干してある物遠しまえ）3。

（40）　t「大工町でね」の意。大工町は現鳥取市。

件p　t「tw員す乏）・」の意、。「「ゾ’ン司は1「一一：族」”系」め意。語源ぱ戸孫」カ＼。

　　　文例：「テクセノ　ワルガ　ゾンダゲー（念・くせのノ悪、のすじ」だ’カ、ら）4。

（42）　劣セ．名。現鳥網只市大学ネ圭：木：。

㈲　地名。郡家町大掌明迦集落。な；ち・，この集落は当地より上流にあ

　るのでここで・は「～に上る」　ヒ表現しためである。

（“）地名。郡家町大字大坪集落。なあ・．こめ集i落ぱ当地より下流にあ

　るのでここで（凌「～から上る。と表魂したのであろ。

㈹家め名．「尾脇」。冴ワキ＝とS．
（46）　t「下私時村」。下私瀞時代とe）うこと。

僻♪　ヒ村葬に行bた」の意。「イキタ」は当方書て“の特徴的な形で’あ

　る。

㈹　この部分》ゼ’スナユアカミ入っている。

齢「 vしく∫長らく」ゐ意．
（tre）　：わ＼ヵ＼え，ると良いくら6）な・ふ「ざな家と乙）うこと。

（t；1）　家め名。文字は不明。

（92♪　「「～モリテ」ぱt「～しな）状’ら」め意1、。

　　　文例；　「ゴ八ン　クィモ、ソテ　ヨソミオ　スルナ（ご飯E食べ1

　　　　　　　　　　　　　　－110一



　　　　なヵfらよそ見をするな）」。

（5：の　文恵不明。

（Y4）強意の：接頭語。卑しめる意包表す。「べう一ハダカル」π並コケ

　ル」など’。

（gs）拠名。瀞家町大字市：場i集i碁。

‘s6）地名。男芦家：町大字稲荷集：i落。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド（s7）　縮荷集i審は当：地より下流にある。）で・，　ここで’は　～から上るalと

　表…即したのである。

齪）際土八頭高等学校ユめこと．。

（留）地名。郡袈町大字万考寺集：藷、。

（60）ナセ名。扉家田一大字面釜P門集落。

（6D　》更セ名。　　」霊薩り谷”。

ぐ6al副詞．「徹：底的｛＝」の意を表す。

劒地名。舶岡町の大江川ミ龍：域のこと。
（64）「 綜Y家．め意。t「良の加減。1むこで｛よプラスめ評価にあ・・て

　使：われマいる。

㈹「 ｫめ良の」あ意．ここで’1ま「み入良し。めこと．
（66）鴇鹿にす勧の意．「今骨ヤニスルナ（馬艶・するなし．
㈹　　「からかム）まわす」o）意。「ヒョ・・一・・トクル」は「からかう」こヒ。

（68）尋致女検査。

c6？♪　ここでは還暦のことE指す。

（ワの　　　男名。　ノデご言羊。

（ワ1）千姫。徳）｝｝秀忠め長々で豊臣秀頼〃）夫入。

（72）　t「はしり」「最初”め竜。

173）　「腰まき一」め一再。月兄に：つける短のおの。

㈱いδもこヵ、したらJで愉。ころがした％㌦も倒した％の
　意。　　　　　　　　　　（，
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　　　　　お　ち　　　はかた　　きのうら
II．愛媛県越智郡伯方町木浦

　収録・文字化担当者杉山正世



A．　　R9く鎌施魚　《と　そ　こフ）　》宅　　1＝～＝　つ　し＼一（：

1　鼓総も 麟三幅癒愈焔弩奮慕蒲

2．収録地鳥の同坐見

　位　置、　瀬う〉内》母川まぽ中）た部に商・）、四画側の勢濃沖から由囹遼

　　）山陽終の尾遊｝で、μうち灘の強双1・Ee．々と細る列鳥の中の、陶

　　湧32畑く牽5い2イ頭いた南北の謙が4Kab1、豪南ヒ傾いた廉筋の練が▽

　　Kへ｝騰t）、酬ギ葵彫童していv＞なさ円繍瓢島ぜある。

　　　今＼沸かウは、海上32，鴎を隔てている．

　交　通、　他Jb庵町れiし君くに体．軋れが淺微騨に一tよ他心県ぜある

　　にせよ、…応は一船椴によ㌧炉げればからかい・で・ハこξは雫く田老

　　6d噌3）年｛こ恰ウ、a肉》誉び築：か1しナ」ことに彬よく毘れてし＼る．で

　　して、職域銘Gs　Rg）年、木輝…奪竃闘に葱気船嚇℃舵し一司範〔

　　｝8r船算には。木〉輔令舶合資韓土むΨ譲五き札たぞど簸鬼で㌔、交麹

　　桟関の誌代菰について鳥合献如何に隠女をらやしていtcがをへかが

　　うミと執“ごさ・・る．

　　　照和ff佃3マ）年にぱ、寡占の絢字薄の台頭獄流露レ、同駅留爾

　　年には、奉島①細動毛薄ヒ灘ち大島の営建との間に7エトガート

　　幅意匠が始まワ、方総目置）脊）吉動が益．沌溌に妙ってい㌘≧ヒを示

　　していx．。

　現在、他藩地区とゐ鶴・ゐ疑惑♪輸送にイ更している療｝便には、次」〉

ような隣線がある、

雪、斜＞e・・尾三間フェトボー　1一一（お甫齢餐厭岩減・佐尉弓

　　削ド飼島鱒蚤て尾鋤5鏑、3時間2・分～3時閥35厭今ヲ台～

　　木浦闘t？1時閥lo分．

　　　駆治・尾蔑愉　『便、　　全滲・土生問　1便、

　　　今治・弓覧1間　　1便、　　家蒲・尾道間　　冒更、
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　　　　　いず1いし、永浦1レ寄捲する。

　2。今：潅・尾鄭罰高速般（木浦寄港按、溢賊’登削・土．，生乏羅＝て

　　尾迫）　マ便、　1時間36介。　　外洛・木浦尚30み、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クマゴ
　O．外面・me　7闇フユリーボーt　（本るみ熊Oに寄淺して大ゑ鳥

　　①瀬戸港（上．》溶す）、乙至’る）　20．Skrn｝，　9便、　1時間15づトー、

　　今》も・熊ウ闇　1寸間．5か、

　大正13（fi斯う笠12、フト淵・i山鼠間に県鵡．　bx’購遍するまぜ｛叡烏

内ハ寧上壁爺は寒年間ハ蔑き各隠鳴貧弱犀・しハぞ掴・加斌．今では定

全ト舗数ゐ周廻．降・t　）（lt℃、鴇励ぢゐ㊧茸η重（内ハイヤーtO）が、薄耀

してし＼る。

蛎0鮒に・．頼麺締欝漁一環蝋ての枢編緋亀状
二島、ハ．L》融と澗に鼻焔心1を扶ん一（し㌍ナ碍匿ことがきま1、

で⑦蕎工式も挙げ探したことは、隣虹交更による恵賜路・国画路と

飯蘇勧可能偉へゐ箏翁面が、一歩七ついたと・蜘ナと，鵬IVてし、

穎、

地勢　品の中，僻陀、樗高30も，．の宝雪山があ　、耐しを詠むよ

　うにして憾3m｝・穏3働・貯3鰍一2酬醐・植心証・Cl　L＊Wt①嶺が

　そびえ、でい口とん助碗岸から3eO～駝Or｝11ぐらし＼のへβた　が

　あるぢけマある．n

　　従って鳴内に卑担地け極あて・気しく、い言鬼ら九るでれらは

　　　　　広禄2r1639）年　木蒲新wa
　　　　　ク　16（　i7　b3）算　　右》工・新田

　　　　　享保8（M38）算　　山面新旧

　　　　　天保6（　lg　ss）算　　未新田　供沸）

　　　　　グ　n　臼9　’te）年　　心田畑園

　⑪よう1こ築造されたも（bぞある。
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ノ行政区画）夷：動　　イムえ・ろヒヒうによるむ、多くの農，鼠’献イ…致古AZて、

　築石工＄と加i・，ウ、今・論城腕成しP．か房灘（　i6　o・F）隼erts

　12G635、年には、杉．早美作・等の今・治入画IZよ1）今・治藩に前属すろ

　こととなうた。
　　　　　　　　　　　　アワーズ　　　　　　　　　　　　　　　　 〃ノ亀》ヲ

　　幕才期にけ、ホ輔・有窪・蜘滞e伊方・V＋浦の3村’炉あった．

　　6購1こな・噺棉　の施行にイ皐って2筑」麟・イァ7・輔め
　3討献令イ￥して西イ㊨ぴ禍、と炉｝）、

　　翌23箕1？　1，3　．ホ沖・有葺論両荊一が釧葬レて索平字村とかった（“

　　照和15年、豪伯か村が伯｝》螂となる．

　　照和30佃ぎ～）ff、　th伯方村蓬合併した愉》邸と煮丹、魂在に至

　っ’てい：る。

P　数
　　照和Sc年の濁螺稠盃時の世：1夢：萎生は、

　　　全，町ぞ

　　　内・本，淵は

である．

る701s4
　　　／
1〆る15．

人ワ
　　”津和叡）茸の瞬勢調査蹄」㍉人x？llr

　　l　全ト獅で　　1G’2『『

　　　　内、本》甫は　　4・3B3

　である。

　　賂挙動年の人やがIO’iSB　Kで、夫正区宜当蛤の汗460・・Cと《らべ

　て・し、んP動勢の大やくないこと郁見られ’る、
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愛な濯瀕

　塩田⑦開終｛こは、次（hよ｝炉歴史がしある。

　　　　覧単管663S）年　　上浜式触塩力V威んとなる。

　　　　文「敗2　（　iSig、飛）葬　　瀬ヤ》対釜扇が完蔵した。

　　　　　こ由こ為からλ浜町撫田の蓑成｛3成力遡る。

　　　　万誕1（β60）年　　右下京畑田炉完成した。

　　　　π治1∩宕測り算　　北輝塩田が完蔵する。

　　　　鴫沿『6g　go笠　　余も藩の塩田売却をうけ．個／x西向i乙

　　　　　　よる塩田縫：鯵が康含＊リ．闘浴36箕に塙th専権溝が実施さ

　　　　　　1いる渉乏け、ま量齢ハ爵躍伊あざ：lrしかった。

す》マイ毛．正飛s（M　IS）年に移．入でlt拶rはじasは烏民の生沸

　ゑ曳九るてし、どCNL生産蜜で茄たtのが，伽こは芋鵬一と兵庫う駿

　お面へ辞器つるまでに至った

浄虫　菊　受の花期lclま、全ト昂・P畑が臼一色にあ・あ・わ才いセとし＼え

　る泳どの景観に早るはどに、栽惰が威んぞ遂つた。

視　　　麦、一一府盛んぜあった友窟真野ゐ原料と祀る裸麦の品謹放

　官IZ恥⑦あった、赤鰯の鶴田弥八に1‡次（））よう燈宅ちが伝えら鞭て

　・順堀早志田の勾画としで舞鞍一鰍ら才捷恥蘭と嚇品
　「＝種t、収量が魁｝みδ＼つたたああま1’普・及しかかった。弥八は、ちま

　たy負作J）畑の庫に．飛か粒く搾け強て居1一穐0）繊女死多いも

　（）を奄鬼いそれの栽培kく1返して5算、鴫沸祁耳に至って品

　種0）薇衰に）笈：功、　「大どン」と名プけた。以未全・島に普・及し、戦

　前9ぞ本匠の重要痕産物であった。
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　潔’．；種7il　1乙泉ると、・『窟r掌寧最セし多く、〉やいず，海粟集・工集・商業・

そカ／セ．ゐ牌と塗る。

最縫い堰業三業は・レ＜・雪1顧梵．購蓮を瀬拷・し岬・欧

IFい。が“一ぐの威泥121よ多ばかいが、寸一）マ1毛・険虫菊・煮ハ栽

旛類での伐核をかレている、

　ユご寒は、数†土ある，造船業をウ心とする関典じ業種のルノ）射3L益・なし

て一いる。

　鴻露里一集は、桑に籍回数．39（）を敬える衡物輸2痢努敏主一e　，±〈・て、かつ

て乃撲産痴、’隆叡ぞ畝・、たご7S　・ゐ面彰は見ら鳶しt一｝・　・XDx‘、肉滲航魯翫一

主にして、丸海嘆胤㌔ン面にき愛三略裡している。いわゆる一ぱい喉6王：．カマ’

9・　t・　」）で蕩繭・、迩繭三寸べて鋼鯛こ蜘ヒ言ぢ鱈聯師㌔．し・曾

い。
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v3、収録・し惣’方落の特色

　OL－i．彦〉一言区画上の位置

　　尺きくね、覆）B噂ぐ）一言一巴IZ＞＼るn

　　〈細かくは、　四二一》さ　（阿も笥予亨ン電）、あるいは瀬戸内海亨「きに宵丁

　属→7P．

　　ヒ八を．君鼓正画をせ・心lzして正分・したときは、薦・r媛（イ7予）つ宏き

　とくしきれる。

　　で（D・鷺妻裏†急は、　1室地価鷺あも♪土q）康予》鳶、ωψ↑方言、　（ら）大、

　ラ桝学和つ・言．1令南予》盆、㈹》冒南す志、島爵都ハ篤t7sを、ぐ6）瀬戸内

　海ξ♪晦ラ電ヒかけ・シ．7しろとするあ々v、元燧一膿大1学教拶”試■宿旧く、氏の

　鬼解！こおる．

　　調査した伯方島．）　一tt一一さは：、層武～智氏のいう瀬フ》内海芳醇ケもに◎〈

　3れる．

　　それは、地埋上ti＞位置闇i＃わ亀の・集藩・ガ厳：閉して行く．渦三二ゐz種史

　など由園丁がら、広野）囎の方も、fif｝にそ：（力課）晒郭の方鳶とφ混融が

　〔めだつ，での一二の例をβ含フマノみ為美ドらば、

　　　rい、アクセンthx”由四竹卜」）㍉のとみま1）疲．っていないみて隻だ淋

　　　　ろ上鬼ら航るこ上，fi

　　　（2、＿強還ヨ・マカw．as蛸・制牛にンズ・＝．過去ハ粧量をオつ肖

　　　　すハにザ、・QL憧一て・・ること．

　　　（3＞、二隻’母養の7Kn・・、肩るマー、庭・＼一傭い）て雰どとな。て

　　　　いるごと．．

　　かどは．丁子ttもの、やでも広畠禦の兆ののヲ受》閏が躯くかいのであ

　　，ろ5ことを縄わせ：ろ．

　＿2．晦：接・多ブ苫との関俸

　　前：頭ぞ魯れたように、伯亥茜、Dラ∵きが迫接してい：る広島県①あ慰与

　君脚山門路からの・影響をうけてし・ることは、否み蔚ないことずはあ

　瀞帆で①も諦的垢叡翻思考が、要磯痛圃罷てし’N・・。5それを基

　盤にしてし＼る1と聯帯か＼疹～こととし＼ヌこるゐである。

　　との姦〉がw〕圃本土ヒの誉渉カマ瀞いもの遣あったろう・ことけ、、藩制
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　　　　　　　　　　　（濁
蹄代には・募声陛下にあったbで毒るから、＄、こノ）島のも諦か9今〉も

地方動A）bと、　：起：きな、或いを以廿ていびいハもしぜ・代なこと：とし＼え

よう。　　注、　聴、『（i6bab　．＃、母民築石工事に参棉しご今瀞癌回る．寳；灘12自63∫）鼠．私斗美作卑

　　　　　　の〕＼飼によ9今・沸藩ゐ添属とt＄るP

　　たとえば、アクセンbが単三によ・っては一、　翼）種？ある今＼津；地渉

　0）ものと同じで崩っ’た1）・　それ刀v’〈ずれたYっ、ずあると考えeAl・

　る篤力か1’嘱昂こと。

　　また．グベン》。（金atrち賓産X）、〉ヤガ（’e　t＝ら堀掬・な’

　この、エッ￥（たくさん）、・。さん力。師駅の曽）捨ど、使

　5ぱ旧いつも、　そこ」㍉ニェアンス、兆、　豪予士む方と残S）がなし＼o、

　でうではあるが、皿｝三三土ぞは、コナ・て・アナイ／こ〕ナナ・アナナと．

いうの9・・、 蓬・ぞは、コガ・イ・アガイノコガナ・アガナー上いうことがeノく、

7’t：、知らナンダを知らゴhLZと乞．τ・「」しZいるthσ．や1初、

島のことば蒔違，。ていると受げとあるもとド獄。マいる，

②　者’韻上一」）ノ二色

　（i＞｛一ラ表

　標》饒勧蓄譲。だ音獄㌘綱、るのは、あ誹偽栖戦台魁勅
翻飾諦奮が続・へた湯昏に、嗜徐韓勧揚含乞は幾つた者になるこヒ

カ噛る樹廿、自象翠諦ので枇めだ・て痩。て・＼娩のや而騨諦

lz出って．　eの｝ンもに帆・者は気づ’し・て幽い執、のぞ、あえてミの窓・

は西げ’』な’しへ。

　たth詣桑的槻のではある帆Pt．購みら2し一．・・U・く）か・を数え

ておく。

　弓、／w／は、　tわ〕控け℃ある。
　つ、ガA／・ii“の鼻鴛it＊　i＄し・・

　幣る、　／ts／　が“、　［葛四丁ごけ’　’で尊く　t絵〕　㍉，ある。

　　一4、　〔ぢ・づ’〕　はかい。

　（2）、意声的驚徴
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一1、　凶音の／N／は、極≧贔て．軽口く発く者・さ礼7：Pことがfoく、　たい

　　ていのばあい、直前」）音節に半才白く：・e7　LXの一段さや蕃売く。

一2．　しち（一し・質）、　した《下・一＃）、　しつ　（失1質）、して（棄て

　　猫◎テル上喪。た賠バカめ徐ピカ［L〕はtt〕tts。て
　　し＼　る　　 ξご　　と　 ナ》ミ、　名～　し一＼。

一ミレ、　そして一・e九かど’の　［そ〕　1－S　［ホ〕　にかってし＼ることかる

　　し＼，

一4、　これズそれAあ恥A芝3献塗どのしれ〕　は、　［イ］　にな’・て

　　いるぐとがき多い“

一．s．＝kO・tSのしαb　N“＆．　ta：：に洩、て・＼るeとpy’　epい．諮県

　蓄斐は島のjt側J）塾搭の一方がLlい。

一6．　洋・音飾語を一蓉9乎・樗るイ列1）r、　名）詞だけで塗く、　抵る秀璽ヵ動詞

　　12もあら、　6禽飾あ各州父）形・迷執いこ庵、　ある蓄節を・像暗干る

　　もわカx・～殴るt：

一7．　　［さ〕　衛x“　［ち〕　）や　Lイ足昏ユ　に爺くと　£　ts＆〕に愛るぐ

一8、　　［では，i　は　〔ジャ］　に湾る．

一9s　［れ・は〕は駒ヤ】に襲る．

い・ぱMこ、単諦を構成してい乃宅矯節帆・＼。ヤ　と発者錫し

る．

③　交法hゐ塒一色

　（b．ある考隻（ハ舗か穿け、幻ヲ誉していることが’＄い。

　一LL主ネ餐の資∂制の　iは．」’tかに1は、多くのナ易令尺ジ配している。

　ごし2．臼詞の前に淑るtで〕と藁虫合して［ジャコ　ヒかることが

　　　多い．

　一1－3　〔は3」ゲ前にある！オし〕　と融、含・して　［リャ］　となることが’

　　　多い。

　一2．　案旧格翁助祠［をコは、で0）前にある蓄ゆ蚤9乎者に含ま完t否

　　　ズ｝＞s　Sっ　　’f2　く　　尺藩一す　る　こ　　どか・屡　レ＼。

　品＿｛δい罰の3々詞［と3は、　しげしげタく落する。
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一：3⊇助調［と．〕　わ傍に、　［いろ3　カv｛嫌くと：駒虫含して　1チュー］

　　としへわ汎1ろことが’るじ＼o

一を　すあ酋を回す贈調〔にヨ1ま、

　　る，

（2）

（’．3）

（4＞

CF＞

（6）

（H＞

ししご・し1ざ欠：落するか　し／て〕　1こるe

藻体学頭11・thユけ、　Lン〕といわaxること，1霞・い“

蔦消」う助動詞に、　〔イ〕がある。

加消の係イ牛を表わすのに、　［〉ズク＝＝］が今われている“

絹附子の渦四刻こ、げツ導け〉正誤使」n　IL　一rいる．

着消ハ；権塵トを琴！わtj）に、　［マカw3郁使われもする、

動作ハ遣そ了態窒te陰存在・奮～趣、　［　ID　Iレ〕叶｝日で壱わさ批る、

両』巻つ）惇1いわけ［§し、〈督ん古しγしてい・ζ〉ようである。

纈　文詰の脚力v喉ってしへ澱沸．開請が、いくbがあ㍍

・ヨ．　ナれ勲裕IJ、終：一寸クー連体，、ラび［往ヌル・飛騰｝レ〕、系件

　　形’かし律マレ齢死マレ）2一、2乱畿化1せずに乙・／んばんに使わル

　　卿てい：る＃

　・一一2．　　冒着りる・足，りるnt・・】　かど’は［イ肯｝レ・足ルー・・ヨ　と五畏

　　w＞■“）：型か便；りれ、一一一　f5漁圃盤iま濠だ慎われてし＼かし＼。

　r3、　繧役あ助鳶か翁♪L解る・させる⊃　は一・低算齢惚の一蕎で党、

　　ま　ツご｝、　　　　［＝ス　一　　一特一　ス＝｝　　を　イ吏っ　　一て二　t＼　zラ。

（Cl）　者硬に、標準誘ゐ場・魯と審＿うもthか鵡；．5・．，

　　　へ璃『勤調慰、ハ留意樗ぞなく、一一看悸、1こかる，駈
2
ふ
．
4
．

［
　
も
　
、
　
皿

（lc）

一5．

サ有壁詞詳、

［4㌃く〕　IZ、

£射る〕に．

う。

［羨δユle、

となる．

〈・骨伸一かいわれそ〉んσ）酬あ欝t」

［て・tc　．］魏向くと、［Kて・イた〕という．

［て・た〕　か『繍くと：、　［モンて・モンた〕　とい

［て・た1　㌍恥くし、　tアソーで・アソーた…ユ

　　　　　た惨し、一iil；い．人の脅か5は消えてし＼るカ＼に兄丸後。

ひと舗きのセンア／スの㌣も力

　　煎分の並乙けが、株準の湯含どSJつた並ゲ》をしてい7」

もの　（倒叙）
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　　　いい始あた爵励各と．、いい読けられ婦擁kが当然5z要求

　　してし＼〕る兆（hと、眼庵しかいいい方　　Q患応あ》慌れ）

かSkが、　よく｝鬼八た那、　これら障もらし手ID話しぐせと：も思けれ、

こ、わ艶》パ勧鬼、：わ琉徴としてと・）捌ウ’㌧るには・じゅうが。やな鬼

闘魎1重要で～解るようた三。

　斗．ての他

　　①　地薄、選、）耗．の揮宙〕

　有物上嚇一磨鋼県、励貧刊こあり、館理的こは、での障地部の今沸樋》

との交渉帆堅くなかった。　しかし一な島」恩便10）」もく）とも一衣1帯下といえ

る状毯で接してあ・塾）、山陽路の尾直》面からの生．治物資あ和入、や峰）の生・

産診ハ移緊ぜ（甑ヌ泡く阪神地》どのつかがiいし既く翻塾つた之と．b脂畠

の．尺の顧言辞．生．〉もの上に、捨に程かの影響を訊しそ（ils・りはすま・レ＼かと彦え

たこと。

　ぐれ直、．祠」兇睾周詮みため．A｝劉知．ヒして、弱く、かつはばかり多いぐと

で肉るが、〕調査着㌍葵しい地に蜜がける。とに託償「奮がっも≧と㍉、での

一つ1こ1よか、ていfJのぞある。

　　②協ラ・昔　・

　？可部　か起信民

　　③　協力内容、tt

　爾　B周．鉦の臼酌わ多法、話しあうζとについて、のあホ・まか野牛・望を説

　　閥レて、

　　　　’糊しをあ．選｝赴と、その煎’諦を4降るたあの交謬鉢

　　　　金栄琶を嘆方念⇒るB賄一の沃是

　　　　鎌巻橘る場』荊rJ）選．定とそのイ吏用許可をイ㌣るためる交渉

　　7Fどのすべてセ棒評した。

　（2）　訥査を愛施するBi3は、町会・r首としての斡旋方についマも懇塵：して

　　tl’長譲≒を件た。
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B、表言しについて、

　塙＝号で憲わす具イ苓く昏声の壷竃甑1

　畜・声の糖’しい養見繋か、　そ・の表常こに商たっτた：い「載つなことは、　承《Dし

ているつもりでは濁ろ．

　しかし、　モ91Lを正レく身ヌ言こす；斧ことに、　じabうもくんか自イ名びなし＼。　ば

まじ精添’ちし〈見える表誌をしたがたあに、がえって為外な誤一解・一髪

1祭窃者：斉とは孟「たものと3サと，られ㌘心醜か・為ることに馬か［）球しオズ

いかを弄§れゐ、

　じゅうも・斜な吟ロれ嫌，た条伴によフて判断したつい）t’お・て臥

でJ）DK7　Drkゐ要換にあてはま乃と（bも含めウの嘩に、懸落しや鬼面、9　hx”亙り

かね塗い有巳力で湾↑われ石と一するヒ．　そG）｝判断rあ正当s’生は、　まぐ組あたり

麦妻馬4毒して・あものとか乃、

　どとごとしいことを心したわ、＼葱吉範は、精禄藪な餐鬼寒の忽畜果を表題しな

1もの尤～弱ると、　いいされないのでおる亭

　　　たヒえげ、59bイ了青のがびさ伊、後二兎音に畢ち棄し一で、後食鳥の本来

　　⑪竜邑に優し・5，生じてし・るよう叛泣叡剛者、磁び1岡》叙、＼〉

　　ち》夫うミ酌にそうかるのがどうか」）奪臭察が、）鬼鰺ご器飛5）ときいつ馬藩

　　ちなくな一E・れるだけの、誇田・雷・疹）主．意が払われtてふ’1｝、　ぐれに閥ダlx．す

　　る’ン策び正レ《とられてい乃kiま、いいきれ翻し＼⑦之ある。

　こD琵rず」）言出き舌を掻成疑る音声」）モれ．それ｛よ、オ票》益者陶と、聞こえ。）う

え黛変一、ているとの印象：は｛5とんどうけない．そ八で、壷象竜した談話D

文野化に看たっては、カナ表3乙によることにした。
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c．ll？録内容①概説、泣「記

1、’？イいし ょk如まぱなし

　零悉が、　Oしど魯売さの状態ぜ次でと雇蘭していったの

ゼ、　こミでは、　いくつbSΦ小＄右に琶切るこ　とを　しな

い’で」～・し＼た。

2、録音した立自a
δ．β菜　音　滲　置前

男
〆
↑
民

　
｛

　
↓
二
目

ナ
し

　
上
　
村

謡
〇

十

員召和∫o江（1爲件臼
エヒぐ　　マチ　　ハカタチゲキノウラ
、遷鼓’渇凝越智郡伯腕ン町フド浦

　　　　⑲立のk尺の’1ヌぜ）

醐溶：3じ茸一生れ

視征はitS凋丁の毫人会蔑昏会・会、＆。でれま一x・、町の膿一毒心合

lZ勤ゼ）ていた噂

　琴律地しハ水回bNち他：地に移t｝住へだことはかいが、観光め菰

にはよく題かけたe

　瞬の流凄uこよってあ・e＞ギ↑t・，　1こ表わ敵る、　ぐとlr9の減当心愛

イヒtは磯毫ヒナてし＼』る，）N’、　．生｝む’》一ミ㍉の色，キうし、1ま、　よく子辱lr有してし＼るP

　℃蕩をはるいンてはかいが、lj　ox松ワ畿オよく認す。録：欝サる

ことをいくぎん撫識！たも」〕か、いい涙んで、よ1）土。踏ことば

臥①し・い初こな函した乏とろhN’，　aa漸る．だ献，話しざ’りは

全こ・φ倉・として薗くなっているようにix見えかい、

○亨聾駆ヒワミ氏　　・女　　胴漂る3．年生γし

　　無就励確’塩営む伯〉鞘汁して肺箆奪・前（b鄭鯵
　尋、常高警ノト・三笠お馬で弄黒曽・年並。　（前上PtN、

　　皆体地ハ・ド浦わ・9他h地にぎ馴｝悔、勺だことはrsいが、観尾弛

　光にはよく訟かけた．

　　詞『上氏上、司様、．東地’ン毒ゐ特衛3まよくイ吊有レている。

　　，よ　く誘　し　、　　よ　く　・笑・ラ　。　　ノ」、　さ　な・　こ　　と二　に　・1し　す　　く　窺』を　く　　iぎ　≧1　・く＼カギ　ら
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のようぞ駆；5。

　こ）日電査ぜX？古し矛のき召介・’着ゼもあ【〉、

者一きも～tSろ阿隔邪秋信氏の詠着』ご㍉あるm

ヒあ話し豪いハ司会

　○山憩や又s珍＼　　一・tzr・’　　ER瀬42箕婆ヒれ

　　　わは｛1．牽伯方一尋常馬等身il．￥救高等噂斗をメト嘗。

　　　狭臥病酬才虐別以前1嵐械帆船で．π酬N逝神ウ面へ・b物

　　資輸，送をし、臼f？も衆’船して活躍した、

　　　仕馬刀酬御翫瀬戸内海の刺竃⑰走をくe返した択本鰹
　　はオ浦も他ゐ地に移り住んだ3t　［・i　te’し＼。

　　　神Pt・　k．瞬勇ことに冠し渉二会体餐かったよう‘であろカX’、オゆ噺

　　錠と球の曾爺をくザす獄どゆ影響な愛けでいなし・委う一t・ムる。

　　　船矛気ミむ乃影響で、話しτいる》くみ＝陽念の壽ぴ馬く肇し＼、

　　　≡話し救テき炉ハブおろう、話してい㍗Cとに・！呉£斌穿℃ると、疇い

　　浮んでいること駅そハ∂まKラxウと漁九し＼f：蜜るという・ハで甘

　　獄くて、書合q宏していい漣み、乏の翫㌻をくり諺紀して話しか・ナ良

　　むと・’x　S傾㌍淑る．　為るし・lll・・．鍮蓄牛駅とを童さ這＝瓶てい

　　たみぞ、　そ・うなったあ船とt竃わ2？しる．．a

　　　また、説しだ｝と、他の尺ハ浮言馳あ、て・b、自分麻か1っ

　　づh途一蔚三年つこどはdノーく一　　　”言舌しS場”　を一尺じあしよ

　　うとい9あで～しカミいらしいms’　一一一ぞ．かまま詩たげてρ）＜ぐとがL

　　時炉：垢た、

tt3会葛

　　阿暑鴨　秋信f．．　　零

　　　蹴在、叙浴ヒ醤一面つぐ今論油日P靴フェ1レ＊・・　・一巨蓮

　　吻諭している瞬3象・一杜ゐ役働。　d’

　　　木浦一之曳熟脊ち、今嘘水）事la住．み航げ℃毎目今治ヘゴ亀うてい

　　る。｝F］tt一．軍での一己わ、葺瀕勤弊の噸峰か・む凱内告憶題膚の．参

　　くの人とiし1接して、決第に氏俗」｛蓬一い、ことに／とば」）凌・獅氷IZ

　　興昧を荊一二、ここ20算ほど1匂かぞ老べた一t5の間から■しだんだん・
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忘汽られようと．してい診言語ゐ握1）起し6、淑錬1こつとあて后

ら札る。5000語に麺しい受うした≧とばのもOノ更が世：に不：＝され．る槻

zN2Lう軋ついてい⇒よ5一ビある。

　胸席者

。阿部　マfi卜氏1　　・女　　鴫》もfi年，生．れ

　　木浦に≦しれ育った．

　　壮算みころ、素謡にts　一（、）」・営膝．に勤泌て吋・eとteあるが1

　逐次Js｝．戦拳牟期に亀の，止〉も・地ットδ畜に聚q、土ナbo＞『7す一に裁緩の

指導．をしていろ一斡誌し・綱it、高・・釦齢であること釧璽わ

　9かい。

　　もの静かか希音ηくちは、　人、かe3｛ハ穏やかささしのば㌦せる。

　　蔚ゐ移るい蕊㍑わ辻る誘題の雇（韻を考kて、鐸介・，言出揚浜8

　れた、、b”で菰乃。

　　　　re　一，’かくφ縫が、金展音の中で他・へ話お郵にかくれて、失

　さtgか・〉ち言1　分・　tw　2－3あpのみマ・Ll着しま身しる。

　　土地、ハことばゲ、　し辻んにではtろ・5が』上品1ご嘩iかれたサが・

　たを鬼・せているよ5ぜ～鼠／o　．“ことにセ〉テ・ン入のネ斡造に心〃しか

　れる菟みだぐ蕩ろようだ。

　録音涌してし＼る乏しぶ1）の也んだいを熟して思うく［）　1；｝z、斜の碕総での

木浦帽）テ　（い籾Dる学θウかぜは嵐．その土地の生薦の中で有ぢ

選かれて身についたインアウ均夕か気蕊とで叱い一）てかたい褐ゐをオ奇って

いる》・層の諦1い。と：いえでう・で萬嶺。

　土の土沸の、Sts　i）気のtsし・、裸のままの姿の片鱗がのぞいてし・る都体、

もtsいずはないが’。
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∫、録∫齎撮3蒐

q）1も｝席1着 十であげた3；尺と、調査ン智とフ）6尺、芦げで彪：る。

（2）　話“（b進行状｝Fu

　　　紹俸着を逸じて、前’tうて丁解しても己ってシ）つたのゼL、　会・，

　　場であいさ：つと引ξ〉龍がオんぐ、席につくと死5寂しあいは熔

　　まったあて、　で」～ヌ．乱φカ＼ら払い一之多論者1ことりか力＼る添ぼで・あった、

　　　話ハ贋轄い窓ごくしぜんに行二つ粧、前」話’」）Ψカ＼t’肉n話お糸

　　ぐ考が開方・れることが多く、魏会・・着・ザと・く、2く℃乙爬llをξ・るごと

　　ははど八，どガeXつた，、

（3）場の雰駅気

　　　尻きりあ5こどがし＼かに湿雪しくてたまし律いとい5よ一9に、

　　とり‡・げ一乞い災いあわれてし・ち．，

　　　盆がい隼黙を、心血のくとして融け豪い、いわば上げとげし

　　古の全くない、恒ハ除方・れた暮レ加・をしてい灰・尺たigの含話

　　のなご鐙がきが慈こじられる場面一へ者罫会地ぜ1叡たゆすくは得

　　駅恒し、㍉ゐでち・たと思わ耗た。

（編老ラ主〕

　録音を聞くと分か・るようド．複数の話画題時ド発言してし・る7＝め

に聴取．困難プ詣部・かゲが獄りあり、文字化を担当さ晒存杉山氏11；．さぞ

苦労され1・ことと思わnる．原稿1・t？・，聴取不能として　線のみを

記しア・部伽移硯ら揖・O・・’、本｝　1・　・・、7aうち、比較的応酬蓮

複して…ヂい数箇所（原稿全体の約三分。一）を逸ん㍗糸面・収録

し起。

一129一



司

Y

H

　　　　　　　　よもやま｛享プ’し

託し手

　（略号）　　（氏　名）　　（性）　　（生　年）

　　図　　村上　寿一　　男　　明治30年生iれ

　　H　鵬睡・ミ　＃、明殆3一町匹
　　Y山岡ヤス∋一女一明ラ台4z年生？れ

司会者

　　司　　阿部　秋傷　　男　　明殆脅年生尋壁～

同席老

　　A　阿部マY　＃　明野一一れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ω　　　　　　　　　　　　ぐ2）
コーマイ　コ丁プ　キザラエ　：⊃ンコ　モ，ッテ　キヨックワ娠

ち、、さ午　　こんア’　木皿へ　沢庵廼㈲盛。エ　幻痔．
　　　　　　　　　（3♪　　　　　　　　（9）

ジ∋一ズニ　ミーナ　ツケトラブ。

じsう「ザ匹　　　みんな　　i覆tTてvる，

ホンデ　ウジマケン　アノ　アジが　エーワイプ　アシコラノ

吃れτ　　　τごから　　あの　味グ　　いい♂れ　　あそ二へんの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐの
ツプモ，ノワ。　　ジョー；でニ　 ツケテ／　カロー　ナィヨニノ．＿
須物1一；・．　　　　じ♂うマ凋し　　磧けzれ　　からぐ　　婬い／う1＝れ．

・ソギ刀ラ　ツギエ　 ホジャケン　ツプルランプノ　アレ万・

次む％　　疫へ　　勧～rご。・ら　　須・箔らしいれ　　あれ乞．

チャーント　シ：不ズケニ　 シア　オイトクン　漁
ちゃJv　Z　　　　塩磧F　　　 しエ　　量いZ琵くの　　τごろウ。
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司

Y

↓i

Y

ヤ・ソペ　 シオノ　カゲンガ　チガウンηE　シレンワイノ。

や19「i　塩の　　　あんばいび　達⇒のいも　　　　しれない守。

ンx／ンユ／＿　ソノ　八ヨー　タベルノワ　ヘヨ　タベtL・　ヨー

順々に　　　その　早く・・　食べるのσ　早く　食べる　よフ

ニノ。
　　　vへく～～ハ糊。
にねt

　　　　　　　　　　（ζ）　　　　　　 ‘ワ♪　　　　　　　　　　　　　　　（宮）

9ミヨサンプブ　ソガイ　ィヨ・ソタワイ。　　モー　ズート　ナヅ

τこみよさんウ＼　　｛めようi；　　言ってし1f＝よ。　　　　　もう　　’ず，　o　xり　　夏二（1こもres，て）

タベ’レ　コンコワノ。　アノ　ヌヵ1　ニンヨーグラf　イ、ヅチョ

食べ6　　漬物11；ね。　　　　あの　　糠を　　　二升ぐらい……　　（樽）一本
（9）

一点　 一アヨ　ークライテノ．　　シ不　 ロクショ　ークライ　づレ’レ。

に　　二升ぐらいでね・　　　　塩Ot’　六サぐらい　　　　入れる・
　　　　　　　　（IO）
ソシア’　9一　ソイヨーxシテ　ズー“／ト　アノ　アオイ　タイコ
｛うして　　 毛’う　　 そのよう1；して　　　　　　　　　　　　 あの　　 青’し1　　　ノく＄良ぐの）

ノぐガ　アロー。　　アレデ　クワイヨ　キツーニ　シア　オE9一イ
　　　　　　　　　　　　　　　　　VVVVNA，’VV
葉　DV’　　　孝1　ろ　う　。　　　　　あ申して一t　　　具合　よ　く　　　　テ螢く　（おおい．を）　して　　　　重．　V、

オシシトクン繍ナツガキテ毛ヒVN7｛アジが
才甲し詮　 し1潟くのrでσ、ら　　　　 夏．ij　Y’　　　来zも　　 ！少しも　　　　V＊es’

カワラン。

変らrsい。

オーサカアタソ　イマゴラ　ドがづアカ　シランが　ワシラカ“

犬阪・’ど（τiお　今ごろb？）どん・fS　rsぐの）η・知ら・ゴ、が　わr坊・ゴどが

アノ　ナンジャワイ　づトル　ジブン＝ワノ　も｝　才一サカアタ

あの　獄ん1こ給　　　 行。てる　 ころ　に1浮ね　　もう　　人ア反な』“

ソノ　ホーコーXンニ　タベサスノワ　　ノ　センバア　1

　の　拳公人に　　　食べさせ勧磁　あm　船場へんめ
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司

條1イ無ジag’　’薫1繰1≒一．錨∵

ナンジvッタワイ。　二∠＿tLWZ一　・＼ヅシ，一ジオジャ　ユータ．
　　　　　　VVwvvv
なんrゴっ1；ね。　　　　　　漬物19　　八升塩．　　　rごζと）　6っr二。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ll）

一一e
{∫更f・周期フニ嘘島（xtt／ti’i」、，　C

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）
フターキレノ　オカズジvtV＿．A一一e　　ジャキン　フタキレ　クラづノ．

；　　きψしの　 おり＼す“rゴe　　　　　rこから　　 二きれ　 ぐらい0）

オカズデ　ゴハン　タベノレンジャ　ソート『　カライ漁一（笑）。

お・・ず煽で　ご厳㈲食べ勧て“ll　　ゲ初　　辛い　詑アゴ鳳

∵振痂∴∴∵ノ・（H　・一一一一一一一ww“）

八ッショージオ　ジャックラ　フタキレ　アッタラ　ジ」一フン

　ノ＼升虚　　　 ft r；ら　　　ニーきれ　 あ7件ら　　じrpうぶん

アルワイ。　（笈）　ホン｝二、。

あるよ．　　　　　本吉1；．

＼／ノ　コンコ・フ9キレデ　、じ　ドがン　シヨッタカ・　ワシう

その　　香の物（を）　二きれで’　　　どの諭伊）．し1し・τ＝（の＞e・（ね）．　わし（f・5）

アノ　シューセンゴニ　ナンポーデノ　コ／ワ　ア1レンジャケド

び）あの　終戦後ド　　　南方　でね　＊　19　ESa）・rt’　・ア膨も

ツケlkノ　ベッカソジマッ9ンジャ。　　ホント；　 ヨ1レ　ゴヘンカ

三物　　1？”・e・O　τt’・・r・　め越　　そ幅そ　夜　五へんい

9ヅペン　ションベニ　イフンジマノ．　　／｝レマー　アソマセン．
六　　ぺ9人〆　　　　！j＼i更（をし）it　　　’f　trくのTご　　ね。　　　　　一稼しう間t　：i’　　　有りゼ｝　しノ’v㌔
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Y

Y

フン

ふん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ13）
マ・ソバワ　アラ　：プダ忽ト　ツケモノダ’1ジャ　エーヨV’，　タラ

やロワ　あ4～1？　米rゴ【すと　ラ責物　τゴ’if　z・tll・　　栄養い’　足り

ンノジマノ。
　　　　　VWVVVVWVVv“o
t“一いd）1ゴ9 ﾐ。

ツイタチヤ　 ジュー：ゴンテニャ　 才カシラツキガ＼ユワン＿
　　　　　　　　　　　一つ再こちく朔6＞や師うごんちく†五θ〉！・i？　尾頭つきbX“　　　いわし〈鰯〉．

ナンジヤワイ。＿　モー　ソレニー　キマットッタラシカ
なんT：“蒔。　　　　　　　　　　　｛う　　そ＃・L　（；　 き寺）ていr：　　bしい

1∵∵濡ンノ欝と）∵ラ’（∵）

ソイデモー　コーベア9ソワ　ソーデ　ナカッタグ　オーサカアタ

それ・でも　　　神戸乍と”（τ・）仔　 そうτ巳（1？）　獄々㍉1；ηぐ　　K阪　 勺｝ど’

リノ　ホーコニンジャッタラ　石一　オトコワ　カクオビニノ

　の　　季公人　 であ．rこら　　もう　　男　σ　　角　帯　ドれ

シ09ビ・一…。　　オナゴワ　モー　シマノキモノデノ。　がラジv
　ノ　　　　　　ヒ

　e足袋……。　　すIIF　もう　稿の　着物て・韓。　　柄（物）rゼ

ノ　カスソジャ／　ユーナノ　イ・ソサイ　キセン。

、の　　 餅　　 rこめ　　　 いう（ク）（ド｝）　　いっ＝さい　　 着’せブ’V、．

フン．

3・ん。

シマノ　キモノデ不イテ　クwイ　1ビかノ　アレE．

縞の　　E物で　　そしZ　黒い　　滞かね　　あ輪．

フン。

、3・ん。
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〉
－
M
U

M

〈
ハ
ロ
〔
司
H
目

ハオワヤ　ナンカ　イヅサイ　キ　　　　　キセヘン。
　　　　　　　　　　　　　　　　tw　　　　　　　　　　　　　　Ptズズ
羽織や　　など庸　　い．さい　　　　　　　着せ・ゴい。

＿　ムカシワ　ワシラア・モ・　八ギア’セノ＿　ハイチ

　　　　　昔　 瀞　　わ作しらでも　　1呼ぎ9あわゼの　　　　　　t｝いで。

アッテノ。

あっzね，

ソーン’　力タヌキオノ。

％うそう　　膚　才友き　をね．

　　　　　　　θヰ）

V一・VV…V一

vvvvvwv’v”VVVwve

アレワ　ソs一シガ　ヨー　キ1・ソ9，

あれtl？　漁師Oぐ　　　よく　 着Zいじ．

ワ∋一シモ．　キ1レンノP

漁帥毛　　着bしn。

フナノソモ　 吉i・ソ9c

霧分乗り£　　　着zいr：．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　as）
ウン　ウン　フナノソガ9が。　ウチノ　ソラノ　v漏）サンズブノ

うん　　　うん　　　船衆り方ip・t’。　　　　　（私の）家め　　上の方の　　辛倒　　さんOX一ね

（図ンー）＿＿　シグワツマエニャ　シゴトニ・　ドーイS二

　　　　　　　　　四房前に1？　　　　体事に　　どのように
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）
ス1レンカト　オモ・ソテ　 ミヨッ9ラノ　コ〕ラ1ブ　モ．　’マレライノ。

可みのり・と　　　思。て　　　　見ていrこら　ね　　ここあ回りウマ　もう　敬れるt；；ね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1ワ）
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司

鵬篇1∴1）ζ蔓（∵，1諮

モー　ドダィガ　ナィヨ＝　ナルマデ　ツグ。

＝しう　　もとの（布）かxt『　、無し、ようf二　　㌔S．る？てSt　　つくt一。

ドレガ　　モトヤラ　　ワカラン。

ど亀れかv’　　もとぐめ）η、ドぎ　　わ。、らreSレ、。

ワカランヨニ　ナ’レe

わη・らアSいように　獄る。

サシコヤラ　ドヤラ　ナニヤラ　ユ｝テ　＿e
牽｝1し子（ノゴの）2ijxど’うとウ、　fv「1’とiP・，　　いって

ムカシノ　ヒヶシガ　キルヨーナ。

昔の　　火消しO・y・着るの・’。

フトンデ丑　アノ　イエこヨッタラ　ワタノ

布団　 でも　　あの　　家　によって碍　　　綿の

v．＿’vvvv　アラムシロノ　ウエー　モッテッテ

　　　　　粗むしろの　　よLへ　　指っ1行っZ

ウチシ｝ジャVVVvv　ナニー　ユーンゾ。　　ウワシキ

三七ど　　　’Sんと　し、うのO・．

モ．メンノ　ワタノ　ナィノ才ノ　コー

　木綿の　　　綿の　　（入ら）ないのを韓　　こう

（Awvwvvvvvvv）　vwv－wvwvvN，e

Vv．V．VVv－tワラノ　ヌ7毛ソデ　ワラデ　ソノ

　　　　藁め　ぬくも9Z・　藁で・　Eの

　　　　　　　　　　　　　一135一

総一・）

　　　イッ9　フトンオ

　　　入うτこ　昂団を

　　　　　　　　　ヘ　　　アノ『　マク’”。

　　　あの　　夜具一一一．

　　　　　ユーン厩．

上敷（と）いう鋼鵬。

アワシタノオ　ヒイテ。

合わ一ぜ＝rこのを　　　敷いて。

ヌクE．ワガ　トWレ

ぬくも9い’　　採れる



　　ンジャワイノ。　＿ワラデ。

　　　　　　　　　　　み　　（ク）　rゴ」二ね。　　　　　　　　　　　　　　　　豪　　　z”。

Y　フ｝ンオ　キテ　ネヨルトコワ　マー　フツエー　トコデ　£一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　布団を　　着z　寝zいる家1茅　　iあ　普通．　し1い　蒙z・　もう

　　アノ　ソイ　フーナ　ワタノ　ナィノ。

　　あの　　その　　ようアボ　 綿の　 ぐ入ら）ナ♂いの、

図　ワタノ　ナイ　ソノ　シキブ

　　綿の　　（入．7）≠’い一一…・

Y　シキブトンオ　ヒーテ　ネヨル　トコガ　ァッ9ワ。

　　敷き布団を　　敷いて　寝zいる　家。・”　あ．rこ将．

H　ソイデ　ヤッパシ　ソレガ　アノ　イマワ　ジ。一ビテ　一＝クルイ

　　それで　 や蒔り　　それ，桝　あの　 今（で・）ゆごくあτ二七えのよう1：　肉類

　　ワ　ヨー　タベルシノ。　ソジγケンカ　シラン　ムカシ／　コド

　　蒔　叔　　食べ記臆．　　それ幽・らい　　しら　　着の　　こど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）
　　モワ　ソノ　ヨー　バソオ　ヨー　ベソ13ッ9ワイ。　　ノ　。

　　もll　　｛の　　よく　　ノj、1更を　　よく　　　　していア＝よ。　　　　ねえ。

　　候）

Y．ソ”シタラ　モー　ソレワ　アラワズト　Eッテテ　：コー　サンベ

　　そうしtこら　　　もう　　 ｛れ，1？　　ラ先わ「ザに　　　 持つZ（ケ雪，）て　 こう　　 三　ベ

　　ンヤ　ゴヘンワ　コーヤッテ　ブチカゲテノ。　（笑）　ソーシテ

　　んや　　 五へん再　　　こ，うやって　　　　才丁ち祥いアで脇。　　　　　　　　そうして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（lg）
　　アメガ　フヅヌラ　スグ＿～
　　雨t］　Y’　　ア斧っr＝ら　　すぐ

H’ Aタベモンニモ　ヨソヨッ9ンジャローカ　オモーガノ．　イマノ

　　食べ物　r－e　　よ厭い　T：の1鵡勃・と　　　思うnx’・，IG。　　今の
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Y

司
図

H

コーワ　ヤsl／パソ　エヨーガ　タランノジャロノ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　mu子1？　　　や，ド；’り　　　栄養・かご　　足つアゴいの1t’ろうな。

マー　イeジ㌣ノ　ナッパジャノノ。　ダィ’コジャトカ　ソガイナ

　　　芋　ドめ　　菜っ葉rtmプ’．　　　夫根rゴとウ・　そんナ∫

丑ノオ　ジョーショクジャッタシ　アンマワ・一一…。
　　　　　　　　　　　　　ww
勧を　常食　　　τ∴7・し　　あ勧……．

P／ゴラ　カボチャヤ　ナンカデZ　：コー　チート　ミプオシト1レ

このごろ（感）　南瓜　　や　　守にがZ・も　　こう　　すご．し　　見直し7いろ

vvvVwVo

　　　　　　　　（20）
カボチャ　メズラシ　ナッテー一。

南瓜（｛？・）　珍らしく　・ゴ，て…。

イモガノ　コノゴ。ワ　9イセツニ　　　　ムカシャ　イモヤ

　芋bV・　”？　こめごろ口　　大切i・　　　　昔惇　　享や

カボチャヤー　 ダィコヤ。

南瓜や　　　 回報：や。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21）
ゴネンセ…　w7ネンセ　グラィニ　ナッテEz“　ヨーベソ　バソヨ

五年生…　六年生　　ぐらいlt　ナみ鷹　　寝小便（を）しZ

“／9ガノー。　アレ　ヤッパシ　イマ　カンガエテ　ミ1レト　ァン

い鳶駅ねz。　あれ縞）や1　’llLり　　令　 考えて　　みると　それ
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ダケ　 シヨーガ　 ・ナカッ9ンジ？N　一カ　 オ’モーズブ／。

；t’　iT　栄養び　無O・っ1この1ゴうりい　 （り思）ij・X“海d

　　　　　　　　　　　　×

Y

二三ーサンガ／　／＼　ワシが昌ハラン　ナカニ　オルジ’フンニ
　　　　　　　メ　
お・・diさん0回忌　 わしO・’ @腹の　中t・　いろ時分（＝

ヨワカ、ソタンジャ　　ンマレタ　　トキニャ　　ホシタラ　　　　　　イマ

弱tr・．・’r、　th．r、・　　　勤粒・　時1・1マ　励しr・ら　　　　今

　　　　　　　　　（2z）
ユー ^　ネンジンボシ　ミクイナ（笑）コデア・。タンジャ　ユー

い・f：　干し夫限　　のの獄　　　　3て・　あ。1・のr・“（のい・

テ　　　　　　　オックンジヤ。

　　　　　一て　　　　　　　い（このrゼ白　　　　　　　　　　　　　　　　亀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23）
チョッ　トノー　　モー　ナンジャ　　八ラヴ　 クワ・ソタグラィワ　ブン

M

ちぎつと　ね丸　 ＝しう　ノジん4ゴ　　腹Pぐ

ジヤ

τご』

チート

痛んア＝vぐらい（aこと）i？Fん・

コメオ　ィレテナ
　　　（z4）

／＼タ／シニ　シア

くト

　　　　　　一？i一こし　　　　　　米　を　　／）＼dへ＿てね　　イ券　飯　｛＝　　して

ソシテ　　ソノ　　＝〕ノくダケァ　　ワシニー　クワス　　ヨー＝一　シタンジャ

そして　物』「＊τ・幅　幽ド飢せみ劫ドしτ・バω

ユTテ　ネ1一サンラ；ゲノ　イチバVVVN＿．VVv＿

，㍗て姉さ硫㈱レ恥ル曾”一L
ムカシワ　ハ9ブシ　ユーアノー　コー　コドモ＝　ホトソ工

昔　IIF　傍’飯（りい・て織　 こう　こど’もド〈釧1労（捌へ

才イテヤッ9ソー・一…フンカラ魚イエジューデモマー
回し、て　（fVって）　や．r＝ワ　一一・一　　　　そ　ぜへ．カ＼ら　　　　　　　　　　家　　　じmp・う　　て晒も
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オトコガ　タイショージャケンオト⊃＝　ソ＝オ　ツイデ　タベ
男　ぐ主／（〉ウx“　　メこ　　？守　　　　　　r；一〃、ら　　　　　　　男　　　　i；　　　　そ　こ　5　　　　盛っ　Z　　　　　！食くご

サンタソ　スILヨーーニ　 シテ…’…，

で’一せτこり　　　 7ヂる　よう｛こ　　　して　一一一一一。

　　　　　　　　　　　　　　　　　05）
烈．謀tヤジ／プジげシッ捌’／ヨカッ9／一｛
男A　　一象の主図　権利か・　r・いへん　グ婁O・．rゴ晒、

モー　イマ　ゴハンデ｛i，　チャント　ツギソロエテ　オク　ト：工

劫　今側ご／飯で・も　秘屍　盟・1揃kZ　置く　とiBヘ

イテダベタソF一シクソZlレケンF　IL・／レコソ（劉

1’」．1食べ初　めしr・ワ　了るけ4～ど毛　それ鋭

イチバン　サキ　ツガニャ　キゲンガ’　ワノレブ　ヨーこし　レヨーッ

ー悉　　先ω盛ら・’けねゴ機吹兼ρ・　忠い　　月ド　して

タンジャローケンド／．

い1＝th　1・’Lうう　けれど齢。

ソレト　ナンデモ……　フロヤナンカ．ジャッタッテ　ゼッタイノ｛

｛4～ヒ　　㌔｝んτ1も　　　　風J呂　アゼと・・　rご辱って　　　　　糸色　対（1⇒ね一え

　　　　　　　　　イチパンデ　シマイヨッv，．xve

　　　　　　　　　－as　（＝楓呂の1？・・．・．・Zいr：．

フン　　　ン　＼一　ソーe

ふん　ふ一ん　そう　｛ウ

才ナゴ　ユータラ　モ．一　イ9ノマイ　ヌワッアノー．　ナンジャ

す（のい・ア・ら　eラ　板め闘へ　ff・で娠．　ア孤rゴ
　　　　　　　　　　　　　　　（2の
ハガマオ　コー＿一ナベト　ナベスケ1　・＼カ“マト　コイニ

　釜　2　こう　　・鍋と　／鍋敷と　’釜　 と　こうい娘＝
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ナベト

鍋と

サント

さんと

ワ　v．．V

ギ守

：〕nd　フ9ツ　マンナカエ

　　　ニつ　真ん中ヘ

ヨ〆トが　ムコート　コッテ
ー女集　とかぐ　　むこうと　　 こっち

　　　　　　　　　　　　（謬ク
き

ワエ｛　　ナランテ　　ナーがイ

上座へ　並んで・　長　い

又工トィア

捲えておいて

スワルト

すM6と

コイヨーナ

こasう硲

ホイテ　才バー

そして、　み婆

　　　　　　（z77
アー　オトコン

　　　男　豊

　オゼンテカラ

　お膳　で・も。て，

H

図

ハ

H

モー　ホントニ　／＼Pゼン
　　　　　　　　　　　vvVvWWc
・しう　ほんとド　　箱　膳

タ　ウチワ　tキダシノ

　　家II；　引き出しの

　　　　　　コレ

ソシア

そしz

セノ　・カイナ。

チヨツ　ト　　ジヨ　一　ビ

’ち1っL　　上級めいr：

ヒ　キ　タ“ンノ　　　＼ソィタ

〉レデ　（Mソー　ソー）　モー　ソレコソ　ユータう

それで　　　　　　　　　もう　それこて　いフ存ら

ド　ワレワレワ　モー　コレグライナンデ　タベルー　一
し丁姥しど　　　我『　々　　　1守　　　　　　　　　　　こdy　ぐ」ら　レ・　rデm　て・i　　　／食べ’ろ　一一一・・

　　　　フタオ＿α匠ソづ
　　　　蓋を
　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　 サ

ソイァ　フ9オ　コー　シタフ　ソレ、0　オセンニ　ナ1レ．
そ才して“　　蓋　 を　　 こう　　しτ；ら　　 そ才しカぐ　　お厚善1＝

　　　　　　　　　　　　　　（ユ9）
一。　ソレオ　カヤシテ　オゼンニ　シア
そう　　　そう、　　　それを　 ひつくワヵ、え，して　　お醸多ド　　　 して

ヒトワ

んほ

イカンケ

い【ア「sい

ral　5，

9ベヨッタ．

／盆べていrミa

VVVVVVVVVVVhvV
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Y　一一一一

H

ハコゼンオ

箱膳2
パシ　イレタソ

箸（を）入れτ・り

ロー。　ソレオ

ナヂろフ。　　それを

モノ　ンフンニ

もの　時分に

ソレが　エー

　　　　し、い

　　　　〃センケン

　　　ルしfiいむ、と

ゼンニ　シタラ

膳に　い協

マ｛　アサカラ

物　 朝ウ・ら

／＼ンニ

晩じ

トコラ　ニ

　　ヨー二

　　ように

ユータう

い”アニら

　　フタシテ　オクト　チャワン　イレタソ

　　蓋ぐ飢て　淑と　茶碗㈲λれ酌

シトクト　アノ　／＼コゼンガ　ナ；クガ　クソーナ

し鰯くと　　　箱膳り・’　中桝　臭・

キラウンカ　ドーーカ　アノ　ヨー　ウチグ　：コド

嫌うのい　どかhの　よく　わr・郎昆”

ヨソニ八コゼンデタベヨン／ガシッカソ
他戸ケZ“　箱膳τ・　食べて・・勧ウ・9　r・いへん

　　　　　　　ヘ　　　オモーア　カクサン　ウチモ　・＼コゼンニ

　　　思。Z　“　　　1豪も　箱膳［。

　　“　　　八〕ゼンニ　シクラ　イカン／ヨ．　ハコ
　　、、　　　箱膳1；　し1・ら　いワ・♂いのri’．　箱

　　　　　　
クプイケニ　　ユ～テノ．＿
臭いヵ・ら”（と）　し㌧てね，

　　　　ソ／一

　　　　その

ユー〈ンー：一アt

タ／飯ぐ後：）1；　z一も

　　　シニノ。

ことαご）〈”らい1；　　し’z虞｝。

9ベナ

食べz

ソレ1

それを

bルベント
昼　　晩．と

アライアゲソヤ

〉先いあげ腎れ1ゴ

　イレトッテ

　入れτkいて
Bo）

　　マー　　ゲエー

　　孝あ　　　いい

図

H　ウーン　ソー一nytシカ、、　ノ。

　　う一ん

Y滋娠，
　　船へ

そうこフしか、，r＝i｝’一。

フ不’ @／x×嫁＿

船へ　乗e

（一一）

ノソヨ｝レ　トキワ　フネワ　八）ゼン

乗。て・・ろ　時k’？　船（で適　箱膳
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マ
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ン
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一
一
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Y　フナノリE． ／＼：〕ゼンテ

船乗りも

（笑）

箔膳で・

ゴハン　タベ1レノガノー。

ご飯‘を）食べ勧ウ蘭え．

M

オ’レ

居る

ソヤ

で11；

チョーイト

ちiwと

　ショクニンY　ナンカ　オィタワシテ　ヨケ　ヒトー

　職人や　脱し脆）置いT；　「」し1　大勢入グ

トコヤ　ナンカ　バコゼン　タッチ　ソガイ〉ゐ　カブセブタ

所一や　なお（tl）箱膳ぐとい。）ても　老のようア♂　 か武せ蓋

ナィノto（Yフンフン）v．．vシカクナ・＼コエ

・’いな．　　　　　　　　　　as角獄　箱へ

　　シタ　アノ　ウエカラ　オーウダケノ　フタツキノノー
　　　しτ：　　，1；S（フ）　　　上　 0・ら　　 ネ皮う　　τ＝ゴ1ナの　　　蓋　 つきの　ね・

wvvVv’We

H

司

H

マダ　トーキョーノ　アニカ9エ　〕トシ　イテ　ミタラ　八コe

寺ド　東京　の　兄（。）所へ　今年　行。マみτ・ら　箱膳

ンデ　9ベサシヨッタi。

　で　　食べさFせていτ：よ。

ホーカ。　ア　ソーe　マダ　ソガ’イニ　シtiレノ．

そうη＼あそう．　菩τゴその♂うにしていうの．

シトッタ。

してお。t：，
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司アノシオ’二㌦2》……。

　　あの　塩兄ぼ……。

H　ウーン

　　ああ

図　　トーキョーノ　ホ、一ガ　オクレトルンジャブイカ。

　　東京　・　》ウ・　怠れτいるのて・・守魁・η・．

　　　　　　　　　　くヨリ
H　イヤ　オクレト1レテテ　アシコワノ　ワシノアニが　ワソヤー）ゐ

　　いや　遅れてい祝ζい，）てあそいを侮　私の兄が　桝あい

　　ムカシカタギノ　コト　又ル　ヒトジャーッタガノ。　　）｛＜

　　昔　 かτ；ぎの　こと（を）する　ひとrtl。　rこ　　ウv・ね。

司　ヤッパ　ソノ　ハコゼンオ　ドーシテ　ツカウカッチュート　ハイ

　　や｛？り　　そa）　　　箱　 膳　 を　　 、じう　しZ　　　 プ勇うa＼　　とし、うと　　　　　璽乙

　　　　　　　　　　　（32）
　　タツニ　 テタリ　スライノ。

　　達．に　出で＝り　了る囚獄。

H　フーン

　　ふ一ん

司　Jt3－Jヒ＿ハィタツニ　デト1・L・t　ヒトニ　ノコソzノ　バッカソ　クワ

　　そうvると　配達．に　出zいる　／＜に　 グ曳9物　　1ゴがり　　・食わ
　　　（33）
　セナ　イカンケン　ヤッパソ　ソレオ　コー　ツイデ　ツギワケwv＿

　せね1でい寸ないカ＼ら　や・降衿　｛｝匹を　こう　盛。て　盗tj・分4す……

H　チャーント　ツ＝ギワケトクケンドノ。

　　ちゃん』　　　　盛りづトけてお・〈ウ寸ね，

司　　　　　　　　ヤ・ソバ　　ハコゼ’ンガ　　ナキャ　　イカンノカモ　　シレン。

　　　　　や｛マ（］　　箱　 膳　ずぐ　 なけれピズ　 い！アre一いのO＼毛　　し申しナ♂い。

H　ンー　ドーカノ。　パコゼンデ　フターリオ、ド　タベヨッ9ノー。

　　　　ど亀う。・ね。　箱膳て・　二人1尋ど　食べていτ・嶽．
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マータ　ココ＝ヤ

享τ一”　　ここにロ

ジャガノ。

τゴ　ウ殴’ね。

コガン：〕ト　シiヨiレた一…（笑）　イーヨッタン

　　　　　　　rwこン4）、Pうz’こと（2）　してし、るグ）一一一一一　　　　　いってし、τ；の

×

H

司

　卜

A

H

マア　マァ　セト八マデe　アノー　イクミサンカ9が　イナバン

｝あ・　穿あ　ラ頼戸〉集　で宅　あの一　いτ二～♪さんの所ウv　一番

フルイモンノ　アIY　イエジャ～ッタケンドノe　アレ　　アスコ

古いものグ　 ある　　蒙　rご㌧r；　　｛す詐れ，ど鴨。　　あれ浮　 あそ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　（34）
ニヤ　アノー　ウテノ　チョード　ヨコシ……　ドーwノ　ドテノ

に　 あの一　家の　 ちeうど　穫側　　　道路一の　．t一手の
　（3S）

イデオ　ツブシテ　アレ　イデ僕）　イデオ　ツブシテζ笑）　カー

井f2　潅して　あ軋　井手　　井32　饗して　　　珂

ラジ・・関（㌧＿）
原τt』．

　・・ノ。　一”r7レ　　　一N　　一ヨ・19　　。

一k6　（’GL　（］

アーン

あ一ん
　　（36　）

フトイ

天きい

ソーヨe

そ一s。

アシ：オ

あそこ2

あれ1？　　ラ可　原（2）　し㌔ってししr＝くF。

ンー　　イデワ　　コンマイ　　ホーデ

う　kノ　　　ギト『｝　t？L　　　！1＼　さ　い　　　　　　方　　で「

ホージャ。　　（笑）

方　τごa

ツブスノニノ

聴すのにね

モッテ　イテ

持。て　行き

一144一
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ソレ　ホーリコンデ
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H

H

シモー9・　．臆．　アシコラノ　アノ　ムかシノ　イッンi一ドソ

し手りτこ。　そしてあそこ，ら（仔）ね　 二皆の漣チ此縛急
　　　　　　（37）
クソモ　エット　ァッタ＿。　モー　ナンゾゴトジャ　ユータラ
　穿ij　も　　　　τ；くさ1v　　　　肩っ　r；　一一。　　　　　も　う　　　　ナ♂：｛ニウ、（め）こ．とfi’（と）　　し｝っ　1＝ら

アンコイ　　ミナー　　ドーグ　　カソニ　　イク　　グライニ　　ショッタケン。

あそこへ　　　皆　　　工猷其（を）借りに　　行く　　ぐらい1＝　　していr；ONら

チカゴラ　た一　イェオ　ミナー　シンチク　ス嵌ンデノ。

迩ご楓もう　家窪　皆　　新築　すみので・れ．

シテ　モ｛＿
して（し）詞

フン　アレエ　ホーリコンダソ　＿遊二
ふん　あSCへ　’放今論r・り　　　　　協前・蒙1・・1｝　一一一

　マゴロー　）＿　ミンナガ　iンッカリ　タイセ1・ソア　モノニシア

今ご槻　　　皆・・’τ・い蜀　τ・・、ぜっ・’　物にして

wvvW”Vo

コーコーシタモ．ンが　アローガ”　ユ9ラ　 “アルカ” @ユータケ

このよう獄　勧ザ　有るrご‘ろ幅”（と）い，τ眼精る帆・ら）”ω…鳶

　　　ン　　アライデ’。　ワシラ　オマイト〕ノ　ドーグワ　ミナ　シッ

鵬　図るよ。　　粗・幅　お前のと巧の　溢一時　皆　矢・。

トンジャケン”　ユータラノ　　“アシコ　ツブストキニ　オ＼ソコン

てるのτご’D、ら” iと）　し、っT；らね　　 “あそこ（を）　ラ宣　す　ときしこ　　方引こりこん

ダワイク　ユーテ／　イーヨックガ。

　　かて特ω　い・．て斡　い・ていτ；帆
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目
目

ウメタテ＝　シテ　シモータンヤノ。

‡里　　立．に　　　して　　　しiv移んrごね。

ンー　アンコイ　ホ｝リコンデ　シモt一タンジvヅ9ケソ　　“オマ

うん　 あそこへ　　才欠9　こ匹で　　し落．τ二め　r　：’。τ↓　o・ら　　“お前

イモ　カンガイノ　ナィノー”　ユタラ…。

　も　思・慮　O・・’無いねノ（と）し・，τ錦

　　　　　　　　　　　　×

アシコイノ　デコシパイが　キ9ラ　ソノ　デコマーシが　キタラ

あそこへね　　デコ　芝居O・’　来r＝ら　　　　　デ：舞わし・ぐ　　＊一　r：ら

トマンノジマノ．　アノ　セバーイ　トコイ。

；，Eるのτ翁給．　　あの　狭い　　所へ。

ヤド　シヨヅタカ。
宿（を）　してし、f；ク＼v

ウンヤド シヨッタガノ。　フンデ　イッペン　ソノ　シ3一イッ
う／v　宿（齢していじ。で鵜。　　それτ・　いちど　　｛の　　在　市

ツァンカ9デ　ナンベンモ　アッコデノ　デコシバイ　ヤラ・シテ

さんの　所’で　　なんべkも　　あ芝こZ・ね　　デコ芝居（の　やらVZ

クレー　ユッテ　ミ　ミニイキョッタ　ジョーuソシバイガ　ァッ
　　　　　　　メメ×
〈れ㈲　い・て　　　ぬ・行。Zいr・　牙瑠璃　芝居・ぐ　為

9ガノ。　オジーガ　ヒトソ　ジ∋一ロワ　カタル．　ソノ　アレ

τ二がね．　　お爺（さん〉グ　一一、K（zつう争瑠璃（を♪　語る．　　｛めあれ〔ん形〕

オ　ツカウ　ニンゲンモ　才ルシ　ヤッパ　ソレが　クミン　ナ・ソ

を　遺う　ん間も　居るし　や的　そ綱・　組1：ts・

アクルゲンノ。
て　 東，るからね．。
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図

司

Y
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司

フン

ふん

ヤリ才ッタガ

や一7ていτ⊃ウx”

アワノ

阿ラ皮の

ガノ。

グね。

ガ。

かs’
B

シシワ

アノ　ハヤノ　　 イツノ本ド」カ　コンヨ｝ニ　ナッタ
　　　　　　卿
　　　｛びやね，　　　　いつのころり・らか＼　来．輸いよう｛こ　　ナ♂っT；

ワシラ　コドELジブンニワ　ヨー　キヨッタがノー　テコ
わ移し選L（ゲ）　こ．と“もめころIZ　　　　　よく　　　釆Zいr↓　ON“ねえ　　　テいコ

マ・パ7　ILノ＿　（＿＿一＿）
う師子鱗）1？やtaり

コトシャ

今年1？

工一　 モー

ええ

コノゴwワ

）のごろlv　　割　・含

工一　ソレガノ。　コトシ　ソノ

え．一　それ’ij　N“　”7、　　・今年　 そa

ホンタラ　ヒョーケオヤジが

回しτ巧　 昭慶爺　が』

翌㌃一；（HIL’）

ア　チューブン　ナッア？

　　中　風tこ　萄〉うZ　？

　　　　来るね

　オソカッタロガ。

　　蓮　ウ㌧γころうウN“

　　アレワ　モー　工一
もう　　あ曙！しヒ9L　　もう　　し、し、

　　ワ・リアイ……

モーケ　ナソヨラマイヨ。

もう・ア（（：）ナあZいないτごろb9．

　ソノ

　その

ウウウ。
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獅揖わしか・・勲いr吻よ．

　ソッチューオ　オコシテノ。

　卒中　 を　起しZれ。



日　ウン　ソー　ヒックソカエッタ。　ホシタラ　アノ　キクジマエ

　　うん　そウ　ひ・くワかえ．r・。　　そうし1・ら　　　ie島（医院）ヘ

　　ツレテイッタラ　キタジマノ　センセガノ　“コソヤー　アノー

　　連檀い・τ・ら　北島の　　先生ウ物　“こ如守　あのう

　　ナンボンナッタソゾ”ユ、一タラ＿　∀ンボソレジャ”

　　何歳t・　脇r・の0・ωい。τ・ら　　　“幾歳　　τS’”（ω

　　　　　　　　ハ　ユ｝クラノ　　コノ　トシンナッテ　ノチマデ　マダ　コー乙　ヅカ

　　　　　　　　い　　いワτ＝・ら｝ねL　　 この　 年｛ニプゴ’って　　のち蕃，で・　手rデ　　 （／（形を）三置，つ

　　イヨンノカ”　ユーア　センセニ　ヒカラレタ　ユーア　アノ

　　Zいうのウ・　（のい。て　先生に　叱られrこωい．て

　ワイチサンカタデ　デンワ　カッテノ　（司ハ）　ヒ・一ケーオヤ
　　’柔v　市　　　 さ人／の　 弁行一　て“　　　　　電　　言言　　ぐを）　イ昔　9　z　　ね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　汐召　　　　　慶　　　　　爺

　　ジノ　ソノ　ムスコ　ラシカッタカ“ノ　イエー　デンワ　シヨッタ

　　の　物　 息子　らしり・ぜ、か鵬　 家へ　電髭（を）し一Zいr・

　ワイ．　　（司フン）　ホテ　イエカラ　 晒ツレこ　イコーカ”

　　よ■．　　　　　　　　　　　　そう臓「ると　　辱～　 り＼ら，　　　’覧連琴へ＿〔；　　3i・こrうか、ク

　イ、ヨッタンジャが　　“イヤ　モ～　イマ　チューシャ　　シテ

　　　　　　　　　　　い　　しN，Zv、τ：｛ク）　τ一C’ク，・「　　　　　し、や　　 もう　　　／｛71x　　　ラr主　　 身寸　（を）　しマ

　モ：ラッア　ネサシト’レ＿
　　貰っ　て　　　 寝さし＝～し・る

A　lioN　vwwv－v“vwvvwvvvwvv－wvN・

H　 “ウン　ナオックラ　ツレテ　カエ1レケン”　ユーアノ

　　“　　　　　ヲ台つ　τこ1フ　　　　　　　連れ7　　　　 ソ肩う　る　 か＼ら　”　　　（と）　　し、つ　Zね

　＿）遊二⊥・一b　e　ソレカラz一ジ植
　　　　　　篭しZ　　　　｛　れむ＼ら　　　　　　　　　　　　　そ　れ　か、　ら　　　　　毛・う　　　　　じ’き　1；
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司

H
U
司
．
H
U

　　　　　　　　　　（3g）
ココラ　プニモ　セズト　カエッ9ガ『ノ。
こ　こ　こフ　（しマ｝）　　弓ε丁　　も　　　　　一せ＝「；「亀’｛ニ　　　　ゾ昂，　τ＝』　カ・ご琢守響

アー　ソーカノ。　　アレデ　アノ　ダィダィカグラワ　ヒョーケオ

あ一そうか／｝．　あれz・・あの 太々神豪tlz昭慶
ヤジガ　モー　センソヨー　ヤクシマヤノ。
　　　　　　　　　　　　ua爺い　もう　チ両　　　役々　τごね。
　　　（39）

一L⊥アレが。
一番役者τごよ給　あの人帆

アレガメーマーシアシ｛　・一タンジ。モ＝．（笑）

あr．Ox“’　ヨ艮（を）　，廻　して　　 し1っrこので・i守　　 もう．

・た・／　一アレがヒップノカエッ9ンジ・ユー7ノ御
そう　　 そう　　あれ一々・ぐ　　t八・つくつ　　 Zフ、えっrこのrこい　 （と）　レtラZね

一一 @一）

Y　．ホシテ　マエ　ア　　ニセ

ム
月
Y

｛して　以前　　　　：若衆の　方かぐ

イッペンカ　・Lヘンカワ　）繍
一　べんい　　ニーへんか酵　　卜いてい

シワマ“一一　・7アコザ・タノ・ヤ・iX“・一

　1？　廻。マ　　来rSv・・　t・　｝1’o一。　や、袖

ヨーカンジ・一ソナランノジ。ノーア・一一　e（＿＿）

　　勘定に（商学ド）獄らプ’い塀ご’海え　　あれ1？、

アレビ　ミルホーカ“　才モシロイワイノ，

テレビ（を），見る方姻　　　面　 白　いよねえ。

オ・デ　すンボー　アノ　マー　カミサンジャケン　ユ｝テモ．ノ

それで　　 いくら　・　　　　　　　　　　　　ネ申　様　　τゼ」ひら　　くと》　い，てもyl’3一

　　　　　　　　　　　　一一一149一

ブンカ　ァノ　ノー　サイショ

　　　　あの　＊9・z　最初

　　　マーッテ　キヨッタガ　コト

　　　廻。マ　　勲・ゾ・ウ・・　今年



図

H

ホィデ　ナンオぐ■　キヨッタラ　ソーソーノー。　イッペンオカ

それで・　いくらZ・　t・　来Z・依ら　そう勤ねえ、　いっペル　お神

グラ　アゲテモ．藏し　鳳（無　（笑）　ナンベンモ　　ナンベン

　楽（を）あlt“　7　貰っ　T＝ら　　ぜん獄ド　　　　　　学んべんも　　なんべん

：ヒ　センケン。　　ホ又ト　サ・イショ　ノ　ヒトニ，　タマサレテ

も　　 しア’L・ヵ、こフ．　　　そう’Tると　　 最　 ．？刀　の　　　 ／k　l＝　　 アご再尋．され7（八：・ひ《ハ申レて）

マ　チート　ヨケー　ツツンダラ　e一　コンダ　エーワイ　モw
穿あ　ちギ・と　’余計（・余分の包んτご％　 もう　今度（1の　いいわ　　もう

イッペン　シタンジャケン　エーワイ　チューヨープ　コトデノ
し、っ　へ“ん　　　　し　r＝の　τゴρ・ら　　　　　　　し、い　よ　　（9）　v　う　　　よ　う　IS　　　　こ　と　Z“de

ホンノ＿＿＿＝一……．
i等んの　　　　　［＝　　ナ’，て　　　し琴う　η＼ら

＿　ショーカ“ツ　アゲクニ　アノ　オエビツサン■　モッテノ

　　　正月＠）終t7に　お恵比須さんを持．　Zね

（司噛）：：纂ごll∵葺蹴1：：；∴蝋

マイコ〉ダ（笑）”　．S．V．Ji＞　ソノ　フクノカミ　孟．弘、濠　イカン

舞し、込A／rゴ’ゐ　　 （と）　 し、うと　　 そ0）　　ネ畠　の　字申（2）　　　　　 し、｛ナr♂し・

テ　ユー　ワケニ　イカンモンジャケン　ミナ（笑）……。

と　いう　わけに　いか・～い毛のrご亀から　　 皆

　　　　　　　　（4e）
ワシラモ　イヨイヨ　モノ　イheヨ1ゲ　シランケ＝　キヨmガ

・h　t・しse　ナ以．e一　t・　物ぐのい・・調㈲知ら・’いカ・ら　靖5V・’

マダ　ゲンキナ　トキニ　マゴニーが　マダ　ガッコェ　イキBラ

騨9 @元気・♂　時1：　孫兄緬むぐ　智ぐ’誉狡へ　行戎

ザ・ソタンジャガ　ソ／　マサヨサンカタ　マサヨサンが　イッツモ

い俘かフr：のTf”es・　　　　琴さ代さんの酋　　蕃y依1さんが　　いフも

　　　　　　　　　　　　　一i50一



司

ヒョーケオヤジー・・一…　シシノ　セワ　シヨッ9ケンノ、　オカネ
ズズズコくフくうくズうくズズうくズひくメ

昭慶’爺　　獅子舞の世認ぐを）し7いr・P・ら蕗。　お金ω

ア’ソメチャ｝　アノ｝　ナニ　シヨッタケン。　アノ　コワ　ス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　××
集め一Z・・7　　　　　偵。　し一ZいT・　・・5e　　あの　豹7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いムツ；ヴ　オッタケンノ　アソビ㌧ニ　イトッ9ンジャ1）一えブ　　カー

睦・・居，τ・か・らね　遊V・…（・　徐Z・・r・のドろうが　　“e

チャ／＿　凝サヨサンカタエノ　’コトシ£ヨbシク
ちゃん” @　　　　“手さ代さん所へね．　　’・令年も　ようしく

粂∵∴、，∵1論票∵・∵∵∵（∵抄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（引）
アレガ　モー　フシギナヨーニ　ユーテ　モンテノ　（笑）　“ハがキ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘへあ才～辺ぐ　　　　不思議亨ように　し、って　　戻。て晦　　　　 ほがで

ガ　キ9一”　ユーテ……　ホデ……　 “ナニガ　キタンゾ”

が’ @来由・　e（L）　い。τ　　　そ泡で・　　　“ノ詑ドe・“　釆rこtho・”（E）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃ユー9ラ　　“イヤ　　’ヨwシク　タ／ムノ　ユーテ　キタンジ“ト

い・ア・ら　㌦・や　㌦うしく　頼むノ（L）鵬ぞ　来r・のT・“と”

イーモテ（繁）　 モンテ　フシ・ギプ　＼ノー二・　イーヨ・ソ9えブ。

いし・ナジVN’ら　　　　　友って　　7F埋、　t義・　　そう［：　　し・っZし、rこウx・・、

　　　　　　　（42）
　　〉κ　 オマン　チョーエオ　アキサンラ　ミタコタ　ナィカ。

　　　　　お手人、　長　右衛を　秋翻〉〔同席の司会者）i7見t：ことt・Iしないウ・。

　　ハノレコマ
晒　　　　　　　　　　　　VV＞VV＞

　　巻駒
アラ　ドガイナ　モンジャッタン　オバサン．　オハン　テヨーエ

あ幅ど叫樽　 ものτもr・の　　和ずさん。　み半　長ts衛

モ．ン、

門（1の。
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H

A

H

司

H

A

H

　　　　（43）
アレ　ワーガノ　ソノ　オワレトンノンナッデマエー　アコ
あれ　P　・，，・・・・…i・｝　物　追わ叔嶋方に・，認　前へ　デ・ω

オードソ　オード1レ。　　］一イノ　T一キナ　オトコオ　セ・オーテ

踊9（E）　踊る。　　こういう。）　夫9r’　 男　を　　響負．で

’ゾラーイ　ィーtッテ　シマイー　：一・一ワ　クビ　ナーゴニ　コ　イー＝一

つ　らし・　　（と）　し・し・f♂《7ぐiフ　　　　 終iJ　　t＝；t一；　　　　誉　（を）　　長　一　く　　　　 こうし、う・3・うtミ

憲ご∴∴：∵∵ノ．（Ylデの

オハン　チq一一一エワ　ヨー　｝ヨッタ。

下半　　長　右緯言i’x（舞いのよく来マL・　r＝。

オハン　チ，一エガノー　アレ．

お半　　一長右衛が・労え　あれe

ホンナラ　ソノ　マmエ　ソノ　オータ　ニンギョー　コサェト｛レ

そい茜　　物　 前へ　そe　響鉱r・　，4形ω　欝ZZいる

ノe（＿）
o）リ

ジブンノ　マエエ　デコオ　コサ・一・…。

自分ca　前へ　デコを　猜……e

一∵／（鷺鷺（を恕∴∵（㌃）窺

カラ　アノ　デョーエeンワ　デコ．諏し。

から　あの　一長　右得奪門　t？　デし：コドしマ。

・／一　ソー　デコニkZ二L．

そう　　そウ　　デコ　ドしマね，

　　　　　　　　　　　　一152一



Aエークビマワシ
　　前（へ）li．7　首（を）凹し

司　アー　アー　チョーエモンがv－vv．．＿
　　あ　あ　　　　　　ああ　　　　　　長　　　　右　偉〔1一戸『　　　　カv・

A　チョーエモンワ　デコデ　コー　マ／シボソテ

　　長　右衛門　（？　デコで　こう　　豆絞ワ〔〃清拭）で

H　ソーヨ．ソーヨ。　　デ　コサzテノv　　＞K
そ　　う　　よ　　　　　　　そ　　う　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　飛軒　　　え＿　”～　の

ノ　本一ワ　ヨーケ　　　ワンラ
　　　　　　　　VV’NAXVV
の　　方ド芋　　ようけ　　　　わ社し1｝

カケ＿　ジブンジャ　ホーオぐ一工（笑）

駈iア……　　 自・分・で・曙　　方　・？

アノ　＿ナー　：・一三　カンノンサンカ

あの　　　　　　　　　　　　71＝を　　　　雀見　　音　　　さん〃・

青葱丁7α1宕）

裏アワシマサン
　　粟島　さ・Pv

キノクニワ　　コヤスノ　　カンノンジャ　　ユーテ

紀パβσ　子安の　観音τゴ（のいっエ

L．ev－vvvvvw

オ”ケプ’ノ　オー．テ　ノー一一　。

犬　き・’の（を）須．て　ねえ

　　　　　　　　　　　　一153一

オ、一カブソ　シテ

交覆　 審皮tJ （を）　して

　　　　　　フーン　セト八マ

　　　　　　ふ一ん、　ラ頼戸辣

コドモデ　・＼ア　タラシテ

こ貰z・　臥す　T・らして

ヘ

　　　ナンカ　シランオ　セナ

　　　恥・η，し纏い（のを穿中

（笑）



Y
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図

A

H

A

　　　　帳（∵暗うつ∵部ニ

アノ　ロクブサンジャ　　ユーノガ　＿＿＿　・＼コオノ〔　ナン

あ・　六部乱ド㈲の錦・　　　　99を厭　何
力　木トケサン　ミタイナノ　セナエ　オーア

カ＼　　イム　　さん　　のようア’、の （を〉　背中に　 プ首二震Lマ

コーVVンカラキーカタビラオ　（Mンー）駕
筒野山から　 径　帷．子　を　　　　　　背後。マぐ来る）のよ．

ソレワ　マ　タイがイナ　イエニ　アノ

哲摘｝　　r・　VZいの　蒙て・

、ノノ　 キミ　ーカ9ビラー一・…憎。　　、ホ・シテ

その　　 経　　｝催　 子　ぐを♪　　　 そして

ミナ　アノー

皆　あの

シングトキ　キテ　イクノヤノ　（笑）。

　　　　　ソ死んi・“時　　igて　行くのτ趣

　v　キョーカ9ビラ　ァノ　オnyア　キタラ

　　　経　 帷　チぐを）あa　鷲乳で　来r・ら

ニマイトシ　イキヨしワイ．
｛こ　　 毎　 年　（勃’Rz） 子」了ってるよ5ね．

コレ　グライノ　アノ　カネオ　モ，ッテノ

これ　ぐらいめ　あの　く瞳を　持フてね

七一…一一。

叩き

、一 @、一　ヤl　lレ、　　ソレカう

そう　そう　や。ている．

　イ　タ　グ　キ　ヨ　ッ　タ　フ　イ　ノ　v

　戴いzいf・よね

アノー　シンダトキ　タ
　　　　　　　　××
あの　　死ん7ゴ時

タイガイノ　イエ
rこし，　Zレ・t1＞　　　　蒙

それカ・ら

一154一

ク　ーン　タ9　　9

η一ン（り叩き

アワシマサンジヤ　ユーア

粟　 島　 さ入ノrご（と）　し、って



アノ　ムスメノ　コヤ　ワカヨ／サンが　ヒンダラ　ソ／　才ヤガ

あの　改良　の　子や　老　嫁　ごん。・“　死んr：“　｝　その　親ウ・”

短α∵の1∴∴1二ご湿1カゼ∵

クシトカ　ミナ　アゲルンジャが　ソ／ヒトニ．

櫛とウ・（｝）皆（ウGあヅるのげ卵　　そaんド，

瓢　ホジャプン　カラダ　イェー・ソト　’／ケーSトッ9ラ

なにやウ＼や　　それτごから　　f本　（iL）（物を）f：くさ／）　僻げていτこら

アワシマサン

粟島sん
アワシマサンボド　エーット　ツケト1レ　，エーコト　イーヨル。

粟島鵠・の1・吻を♪r・〈3kf寸iナZv6（Oの・2（E）い．Z・、る。

一ユ55一



　ラ王　記

ω香。物．一般，・沢庵灘・つ。羅・拷ガナズケ、と・・ラ餌・普通．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ（・）「ヨル．σもと進行態を表わして・車ρ・．硯今石需在態を・・ウト・し

　　ト　・ソ　ク　　・　ト　ラ　イ」と　厳　し　く　時区，ヲilの　な　し・f更　い方　2　し　て　し・る。　「ヨ　1レ、の　過

　　　ザ　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
　　去形ヨッ幻・詠嘆のワイが続いτ・％毛の．

（3）　「vi　であるグL　「rゴれもグ」の意7・♂〈便われる。

㈲「て・摘わ内・っLr・「卜　1・　・ワイ．・…　Sらド碍諮勧．

（5）助詞・「粘「・らて“　2＞／、念押・一飛を求踊気持を含めても便

　　われろ。

（の「そ・のド．の意助詞㌧．を続ヴても・つ．〈「アガイ・コガイ・

　　ド’ガ’イ」　　も　あ　う、　〉

ωい，て・ir：．旨イ・ヨッ9“の墨型しr・形．旨イ、と2音節で

　　葛う　こと浮併』ん診」ない．

（9）極？k　（：辛い程度を展わ了．

（の樽詰のものを数えう助数詞．こ功場合ゆチ斗樽である。
　　ドUD）　そのj．〈「コイ・アイ・ドイ：）〉もある．　「それ，ドけか40x一ドソイダ

　　’アカ」　2言わ＊しうこともある。

（の「拶か・ら、！キニ．臥」里由・条件を示了助詞のr　fi・ら．。

（の「キ＝．の説。隆絶部でt7「ケ／、バ普通（・　4「キンゴ「キ＝J11あ1り聞

　　か凄匹プ’い。

（13）「 h養、の診化．鯵τ也部1・1ゴエヨー。もある．

（1・）つ？・“1－IF　3“してある’e　th・吻・x．農夫弓鰍・船剰・蔦・備b　1・・Pv

　　てん様の作業着．寒い時・期ド膚いう．

（i5）　平堰類い少々い地勢ナボので．集落の匁半冑丘．陵状．の地ドある。そう

　　しτ二ところて“．　自ノか｛のイ立置η＼ら上づうのところをさして、’ウ◎

ω「やれ勧い、の縮約しr・・fr多．「ヤレ，レ」　1？布類。被藺詔裂lt　T・　ll了

　　ること。

㈹勅擦れ初破9tv　1・ク・て布目・彫れている・を正し・揃k・r・　‘／

　　切今の1プで＝ワ焦るのをいウ．

㈹動詞「バ晒の連閑形．「小便了鮎の意卑語化して・・るのて＼

　　　　　　　　　　　　　　一156一



　　こうし存警め中で使うとξ古町thおか＼しざカくヲ魚調さ；｛～る、

㈹乾ウ・しているときaことで・1プ♂〈、別・’雨降ワthと拍・、￥thふと

　　人・ゲラ呈気を」：んZ“、　レみウぐ目立ちだ一il一めを、　一ノ至A毛のいロ々ド6

　　レ・出してし・イi＞。

（2・）「めずらし・・．の連用形。・・．動詞「・∫乞F続いている。であるi」　．・、　rめ

　　ずらしく」σワ又吻万一・99便ff多混らず1・．物語幹か・ら

　　直接続・旧いる形…みている．こう・つ接統のし71？・．他・語で

　　£、　アことえ1ず「スズシ・ナッタ．、「ア’ソ・ナッタ」．’「サム’ナ・ソテ、

　　のよう1洞じτある・陸陀部叡司様．
（・1）「ヨ＿くり、1？「夜バV．て寝小便めこと．

（初保存食料として極劇・干しあ・プ「1汰批干しK根・こと．干しth　OS’．

　　1；毛a口、聡じytているaで、ネジレボシ・ネジソボシm靴。1・毛

　　のい2説くk”・’いる．

（・3）動詞「タワーL、の平野多．腹・痛む・を・つ，

囲麦飯・’と緬炊く時氏全体の中ヘラ助あわ・∫・・ようド特別・・粒1彦

　　の方へ寄せて炊い存米・飯。こと．

（・・ゾτ…そうズ≠・し・へん」。焦堅阿南曳緊張・∫助意ひ丁ない．

（2の鍋敷のことe版ケー序器物の下へ敷き添える意で、、う「スfllレ。の

　　名ξ司斤りである．：．

（27）「男衆：．、「男t：ち、め意。下男をさし7もいう．

（28）s・」　i：長・・こと2強調しているh　・tで’　1？・Vh一い．「アカー名．㌧・一毛、

　　「キす一イ」　のようド£もう，　「アーオイ．、「クー、コイ．．「シー、コイ、　な

　　どの例もある、

’（29）％・えしZ、の言化．　「倒して。・「裏t．しz、の意．磐化するのも「ヵヤ

　　ス」と吾り。

（3・ゾγラ仔引レ、　食器類硫い清めること．物作業ガアライア尻

　　2し、う。

（31）「一一とし、っ　ても」　の意、。

（32）吋るわ・・、の∫ひわ．が・融合しt・もの，

（3＄）「ね・19“，　eN“融合い・毛。7、．。話しことばで’1？，この形で強z来うめ。・・’
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　　普通．である、

　　　　　　　ガワ
（34）　横の戸ftl・；横鯉1」．　の意・．

（3の　巾IXxぐらい尋でのう充わ＿。ラ整う既用7j〈路ドも排水路ド毛畜う．

㈹灰きい、。意．人体ドついてんている意倒・．「コエトし。ともう

　　の9・普通．

　　ダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ（37）　　てミ　〈　てヒ　ん」　・　「多　 く　J　　o）づ遷套。

㈹　打消条件法。　「…ず｛㍉・「…嬢いて・“2同じ。山腸路じ多い「…ン

　　　　　　　き　　又“クニ」　＝し1更dつれるa

（39）「いち1丁． �H，者丁’便v・手」め意。

㈲「1η了、の意で・餌い．「†ボんともお話ド’ら・ハq手ど9伽や．

　　臆恥搾一菖噺江ぐ・f”r・くa、と・つ意味あいて信ラ．

㈲懐。て」て協親検塩含んで儒）川完ンア、∫モン9、だヴ．
　　ザ　　　　　　　　　　　へ
（42）　オハン、の言い7ちbX’い。

（43）「わψし’自・分■」　である．、　「ワーの知フ存ことじ届あ†’い」ナe一どと、　自称

　　の代名詞として便いも丁う，

．
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　　　　　みやざき　　きょたけ　　　　　　　いまいずみ

IIL宮崎県宮崎郡清武町大字今泉

収録・文字化担当者日　高　貢一郎



A　収録影点乙‘’tの禿君について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・茗
ノ、　殖々、％　　　　　　　　　　　　　　　　　砥
　　宮田県営崎郡落競怪火回避婁　　　　梁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慮尚ヤ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　触　ラ獄町

2，　収録：地燕、の概，づ観

　　（膨置）　靖試町は、宮碕県の県庁所潅地・｝参碕市のすぐ南鎮三一置

　する，震業乞主な産業乙すみ町である。（三三二野の南の端rこムたろ）

　　宮碕布・・中心祁から晴武町の9・・v　igys　sでば湿て誘よそ2c・今．また，

　宮崎あ室・・玄関・宮三三秀力＼9も牽でわずカ・lo分℃い㍉彪まれた距離

　匹劾，近年．三三市のべ・ド9ウンイt　en碩向が著しい。，

　　（人v零）　昭和50辱fO月の国勢こ調盃によるて．　人ワノ万ノノ7　！一ぶ人

　（男s，・s23K々5．・／82人），3．・　92・世薙．勧積略4呼方キ。メート・しで

　ある．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガ　のう　　　ふムムま　　　いまいザみ　　　ま　あも
　　（ヌ璽iソこ．）　　　　田ア｝i　匁　き　 く　4一）　の　太，sEL　（力口季内，　　船2ζjノ　　今欝乏一’　　木ノ凍）　　1こ・分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　
びノ

　け～れろ。旧簿薦A・℃瑳．船引が天領、そ4イ乞1凄微簿乙幕（Sk　x，．　m巳南霜～）

　げ豪氏の所鹸て璃，た。明治u・　・zSIじめ1・　・・E’4、の胴（t＊e・4　X’”eがそ

　れドあたる）があ・たが．明冶22年，功ロ納ご船引乙ε魯おセて死璃武

　料，今泉t木原とも心わ廿て南携・武村てtt一一。ty斥明珍24辱s一ぱ，

　両村が合婚して靖武打乙な帆さζにそり徹虜多和鮒与S月3S・・は

　町制乞旋衡し、現在に至．・ている．

　　憺三物転　ガ「てσ、米・旧劇い薙蒙τ協一郁も畢近て’は，

　温暖な正忌の毛℃、ビニー・い・ウス為ピも三三てめ里予蒙類ら載痛が

　藍んτあろ．特・＝，冬場．霧島ムカ’ら吹苞むろ・’t冷た・・西風t4り剛

　てイ乍れる　「切干ナ＝才艮」　ぽ，　こOP二方の騰尾30　t存、て・、　li）．

　　（現呪）　　享た一、近年，田丁内携次な匹大才が遊出してきていうこ，℃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なか　の　は醤乱す（ごきτ』Ptろう。旧知xlσ　‘年ドぽ私立のサ9短；鯨太学がの町内中野

　｝＝闘扱。蕗和49年1：・は楽艮特望め国立’宮毒奇医斜大）手かvまずす崎＄内の

　楓救今で開校．翌So年1＝rま主な校令・殺備智力・ご兜放：して〆町肉本ノ原地

　匡ド移転した．そkてさい、，その東蔭（木原地匡力、9官崎予木舵地

　　　　　　　　　　　　　　　　一16！一



匪にカ・げての地峨）1＝は，・き碕大津が絞各穆転旧くろ子定であり、

縄局，町内1＝は，太蓉2校、短期大言蓼ノ依が集中すみこtにT」・た。

　町でぽ．視：在．　と・れらの大蓉・蓉園し、町の茎：回忌業・薩業℃め言痢

手。ハtれた望渉L）・共春共栄Eあご1て。紳の中の‘’丈考女田園都市”

づくり｝tは1ブんrいろ．

　こういうた℃しろが’，‘調査地羨、・靖・武町のあしま、であろ．
　　　　　　　　　　　　　　やす　ハ　モッ　げん
　な院ここは，纂末・儒塗指・壁井鬼軒・生誕地て残論う．森鴎外偽

小言兇「安井夫人」・・冒頭1、毒てく5町だで・・iぱ，　講bいぱ．　蕩Jc，

あの．　t三一幽（ていたんiナう向きキあ5．て『あろ二）ガ．

3，　収録1た方鴛の特色

　⑦　ラ∫言区画上のイ丘置．隣擁・読方言とら関イ条
　　　　　　　　　　　　　　　　かやこのドぶも
　　官爵県の秀重は．県の西南諦，都城布鳶ご旧薩暦嬉の把成R行お諏
　　　　　　　やみソも
　ろいお1ヂろ「瀦県、方窒」　℃・，　それ以外の地域良客了お才へる「B三二落A

　ヒlz九11《今1アられろ．前指は鹿児’島衆の・・おゆるヂ薩隅■言」R属

　亡、追考ぱ整前・薯穣（　＜G＞県）の方一君℃℃もに，いあウゐ「望19禿

　言」9形放すろ．…看武方言ば’tのう吟の　「N向労鴛」ド，属する、

　　諸試町℃隣りもう官蹄「市に借おれう充・言・な．県肉て磯魚七三逓鱗勃し

　・程度が遮んだ毛め・考之㍉れるゲ、そ幻・比べろて靖武方零呼，覆

　君地帯で＄1，ろこt一もあって，特に光人屠1こおいてぽ．ガ海う畜ぎ起伝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムゆ　なう之る面か協ろ・認励㌃ラ看試町・西隣ウ’疹崎郡・露野町．そして

　その西隣りはもケ諸漿ラy雫の地域であるカぐ．ラ青武力言斥t・；tt幽まうそζ

　らか転の三二ばないように恩お・れろ．日向中南毎ト地域㍉こおサみお落の

　代表例しみてもます回し、か之冷いτあろう。

　②　 告韻上の騰・色

　　fず．忌寸充毛1；おけろ「粕・体象表」c，それに・該当すろ臭膝一告声

　めイぐ二三量1葱三寸。

　　な誇，trt，　1”L：・　f詳1く19、フ欠の拡縞乞参夢魚された㌧・．

　　　r宮崎県ラ肴・三三㌃の苓韻パ本系」　（上・下）

　　　　　東京蜘立三三『忌火論究団第α暑、第｝3　g　《B召so，ぎD

　　　　　　　　　　　　　　　－162一



ラ青雲ラ5言の拍届～系 〔3内はモ・欲’薙的具4tS＆声
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　ラ青武方言め

ヴ9れろ．

　の　　〔kwa〕〔別a〕がゆある・

　〈2）　r一一一）」　12

　　　　　ぐ例〉

　‘3）　「tr」「「ぜ4だ1ナでなく
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鶴齢
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ヴ・ウu
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（一t各弊東e「蕩遂手」）

v一

疑。

〔麹63

　　　　　　　　　　＜注＞　e・Cweぼ連夢告の豫玖ふ形にあ9ナ）あう

音韻の’面に閲すう崎亥致的三無tlて，沈めよ1な蔦ヵ’“あ

　　　　　　　　　くta’i＞kw4　密菓S　ヲ繭如k望外飼

　〔払〕．「一デ」ぽ£du〕（人Rより〔CIZUコも）て’あ；う・

　旬画kり続く
　　　　　　　　　，　「一て＿、「て㍉「わ・一、もワ蓋ハ乙すb。
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　　　〈例〉申｝　dラ　e　（食◎で　he　de

　　　ごf・　十e　ko　太鼓　　de　ko檜大根　　ne（；ノ　矩’・

c4？　いわ炉る　「tWつが’な3めEIEL別が’あう．

　　　＜例＞5i参　4タ痔　SL｛Zt・t鈴　 f／i　du地図（d・q毛）

ω　オ段長智の開なつ別を〔OfP〕対〔U（Pコn形で残1ている．

　　　＜’例＞　k“roα川a館　蜷くなろ　　kα渕ω込a即　黒くねる

σ）　馨的内破告（Ptauv／為裡）め〔考弓力・’1｝x　b。〈例：〉顧鞠。紅血の木

の　 はおろ蕎か’語頭■てiL＜二）ろ，　　＜拶ll＞　fi・｝mcl　馬

⑧つ珪5・告が四声｝困り前に弘sうう・　＜例＞k・88・薗鶉

（9）長萄軽墜定で旛ろt（99ドより、場心によク短・勧じすろ）

⑳　二連奇智淳攻のよう良扇虫心すう．

　　　　　　　　　　　　〈ψ弓〉ai　〉　e（o

oi　〉　i　（r］

qi　〉　i　（：）

eノ〉｝ぐ：ヂ

∂q＞oの

OU　＞　　しぜ‘：）

ecr　＞jct　（V

そakeω

kLt　cf　i（r）

Fし｛fiα）

keV’i　c）

oa＞tQ

｛．t　a）そ∂

内“α）

ノ

　
　
　
　
　
　
、
つ

　
い
　
　
　
た
た
よ

い
ビ
　
い
執
カ
　
ツ
　
つ
け

辛
く
太
加
会
，
追
受

　（ノ0　穫用頻、，度q為い詫ド弓，　0＞U　e＞｝のようドこ尋誉がう旧くなみイ喚

　　榊孤潜・㈱na・・bu一・9　吻δ俺が
　㈱　アクセプトぱ．型知覚の存いいわゆ．る無アクセプトであう．

③　丈菰瓦の特色

　また．女宿め面にむiアろ特徴的孝心．てt一（iE；・，次のような薫・があヅ

しれろ．

　の　二段tsmm動調力・’Ab．　姻〉受クル，　箔ツル

　②　ナ変の旧事力鱗b。　姻〉死ヌル　俳だし往ヌ1い｝疎おh　vN）

　（3）形零詞｛・tワ富尾．て一Aう、

　V）遮行熊（降り3ノし）t既然熊（降ッ卵ノりV…SEI別があう・

　の　能力可能（エ・読マン）t状況可能（貌マレフ）つ彦別があろ。
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④　代表的な：敬騰豪・ga　izぼ次めよ5なもりか7誤」b。

　　　　ナサル（最上）　　すル（の　　 ヤル（軽）

ω　格助詞・ワ．ビ坊℃で三三1二差がゑろ．

　　　〈翻〉　先生ノ来ナサヅタ

　　　　　　％ンジγ立来タ（乞慶）

⑧　 ナ4テ文ネー嗣「ナーノ　t「ネー一」に1≠喫の」＝ろ為ζが’いがあ；う．

　　　　ナー一『…自上に　　ネー一…・・伺輩Mk下R

の　打消過去は、ワテカサ㍉タ」であ9お寸．　（幕辱雇i2＃，燐カンカ

　ッタ左用・・b）

（／o）　理由ぽ．　t「カソ、カイ」蕩ごて『あ～あす。

⑳　　逆接ぽ．　「ケン」・ン，ケンド」冷ピであ9おす．

（1・＞　ilS向な、　「サネ、レネ」ルぐ℃あ9｝・す．

eη　目的瑳，　「本ヌ取ワ久粁ク）であ㌧おす。

（’り　準’三助鯛IEt，　rト」またf3z「ツAて一ある。

　　　〈イ列〉　才レーント　　 俺v）もの

　　　　　　才リ：が2訟　 ・俺mもen

4，　地．乏選．定・つ多里由

　　蒲武’元信乞選んだ膨大の理宙麟．調（査担砦指・B為貢一蒐戸力v’之こめ

　出：身て“あみカ、（ッ曹て帆あ：る。

　　託者が鴉や寸く、また、収録i：あた．て毛2・たく抵抗旧く話薦m

　．射話の中lt入，て・・くし℃ガ・て’3る。そめう叉，その三三nつ・・てli，

　内埼・観聚が比較的Pts　Sであう．

　　そういうたヌ…、乞回章tて．ラ青武町乞調査：地薫、しすろt℃1τした・

禰
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β　表言己につ・・て

　輔託考の発言内容をできるだヴ鬼更にカタカナで豪富上すう．カタカナ…表

言乙ノ）しおり1＝発信すれllp“’，ラ乙の打力▽再現て一・きるよう｝t　kたい．

　たんし，次の点尺一）いてむ；ことオつりしておく。

　　＠　 「つa　およひA　「一一っ＋’」rこつい一r

　　　共遍舗吻「つ・斥あたろ心力言での臭膝直声賦老人層でα〔加〕

　　が本来・離叛τあるt鬼おれる．（亡いt二毛に表紀するt．軽い

　　気告を締うた〔七顛〕やごく軽）・摩繋ぎ締，た〔ゼリ〕莞）　が．こ’れ

　　も中年層Pt下て一｝＃被纏音の〔ts・1コにな、て・・ろ。

　　　kかしパ壷錐テープと聞くカ’ぎbでぽ．モれが＋介明確であろt

　　は“瓶が《・・。そ二で，積極的・・〔土の℃聞漏ししれる喝心（これ

　　ピトウ、し表戯すう♪i・，7．タPUむドツ．でkaすろこ℃IZする．

　　　なお．　「つza一」1＝つv・て七　1“‘つat19｝ガ平爾ψ勺ね「こしカ’「い画しる。　た1気

　　く，次1＝述べる「g1rつが冷」tも閲イ季すb点か’ある。

　　＠　 いわナる　｝一Nリカマゐ．」匹ついて

　　　重ん層）＝おいて1ま、いおゆゐ「rvつがね」の区SjJか’残・ていうep

　　が当お言の特色の一うであう。が，毛ちろん年鹸や妻入，・よう差も

　　ある。影着A（臼為i誘　雷夕煙♪℃liifi老B（ii易地アキ　73歳：）しは．

　　一、一一）の単誘を．発・・智1ても（フういおウる面拷鯛査にs・い一（ぱ，実：

　　際の発管r一おいて毛．　また．そめ彙織の面素お・・マ毛，明ろ崔に「隔四、

　　ヵ・・13“の区別が認めし・れb。が．託考0（高拡ミワ　6ノ歳）ドねる

　　とそのii！　9yjか．蕩V、まい，　もしくばるくなつ隔てし茎，ている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　ゆ　　　　い　　ね　　　これも前項同ネ粟．積極的にそう聞かれ：b垂心以タト1丸は．シ．ス」て

　　表奪己するこti鳥すb，

　　＠　断更9助勤調rし㍉←」につN・Nて

　　　靖武毛馬ドお・・マは〔dラa］が漆来の発智であうt鬼われる。が

　　A，L■テーツ0ド収録kたようIS　9％’．　k、ある国璽ではルーズゐ溌看に

　　お・・て」9，セ＊・　Et・a・　r一聞を乙うZ℃1調卜輸、困難である．そ＝で

　　表記1こあた．て1ますベマ「ジャ．乙すろこ℃に1た。
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　　　存お，「撫2が「ヤ」tし・て実i唄ノする場昼が阜あろが㌧その揚疹にiEF，

　　｛ちろ，ん「ヤ」て表考乙する、

　　（アクセ．ントに・つい・て）

　そ牡か㌧アク℃ソト1しついて。ヲ賛試：禿㌻のアクセントは、畜韻．≒論鈎rこ

みうと，　型突Vi覧1のない．　い才つゆコう～藥アクセ＝〈ノトて軸あろク）て一．　フクセ；¶ン1・・

の表意乙ぱ省略すろこと二にした，．

　　（標箏驚言尺に一…　て）

　最獲’・こ．擁孝零旧訳に、い・てひ℃こと．、S・弘て‡♪きたい、　むそらくこれば多

くの方電斥あ・いてそ『〉て“あろ㌧t更ゴわ・承うのだカぐ、　特i＝敬需（の段循）や

文求鯛（の数や認ゲアフス）が，，標季sgのそれt’9．　r｝一て・・ろ場倉．方竜

の発eeのすべて1＝）いてitれで押て適切な標摩誘駅をつけろこ℃は非常

1＝囲難である．iES蓄の二＝アγスと壌かすこ乙1こ一）tめ燥げ、舷々ド紀

て説明調・由仁釈調の不自然な標季君曾爾になりが《で、また逆に，歓文つ

ぼうとノ擁虚心tしマでをろだ’プこなれた｛のドしようtすろt，令，度｝ま

方蓄mこ・・アンスが伝えにくくなる．そ毛そ£両考は楼勧哩ts・て・・

ろのだか（フ無理が’生じるのは当然：である。WTすめこtlゴの差まで考慮に

〉＼れうtねろ～二その至難：彦けきも1気増加する．

　基湖タ・こ・ま，ts・tの＝一・・アンスtk生力・L．鎌下文そ醗・・〈　tて

もできうだけ”こなれた樗華篶て門あみよ『）1こつtめたが’．　な＄’ナ分・な毛eq

しj9、、いカ、’た〉、　e
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0　収録内容m概説

／．　タイトル

　ω　｛山畑の挿物馬取

②　席画の託

（3♪　台風、の認

　的　爾乞・、の託

の　医甚大蓉建殺め魏
　　　　　　う　ピ　　　よ　わし
　の　青島’筏ア・榎原神社参うの託

2．録畜，年月s

　留和50・年（／ヲ75年）〃珂ノ06　（の　　午後，

3．録9場所
　　　　　　　をよたけまめかみハきめザか

　官同県三四郡靖武町虹⇔象　　言為　務三宅

4．　言舌　　　者　　 （、全〉タイ　トノレ多セ通．）

　ハ　日為　務（男♪　明叡3辱3丹’3e生　eス鋳爵＊s歳

　　ラ肴試豊凶之ぬき。鞠親、妻（故人♪K毛に矯武町出身、高・」・拝。k

外線耐．もし三業．年齢的ρい・て毛．現在望みうな賭武方言の嫉

　毛右い容としビめていろで毘われる。かちらカ・乙いうt曇0なj3うだ

　が．乙きごき人t笑おせるような・ひSうきんな面もある．年鹸のセ・い

　でj発音にやや聞きvりにく・磁・があみのが惜し9ti■　6．　ZZ録・鯨矧才

　Yg少風邪気味であうた、

　β湯処アキ　（拳ジ　明ヲ参35年9月6爾生　収録時ク3：爲ミ

　　靖試蓬生ミ，ぬ費。両親．夫（畝ん）　℃毛R境武町三身。在・回歴なし。

女子師範出身だ・ナあ、て，t｛旬外S〈ee　8．ワr一するモダンts　tw　X．　k

　つ．が．云言おかなbよく保為捜ている。託1婦itt。主婦業だltで，

　：職歴はない，

　0高松ミワ（女）大正3年3河IR日生　収録時6／蔵
　　　　　　　　　　　　　　　一168一



　矯武町生えぬき，両親，夫（歓人，鼠講）℃もド靖試町出身．女臼

2k4．左タ瞬な（。薙業のかたわ勝・裁お．よくし謝る9で発三毛明

瞭。話しす｝費。A，B｝＝比くぐう覧ヤばり通蒔助変化がみもれるが㌧墨

・体的にみるt年鹸相応のち言満州度t・〈、マよ〉、。

Z）　日為貢一Bfi，　（男♪　　昭和23年｝月｝H生　 収録時2・7厳：

　ラ青武町三身．19歳下降，3東京．飼立國語湖究所・地言車争責。陣笠

相応め秀罫線丁度。場面1、応じて共通語t勇落苞遜早智・・おげう。認

Pt多ノき拉し役tlて参加。

　存お．鷲老つ関僚19実のしおり．

　βノ3ハの弟の嫁。つまりAtβしぼ薮・多里の兄嫁。　OlgrAめ姉の轍。
っ　ま　　り　　A　　t　　8　　t　　Il≠　叔ニヌこ　　・　r姪　の　　関イ奪こ　．　　ま　　7養　　J）　1才　A　　の　多奈　＿

　A，β、ごぽ，それぞれ隣り心うすぐ近くの集纂匹イ主んで”いうが、そ

ういゴUプ顔左心わせているわけでf9ない，　　『

Sr録告環境
　　上－記’めよらヂ㍉話者んB．ぐ，Pぼず・ぐて親戚ビうしである。　（偶然l

　ltもAtら，　Bし。の闘）＝1＃それぞkμ歳、ひ℃働りず一）の奔鹸ら開

　をがあうゆ　いうts幻ヂ穿内こうtの公話しVNうZt，　ry　tsるガ．見秀

　ぎか乏躯ば，キPtだ’ゲに遠虎っ々・・、自由下馬託が墜下され1覧こtド

　なる，

　諺者Aめ家にβ．cY3を、　こた一）う中1丸足乞入れてめ収鎌でAつた

　が、企・隻、マイク左まつ浅く（tい・てよ〉・）廷」識すろこ℃為く．の

　・びのび～二丁も〈／曳．

　　収録i・Bた、てigt．學前に．よそ・・きの；eばて’h〈、方言丸th　t

　でしffべ，て毛9うよう奪望tマ収録1一こ入っ～曳．　fa肇蓄はτffうた’プA，

　B，c3、＜一あ重thな展関にまかせ、　z＞i＃　9’s題が途切れたt’をな、ゴ‘t遜宣

　新しv・託国内笹野（て，託のラ舌・黒化tはか5ようjt　一一・tめた。

　　同席考は，Pの汝人の杉君下支氏．この調査の癖馬桑の支寧肥協カ

　デ凱ただ1同席するのみで、収録中ばif・海く発鴬tなカ＼！㍉毛て

　うん、氏が伽…　うしとτハ、B，　Cカ’謙卑すろようts、℃もぽとんビ

　　　　　　　　　　　　　　一i69一



なが。た。

　収録lkは、ソ：一一のカセーットデγZケTC　・一　23508P乙．ワフ・te　／1フ

トステレ才マィフEごM－99A　k　Wt胴1β。西乙置igtつ欠のtお・り。

者質の面でばか助R質・録都玩れ勘で・鋤・・力毘恩う。

　　　　　　　　　c
　　　　　　　　i3國A

　　　　　　　　　蒋り
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／．　留畑のイ＄物の耗

『認し手

（麟）

　A

　B

　c

　　（氏

日高
揚）　地．

高松

名）

ア

ミ
＼

務
キ
ワ

ラ

性
男
女
女

　（．生年♪

明冶23・年生要れ

明…治誌犀’生まれ

大正3年生ま旋

c

A

c

A

c

A

　　　　　　　　の
ナフシヨンナット　イマ

イ可乞じてお㌧れゐんて憎かいま

ン。

ル～

ナ瓢シヨンナット。
4可咲しし一τあ、も｝・・しろんて一すカ、。

　　　　ぐの
才ジサンナ．

おじさんば

器でつ誌ぞ∴∵．

工w
之之，

ホフジxγ　アフ

そ淑で｛　　アノ

イPンドうワ

　2んごうjEt

　　　　　の

マづ｝チe

奮日

　　C3）
メンチ

毎∂

イ＝ブドウ才ウエタ1一う

乏んピう乞植乏＿7曳の左

　　　　　　　レト・沼一ウモ

　　　　　　　　ひb毛

ド～ユー4フカシ・ラン。

（いっ左い）　ぐう1摩昌こtカ、し9んe

　　　ff）
7F　”ター・

寝：てiず・がりアミ’よ、

　　　　　G）
オッチ・」ラレ．クサしヲ

穿か・幽マい為い

一171一

殻鴛（Cンつ

　　　　　　　ナ。

腐・たぐyいへ）



　　　　　　　　（8）
C　ジフンノタネジャッタッ。

　　引回製の種κう尺？

A　ンー

ご

s

c

エー。オ・ンタう　アレジャネ．アメヤう

　　　　そ1窪ち　　7レて一感ないですカ、。南予し

ネー．

存　て一すカ、“

アンマリ　アメが

畜んまう　　爾h、’

アメが　レギト　マメワ

爾が　獲繁八一　豆は　　アレですよ．

　　　　　　　　　（ll）
マメワ　クザノレッジナー。

アリが　フッタカッジャ
アレか一　　’隣らたかもでぼ

B

　　　　　　　肋　　　　　　　　　｛！o♪

（㌧つ糠三三∴霊ヤガ“

　　　アレゾヤワー．

A

B

豆は　　腐れろよ，

ソ’カエ．アンヤツ　ソン　コヤヲユ
あ禽そ～かい、　あの¢ヌ．　　ソノ　　肥料乞

工ut　ソレモ　ワリカッ’タワ。

フッタカッヲヤロカイn
轍・・たカ・もだろ5が、

　　　　　それ七

6　エー　 ン’一一。

　更一6㌧貯こワ。

　　　　　　　　｛la）
ワ’ンヤ　カニラウエンスルガ　モ．｝。 マメツクットキニ

私は 空＝植え，にすうよ． 毛二～　　豆1し才直乏．うと．桟には

Le

B　マメオ　ツクッF． ナンツカ　　アンゲ／ヤルムンゾ　ネカz．

豆乞

マメ1

夏t

・：植之ろピきは

ックットキャ

植える℃きには

4苛℃か　　 8qS　1匹’琶うものて｝はre・Vxて一すかね。

　　　　　　｛i3）

㍉ご1∵鰍レ（0つ麓ダ夏爺

　一172一



c

A

c

A

B

c

A

c

猛ζ∴∵サ（ハエ⊃濃㌘∵㌦特∵詫
　　　　　　　　　　　　｛14）

藩晶晶ご㌶∴。cソり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c／s＞
ツジャ　カ’イ　ゾヤ　ガ　　　ソ　ラ．　アメガ　　フッ　タカイ　ジャガ．

　1ミ7から1写　　　　　それぼ。　爾か一　　覧奪、八か㌧て遇すよ：。

ヒトットゥモ　 才ッ・チョラン、

　1一）も　　　　　芽か一応て・・ない

∵∴醤詣㌧つ1㌧つ㌘・

　　　｛16」

アセ：チミリャ　　：コー　　フサレチBノレ、

（±　Z）＊s■　・IPけてみるt　　　　　〈さ、ている．

ソラー　アし一，＿

それぼ　　アレ

：9－L　コーテキテウエタツ∋，　キョネンナ　モ，一　ダメゾYツタ

　私は　 （晒し）貿”一て竃て植ミたのよ。　去艀呼　　　も5　　だあ熊㍉1曳

駁ジンつ；▽疋こよ窺泌、あろよ、

エー　 ブ新ラ　 トウクソタッガー＿，

　　　掩は　　：植ミ1覧のか㌃，．

　　　　　　　　　　　　　　　　（’の
t’　’7ジXγ　ツクプhコガ　ネラテy．コンド　ァン　クW？メオ

　τも　　　才直ミゐ℃しろか’　　なくて　　　・今・贋　　 アノ　　黒豆も

　　　　　　　　　　　｛18）　tlS？）

ヒーテ　ウエンナラントヤカイ．⊃：コン　アイダが　4一・．卜　Y
了ノ竃拡・・’て　植乏存けれ｛3ソき㌧ないか～　　こ∴の　　 悶1ム・一　　もs，℃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ao）
イ4wルカィ　アッ＝コニ　ホンブヤカイ　フクアタソ　モ．一　4コ

劇…て・・ろかも　　あ禿こ・代　　　冷力、㌧　　　2条　　　　もう　 醐も〉

　　　　　　　　　　　　　　一173一



　　（20
r一 Vア
近く（Ptく）

ウエ4ヲイ9ッ4ヤ．ナオλト．
植之て1＃，L、・たん1㌻。　（しかC．その5悪）：植えね畜・すの。

B

A

c

B

A

0

A

ご

vur　ecac，，

　　　　　　　　　　　　　　　（22）
カンゲが　　アツタカイ　　ウエ4ミタが。　ドンゲ訪シラン．

　考丸か”　あ・八から　　植乏マみ《か’　影らかし9ん。

／一ワ“一一一・・。八ヨー　 ツクリ∋ンナッタツyナ　オクラ才バ’サンナナb
い・・ですよ。　軍・・靖期に　植乏てむ～れ1しもの1でずよね（もくな、た）フラあ・jS’“んは。

ン；？ @オレ・ンテ　 イーーワx。

いや　　遅くて　　　いいよ．

ニジュー八4・ン4ゴWヨ。

　29羅　ご2）よ。

工一e　も一　キメ4・vット。

　　　　毒コ）　　ラ喪あて躍るの、

　　　　　　　　　　　　　R3）
アン　ナンノ　ジンムサマン　マツワノ’」or∋

アノ　ナ篇の　神武様の　　祭・Pころよ．

エ｝．

　　　　　　　　　　　　　　　　｛2“）
B　ハヨ
　　早く

。　　ンー。

ツクッテン
植之て£

ノ＼エレテン

イーケンドン
、、、、｝ナれ℃｝

ワリガ’ナ’、

　　　早くても　　　　更詩・よ．短．

シeニ　　ヤラレテ　　ダメ　．

霜に　　や9れて　　1∵あ．

エー　XY’　．＝一ハ4ン4ゴ臼。

　　　　29Bごろ‘が・…d・・tS）．

一アン「マツ　　八ヨ

あん9う　早く

B

C

ツフットヨ．＿．

才直え．Ji＞し＿一．

ソラ　ツケ・チ3カ；ヤ　イカン。　ワ
pat　ptは　（ノート匹）旨いτむかなくては。
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ンヤ　オシ　ラ

　　私は　　そ｛為㌧。

A　ゾンムサマンコwバッカ、、

c

ネ坤武オ拳のころドぼ㍉かう

ご　ロ　　　　ぐ　　　り

／’嶺二つ　掩。、3

　　　　　　　　fa6》
オクラオベサンカ“タ　　ハヨー

あ・つう言～・1＝ヂさんの蔭・　　早く

：才ワが駈・ソンタ

ツクリヨッタッ9。　オい・’ジ㌧ヤ＝か

植ミπいア㌧ん7㌘よ。　　　た層か㌧

（ユ5＞

　　牙ッチwラント9．
　　　芽か甑て・・rs　v・ん尺一♂、

デケヨllヤ　ンェ　ンカッ　タオー。

マー｛t間て・・掬｛∋んて一ぼ為力、う．た「て一す？6、

A　ンー。

B

c

B

A

c

　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　ンニャ｝ @アンマリ　ヘヨ　ワエアン　ンもつ　ヤうしテ　アン
　いで　　　　あんまり　早く　　才塵気’（も　　霧lz　　ヤ㌧れて　　7ノ

ダメジャジナ．

　1℃’あてドす・ね．。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t2ケ）
＝ン _　ァン　サヤエンドーt　キヨ4ヤンが　コータカツ…ジェチ
今燦ぼ　 翻アノ　斐や之んどうも　　紀イ曾重やんか、　　買．汽ガ（ジ（い、て

ユt■＝ ^β

u烈こ∵1三三（β　）薫差毛

儒蹴／βンつ窯譜器；よ。

・チ～・・　　デ　　∠一ワ。

　「ζsうt“（　一　　　い・・よ。

　　　　　　　　　c29）
イェンドうワ　ンメがエ、

　芝一んで，響茎〉は　　 叡賎・し㌧、よ・ね

イーワ　八ノネームン＝ニャナ
　　　　　　　　　　　　いv、よ　　歯ハ壌Vs渚医｛ま
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B

c

B

c

6

c

B

c

B

田を，．　　　　　　餐1た，〔っ　　だあ？す落。

9一ワ　ツフッタラ　ダメヨ．コンドン
　田は　　≠直ミた㌧　　　だあよ．　　！努度¢

ノレット∋ナ．

れるmよ。

ンー　八クサイワナ。

　　　　白豹まts。

　　　　　　　　　　　　t32）

　野國菜v㌧　　大根ばな。　　1も・か㌧

イードー　コー4一ヤ　ナカナカ　クエン労ンナ。タケカーリ。

えんど殖　覧て1‡　　r＆…　r・か　鰍～れな一力’9・ig．為・・カー　｛，7。

　　　（b9）

タケモンナー　ハゾメワ。

為・・です毛のね．　甑はいめはe

ンブヤケン　㌔わンナ　ダメジャッタ．コトレ　ツク・ト・ヒ4。ッ

　た’けt’　　　去r年tま　　　た魑納だっ《．　　　こ℃し　　植之よ＝）z・翼・ていた。

タ。　モー　　トント　ダメゾヤ。

（しかし）ゼ）　　全然　　 だ　あ1ミ“．

　　（30）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3D

ンノ　、ソクッチョンプットコンノヲワ。

んza　才直，ミ，てii，・㌧れろCこ：『）e田tge．

：コトシャ　　ミ．エ’チャン＝　 ツクッテモ・う才ト■4wット。

こ’忙しは　　みえもやんに　　 植ゑマ毛㌧：も・；）t思δているの．

タオ

ﾅつ切ラダ燐ナ・アツつワツ75Vンナ

v176一

、あそ、にば　　越之3れ享せんね
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の　「ナニ」ドシ」t囑’L・・「ナ1し．r「ト。†「ナ、の融心。

　　「（ノシ碧ノレ」で進有も・あもわすe　（・㌻「－v）一ラ・aル」け兜3）

　　「ナル。・博敬εあらおすtt）ナサ1レゾナ，、ノし〉与一ノレ〉ナルt・・う
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（scv　βの所有seて㍉アパート創建殼する士蛇のreて．　アッコ　tv一う

　1詳うカ、フよう労考的ty

θノ）　珪ρり参・照．．

βリ　タイつンナナ　C・・㌧i7うヵV秀電的ft　ダィ：：⊃ンは、テコンK毛い

　う．

（3刃　ワタノし・　共．逓驚：｝り　ド（ノkl人1、）㌧、ミおたる」々ビ℃い二）と・『とen溝篭

　癒：’一戸い，「駅分一i！2へるn「（今け背「と）も～・～．｝cいった’糞，

㈱ラツクル　他恥曝畑も賃して卑緋セNう，糞。

θり政府の減ダ政策で．藤子細認補助慶力物たが．it7　A℃℃もミして

　、・る、

（3り　問投宛詞bク用3去、　主に女ノ握が梗う一言いラ；1隻、　ンダマ（IIS・一で享あ）、

　ノ＼う一ンクー（携・蟹ド：手・夙）　、　ンダづヤード（あ㌧いやプも’お）なζ＾カ’．浜み．

　ンダワマ　ううン　（私7㌻～’itタDgreY）々・て隔℃・・う零）・うsゐビガ㌧す

　うて．ンダσもzttぱ，一人町域あ9あす驚であ、た乙黙おれ6，。

C」・V？溝武云宅でIET，共通籍の・やS　．］ドあZ＝3‘9－VPt禿毛「クノしノし」で智

識瓠㈲ ﾉ1劉γ；憤ワ’｛（ヤ憶：齋驚1

（3s）　ゾヤロつタ　　あv・つも左打つt豊r一よくオ吏ネ・れるこくIE：”。

ぐR）　ナ’メノレ　　作物乞生青か・悪く、，たrめ｝こ鳥うてしまr＞丸で、

吻　 ニヒューtVNう感『）か”ラ∫奪bタ．

｛）fi）　驚」考乙m長男め嫁、

㈲カヤノレ　症ω参照。・ヤル」I」t　，妬働が嫁・Lt．も犯人に蕊す

　錫令瀞。’r一も用い（，ナ1ろ。

㈲罐協・人かつヲ障rte　tg．、の廷．

㈲　センギソ　　痢武飽労特塵の切ア大本侵のこと。健元・r12．ぷ一・うN

　一セ・ンギワ（千一t／7ク寺塔♪’し〉・う。

（初ダワガ　誰力’㌔　6ar二子＞dar；2a　e＞£o例
陶　トタン　　塗疑熊晃。餌のそ1かま．z・げックソ入しね〉・，と〉・う糞。

　　　　　　　　　　　　　　　一186一



JZ，．養　蚕あ　託

　
氏
　
尚
地
松
高

　
（
　
　
臼
揚
高
臼

託
一

幻
男
々

d

　
務
キ

）

名
　
ア

々
男

ワ
郎

　
｛
ミ
貢

　（生年♪

明iン参・ヌ3年生まノ挺

明治35・年生ま照

大正3年一生ま療

昭和23，iilL生護れ

A

B

c

B

C

A

カイコワ　アンマリ　（笑）　ナゴワ

，蚕は　　あん蓄り　　　　’長くぱ

　　　　　　　　　　　　　P）　（3）ココワ　アンマリ．．．．．一　ソング　ギS一サフナ

ここ（鴎稼淋あん劫　　そんなに　たくtrんな

1．1，1：ご；」♪∵醜誤㍍1

ンny一一’　ドングゾヤッタカー．

うん　　　ビうだ、たかな．、

アフマソ　ヤラネナランカッタ　ココワ。

亥んまり　　飼いなさyなカ㌧た　　　　しこ（の象）は，

オ・ッゾ＝フ　ドーグワ　イッパ／1

　それて詫　　道具は　　・・、ぱ・・

ヤラ　ベ’ラヤヲ。

kら　ベラ（挿図の遊具）悉も．

ベラワ　アルクンドンー一一．．一．．

ノぐうは　　あるけおかも．＿．

　　　　ゆ
やシナワンカッタワナ・一。

鯛わなb’．た！ンあ．

ヤシネナランカッ
梱　い　なさ（っ7：よカ、っ

チャフトシ：ンヤルワー。　タナ

秘んt（残）してあるよ。　　蚕棚
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B

A

B

C

B

ぐ

A

c

B

　　cs）
ツア」レ。

1二恩う．

ナ：ゴワ　ヤシナワンカツタ。

長くは　 飼あr＆カ＼～ミ．

ンー @ナゲコッチャネーガー。

うん　　長い（問の）＝tて一は！浜・。

ゾヤッタロナー、　t

そ＝）／…∫、たろうナー

ンー．　ド＝xヤ・、ソタ。＿＿．．

　　　　　　nvうん、，　と一こ／も㍉たi｝’う＿一一．

　　　t6）
サ・ンノぐクヤラデ　 ヤ》ノヲ

。；の鵡慧の論諸∴記

カイ：コワ．

蚤は。

　　　　　　　　　　　　　A一　一　　　　　　　　　　　　　　　）伽、ク鯉殉硬で飼蛸誕〆ξ／J

パクヨ　ーア＝ン＿＋．，．

パフ’τ一すよ．　アノ．＿、

サン1ぐつ｛三　　ヤ5ノヨッノ57　トう　…≡le

サレパクて詫　　やがて・・汽ん1ギよ。

∵∬∴∵’ピ∵りζ応：

　　　（7）
ゴ9マジ　トッチヲンナヅタワー．

最迩まで　イ呆准lr毒・㌧れま．｛農ね．

ノde @　 ／t　　 ！”

ノぐうタ“7fうh・マッター．　サン

バラた『けZ一て瀕7ミか。　サソ

ノ回覧コ庭つ。（∵）

A　バラワ　マダア1レ　アッキ～．

　　ノぐうば　ま7ゼ残魂て銘る　あそtに。
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e一

A
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A

B

c

B

A

マタ　アッシヤv｝．
脈嶋　．IA　b　T一しめ．（こ嫁ぼ物を峰馬蝉・く家筏ー二丈）

　　　　　　　cg）
ウチヘンナ　テケ　ァッタケフドン　モ　ヒトッッ｛ネ＿。
私の象．存e－iま　！～く受ん　あ．八け・れ．ザ毛　もう　ノつ毛ない．

エー。ウ4ヘンナ　チット　トァ4sッ．
ああそうて一すか。私ハ象なて一ば　少｛ば　残’ゲで・・ろ．

儀ゑ惚・7・∵弄黎∴ンご礁∴∵（夢更／

アン　チャ才　イッタトキ…∋　アン　チャオ　イッタトッ　カッテ

アノ　di・一茶乞　愈，《叩きよttアノ　9；　E　薫、たしき　勝手

ガ　ィーワーeeンダツ　イルット。
カ｝　いい　よ，　もんた噛のを　〉＼れろ℃、

Pt，　7（　沈三ズλ数．し氏ぎ．　ベサンガ　オットキャ　ア＝ラレオッ4

アノ　　イ町か圃　いろ℃匙にぽ　 1ゴあさんか一　・、ろe壷に一ぱ　 玄程れ（褒物る）包

t？）

＝　アラレオ　ナンン　アリ　キッ4＝　アッタケ・一
斗ゲて　．あ㌧れを　 4bjlて　 あれ民　 切って　　　あれ為｝げ．．．＿

ンー　アラレヤラ　キッ。＿．．

うん　　あ9れなザを　 t刀♪てtt

タベ9ンナ・ソクツ∋ナ。

食べてお㌧れた．　のよなn

　　　　　　　　　　　　　（io）

イ4ノぐ：／　イー。

いdE，博一ん　いい、

ワキノムソニャナン＝ニモ’　バ’うトう：カー、ノ．

他の考にぱ　　イDr｝一　1”一　t　バう｝■A吏わ庵）・．
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c

D
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ノ’x B

1忍♂項㌃ヤ∵♪属マも嘉ζπ8でζ∬）

∬∴㌃廷無シ鷺㌘二三？㍑＝㍍う
　　　　　　　　　　　　　　　　　GP

l瀦迄∵ア嬬忌∴イ∴傷い鳥亡＝

　　ヒナタフ　ド⊃デフ　モッテイカルルカバ，
ノ＞

　　9向　汽　　じ’こドて漉　 醤ワて／4f　iアうか（v．，

　　　　　　　　　　　　　　　ロユラ
イーワナ。ウ4ヤ　イ4コクバラガ　ドマ　ブヤマンナノレカリヨ
　　　　　　　　　　　　　　　〆メ：
綬細の・・いな．私の累ひσ　一石ノぐう（かつなじば　　邪厩汽存うか～・

ッタ・レヤ　 モー　ジャマソナルカワもナソ℃　イエ才　フヅストキ

　私1；　　tう　　邪魔に，ts　5か9’C…3ようイδrより　琴芝、　崩書しA〈

　　　　　　　　　　　　｛13）

㌃九誇詑∫叡∵〉訪霧蒜ニィご回覧㌃／

・手つクノぐうワ．

石　ノ・ぐつば，

イチコクノぐうワナー。

　nt浸ラノぐうは　7守．

ヵ／っン八ナシャ　エロ　ミゾ〕一　オワッタナー．

　蚕：　の　託　は　 え㌧く　　短く　　　終、1『こな．

カ・イコワ　シヤラン：カッタム’ン　：：コメ1、

　蚕は　　飼・・な芝（。んカ＼八毛の　こ’こば．
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　　　　　　　　（i4）
シヤランカッタッナ、

し為芝㌧な窮たのな．

γ一。ナー、ゑ数グ、　4一ッタ　シヨフナヅタッチャ〔コ．

　　　　　　小｛ば　少【ば　　1てお（・拠たんτ呪虞うよ、

∵ノ沼漁≒，幣ビ毒器．7累㌘の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（IS）
カ　イーネカッタカッ。ヤンネカタガ　ヘタヤッタカワS。

か・　良く勧・。κカ’9　斉て方か　　ヘタパ・ぺかeS、

＝ンー．

うん．

ンー　 一アンマり

うん　あんまり

　　　ti6＞
ヤ4ヤント⊃ア

ヤ努んの家σ

キiッヵ　iF　一が．ココン　カイ〕ヤシネァ．ミ
ー言こ／ノと起・｛i・一／集いよ．ここの委！養v、｝3＿ミ

　
ね郎よ
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♪
炉
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・
矛

ジ
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ゼ
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γ
ゲ
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ンeカタフラts。
　　片倉（餅孟名）よ、，

　　　　　　　　　　　（i7）
’力タクラワ　ウッテッサルガ。

芹倉　ば　魚の家でこそあろよ．

ア・r．

乃”，、，　　　　　　　　　，

フヶタフうワ　ウー4…ヨー．ウ・チが　クミァイ4a一

　ノ亨磨は　私の家よ．　私の象力・一箪合一長乞

ン．アン9：ガ’タァ　　グンゼ’．

の　 あ洛7曳の家1ヌ　　グiンセ：S’■．

4
も

タ
八∵4

て

、ン

[
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ア
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B

ごβ

ノv
うん

（笑）

ソーカ。

そうか．

ク“ンぜ，オボ亀エ今3ノレコタ

グア’t”　．．　覚えて・・ろこ℃ぼ

コングライノ

こhく一9、、の

’コッ／tヤ〔フ。

こ（．たフ〉う

p

B

0

B

D

e

B

ムカシヤ　ココへ一ンモ　ギ箏・・一…一サン　ツプリV、ック・ソナ。

　著tgt　　℃の誘たウて語　　搾くざん　　やってい八のT　一一ずか『

カイコ

藪？

鳳＿　才イ竹ツ’9ツyチ．
　　　　　多渉㌧たnよ　’な．

　　　　　　　　　　　｛12」
モー　 ソレコソ

もう　それtそ

センーブヤ、

　イ分商3ですか？

ノPt

うん。

ヶンへ＼ソ4ヤッ　タツヨ．

草移1μ全弁）パ・八のよ．

ン
ノ
ソ
ソ

プ
．
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ヘ
ク
ミ
汽
ズ
お
イ
泉
マ
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ク4．
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乙『 t～気’っ！竃力＼し（〉。
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ご．　　、ソク　亀　3　一．．．

p

B

D

　　　　　　　〉／ヨリ　ッ
築り　　　　　（て古・Skた、＿．

ドキ　ソン　クワノぐタケヤラ　ア・ソタ・ンナ。

ビ、1、その　桑：来醒I」亡～エ　あ・■zのな．

　　　　　　　q？）
つ　ソ）ン　サコヘン＝　アッー一一一．．．

、・ @そ、の　辺へん　　みん＿，．

ナカバルヘンヤラ．

中原あ為クな。．

B．O　つ／，　ン。

c

B

p

ご

1
）

B

e

B

ナカノぐルユー　 ズ㍉一ッ　＿、ソタ

　中原E　　 ’；b一一、t　t－tt一一け気

モー　クワノぐタケバッカ・ソンヤs・’・タ・ソ9．

もう，　桑　畑　　 tf”　t・り　アも、たのよ

イ　ツ＝ド0　ンノ＼　ナ　＝…／．

いつごろの誘？

x一ト．＿＿．

k一じ

タ’イ1ンヨーッ．＿＿

　匁正

タ’イち1ヨーナンネンカネー。

　大．正イ・丁年だうたかな

タ．イショーゾヤネ．

　プこ正でtl　1急い、

シユ　コノ予ン．．＿．，．

　IS年＿t一，
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0

B

c

　　　　　　にの
ワ　タヲカ“　　シモ，＝　　　キテ：カ　ソ　モ．ゾヤッ　タ∠Nン．　ヤツノ　タム・ン　　ノぐ一

　私が　　下1牌朔（嫁19＊てか9tだ飛もの．　蚕と飼・・汽もら　幽

　　（2P
4ヤントe
彦築んt．（いウ（Jlz）．

　　　　　　　　絵ユ♪
工一　 ラヤロつター。
2．．一　　　そうてのし㌫ろよ

ア．

p

e

B

｛
）

ご

B

ドッカデ　 モン夢一レ・イラタッナ．

U“・かで　奨励酔のですか．

クヨ　一eワー　　シュー．＿一1．

　野移朱v　　　／o，＿

　　　　　　　　　　　　　　に3）
ソンコDワー　　モ．一　　S一サンワ　　サカンジャ“ノタガ’｝一．マ　　ケ

　そmころは　　毛う　　桑：蚕は　　豊んだ“う胤よお。　　論う

ンベ㌦ソN

全課の象でごや，んの）よ。

ンー。

うん

ラヨーワ　う’ユーラ4〈42トン＝ブPマヅヤ　一。
　昭1：和　　　／ク・し／8午：ゴうまでば　　　飼、たよ　　汽しか、

ウ4γ’イエワ　カイコヤレナウクメ＝　’ソクッ9ッ4・ヤカ／f　ムカ

　う’iの》豪痔　　蚕’＆ノ飼うた，めi、　　　Ak　．たん／じカ’ら　　　lm4一の

ッ4“ツタ．ジヤッタやP。

　てあ・た　　 そ～だっ換ん瞬ろ「）e
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ンー。モー　ソコモコ〕モ　カイつダナゾヤ・ソタッ4ヤカイ、

うん　 も二）　　到るじてユ）　　蚕謡Rだ㌧たんだか（ワ．

ンシャカイ

だかし

ウ4へ7ガ
：私の象なんカ、

B　ニカイデモ
2P着で毛

ヤラノ，苫リヨ・ソタ＿、，

ノ飼・ていた毛んだ＼良

。 モー　イタンマワ　’ソトッツ｛　スキマワ　ネカッタワ．
も5　　　　　三選e問　ば　　　　　　一｛っ’c毛　　　　　　すnt問は　　　　なカ、一た　よ　．

β　’ン・一、ブヤカイ

　　　　　だカ’㍉

　　　　に4，）

　　イ可9して

イ9ンマu　ナγ£　コー
杉、の闇も　釘も

り、一ノぐソ　　ーアン　　ナ

覚凍に　　7ノ

0　ンブヤカ、．　シテが亀シテ　アメが　ボ＼ンテンヨ

だカ’㍉ 台風寸寸r豪．て　　　　　雨力、n　　　　’『漏う・・て　毛　よ
（oつ憶イ

ミλガ’ @本剛ラ7トiヨ。　ンジャz5イ　カナヅッテ　：⊃一　ホ・ガ’レテカ

木が　漏臆圃よ　だ凪　　金槌で　の　（三三あげで

リ　ンケントキこや　ァレシヨッヲワー。

から　台風功と凌ドは　 あれ（紡巨富捧9を岐闇（い汽毛のた㍉1ミ．
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　　当主言己

の　ヤシ才ウ　　ここで｛」「（家畜為ビを）飼…＞」翼e

②　　ソ・一／ゲ　　　そ，んtaド．　n糞．　　⊃ンゲ．　ソンゲ㌧　アンゲ、　ドンゲt’

　用いう，

（・）ギs一サン　　八くtんeギ。一サー／ナ・≠．t　・6テif　P．

（4］　バ5しば，竹て鳩んだ遁臭の％。ふつう直経ノ．・，Lぐ9・・e人唆之r

　円う珍．ラ祭t塔5’c・Ptぐし）・e豆類、乞HrvT髪たクすろt量為ご匹イ更う。

　　た～曳’（　，　ここてbv、うノぐ＝）　t　｝9t，　い壕つナる　「蚕ノぐrうn　t　い21つれ5もの

　で，藩蚕用斥棟㌧れたバラ．・玉・つう《ノぐうようひて働り六・きく．塚貰

　毛　ごくおず’カ、て”あろ）．

｛の　i’v一ゴタル1ま，風下左あしおす．渉た．絶’㍉塘幽々や希望Uあも窃す

　こてもあう．　「ゴツアノし」σでヤて・・tS・v・な令・・労．

　　　7＝レタワ　　アメがフんゴタル　　　明sは爾かフ降る｝うだ

　　　ノ・∋　ヵエロゴタノし　　　　　早く帰りた一・気霜だ

rのサンパク（至心）　々陪劉。てそれを編んκ養護用の三三．彼角

　形で，丈・逆さ呼ノPtx／．S4・tぐも・・た㌧たC“うaこ¢ヂ｝＝2k奄入脈

　て飼う、

ω　マヅ　　「≠で」の転．e＞∫ヒ奇畜が張くなろ例．

の　テゲ　　太概、ここr“IX，たくマん，の薫。三尺「多分」の量＆あ

　らわすこt毛ある・（aり7ンタワ　テゲハルッド（多出晴掲だ禍）
　　　　　　　　　　　　　　みネ‘ガ　四角・・鎌勧乍り．それが辛生の状貧§に為。たと’しろで誇く切・汽も

∴梁瓶云ジ．～ニフ醗乙ノ勧乞てい細かく切孟

　　昔は．それ左更全に乾燥略せて・保有し炭史て’紗㌧て食べ《ものパ

　うた。拳た、築零に略、妙う《アラレ乞み茶に入れ，それに少し才乞と

　入れてすすめた毛のだった．

　　・コ街績ら、・アラ．謬；振メ量拐塾し勘酪う．

㈲　〉・ノしてぐ乾燥さゼう）らドは，の糞．

の　野菜乞半分n）勤、1気の乞，の菟・、
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（127　（一石毛入りそう7》）大ま’なハこう。みそ．やしょ「〉ウのころじも作・’

　たり、摘んで懐夜嫉の茶の3El　E．〉・れて＄’一　K　C・　？raビ｛z・／｝吏・たし・・う。

σ3）　シタニ　麓考Bのすぐ下の＆］Z、の翼．クレタ，は「や・〈山
〔厚ク 潟Wa吻瞬ねψaコ　いおゆる鼻勉内服告ぐ一／μ4鯉λ
（ノ5）　裾者A斥してig珍しく「薗プ定．のダ」にあたる彫’9「ヤ」　℃いうて・・る、

㈲審活ごの多前は「ミワkが正し）・のだが，通常rミヤ4ヤレ」で逓

　、ている。

・のサ・レf2，㌦で・そ協るS」い・。た意の，多魚調ぽ断定εあ～お

　す、r九州右宅・茎礎的研知P・・3ドよる℃．宮碕県中都以南て甥

　い～れb．

as）　軒苔り。　全・ア族’らず，ヒいった＝＝一アンス、．

ひタ）　ムあ・・の土：re　“そ～v・・3ところドある田ε，サつダ（迫OP）℃いう。

㈲　下今泉（小な乃）．上今泉に河比してこういう八もの．

CzD　自，分の姑のこu，。右欠人。

（2ユ）　粕ぐぢヒキT一）tVによくメ吏う青い六。　「そうで論うもこt墜」Sb　tlx。

妙　ヨ’サン之　というi9うか7オ鴛的、

餌♪　す壷国風左ア方ぐたあ尺．虜多長クもt八うしたと．・・う、一そのこ℃ε悉

　wたが♪たししレ・．．
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3．台　風　e　託

誘1乎
　醸ト3ク

　A

　B

　c

　D

㈲
男
女

）．
名

幽
氏
（

務
キ
　
ア
謁
地

女
男

ワ
郎

　
一ミ
貢
払
高

日
揚
為
冒

　（生辱）

明冶23年生まれ

明拾394生ま潅

太正3年生まれ

昭和23年生まれ

D

E

e

D

C

B

　　のホカッ．シケン八ナッンヤワ．コナイダモ　タヲカ　イッペソ　キ
　　　　台贋しり託だ　　　　こρ周も　　たしカ’　　一度　　開

　　　　‘2♪　　　　　　　　　　　　　　　　‘3♪

こ雨晒篇1τビ笑）系堰ン今∴∵義薫緊

シケワ　　モ～　　タイフーギンザデも一．．．．、．

台風・は　 もう　　（半時は，）‘台聯痙：ひし・おれて）二もう・・一

アー　；E一＿，。

ああ　　そわぽ毛5

アン　イ4バン　才ッケネカッタ　タイ7一ントキン八ナレヨ。
　あっ　　・、もは嚇ん　　犬竜力＼た　　　　台風のて．をの誘εよ

ンー　 タイフーワ

　　　　台風ば

コニユ　アン　ナニヨ　アン　ジューゲワツノ　ジェー一
あ拠ぽ　　　　 イ町よ　　　　　　ノ0月の　　　　　　／ノ7ffの

r董臓つナ乙」回議カナ孫．
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A

s

A

B

e．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　偽）　　　cs］
ナンネッジャ・アタヵンう一ン．　オボエーン　　ンダ．

　何年だ。たがt9ん　　　　覚えていな・・

　　　　　　　　　　　　　　　　｛6）
エ三ニ　ナンノバンYナ．　トシノノヨサヨ。

　あの　　何の晩よ　　大晦日

ゾヤソ：タカナー、

　そうだったかな

了キマツンノ　：一i　＝t轟グ：沈乃　ゾユーグワッノ　ジューレ4ンチ

　弟ピ祭1）〃）

：／．　？ぐン…ヨ．．

A晩、

キヨ　　ンガ

／0βの

，・f4’フヲェ

ノO得の

トキ　そノ“　　ツ　　　ガ ンフー

ノり「θ

A

B

c

A

e

紀代重やん㈱が　　　 ノ与住のY壷1ギう《が

タロカA．

　ろ㌧が

工v。

　乏一

ソンテ　アンター　ン’ンマ4ヘンナ
そ1て　　あ1ンた　　　薪町（地幻為たり｝ま

か　　デタツ4ヤカソt一，、、

が　 畿病んだガ島

アツ　センロンレクニ　セイ’マイシヲガ

あの　　纏、路の下1こ　　　精米，所が’

ンノ　　ノ｝。

うん　　フん

ナータ／ご＝ラ、

　kw．原（f．　st））

　　　　　　　　　　　　　一199一
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ツ
於
　
つ

や
凶
ジ
た

セフロガ’　キし「テt一　 ろ／こ＝ン

　線路が　 切れて　　疹し人
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A

B

e

A

P
p

C

B

A

c

ンー．

　うん

：コヘンヤラ　ナンこンカ　シニ　ッ∠匂．

　し辺ノなピ　　 イ町人力、　　、死1しなセリた八：r3う

上し2L、しざガワヴノーも一ジャッタツカー．
そビて　　片元の劇が　　藩協だ’・たのかな

　　　　　　（t7）
ダし　ダリヵ　アントキャ　 ’シンダッチヤ，ネカナ
メメ賦〆

　誰　　誰か　　あのと造にぽ　　1死んだんし“￥あいがな

『シンダツ…ヲー．ギm一サン　シフク㍉ゲナー．

タヒん1℃つよ　　　国勢　　　 舞んte”　〈“5　teい

アソ　ソヤマテー　ノー守B一ン　デ4gリャックシトーノ　：⊃ド
あa　曽ムい・う　　敗協R　　th・て・・た働th　t’r・鴫した）メ、の　脳共

モ毛　レンタッチヤネカ。

　毛　　，死んだんじ寿彦いか存

ヒPZサンーZタニー　tッタレト　ド。カ　アッつヘレニオ・・タ
じw工（界刃）セん禿に　　いた（下宿紅てVsた）人　t一こカ’　蕩セこ辺に　　　い1ミ

レトモ’ゾギ・・タガ．ヒWエサンカクフ　キンゾヨンシ1一モジャフタ

んも（そっ）だ，たよ　　ヒσエさん充　th　　　遮所の人も（そ～）た、た

が。

よ

工一。

え一

　　　　　　　　　（8）
ナスト　アン　八ラ　又ミヤキyリャッ9ワ。サー一千ユーha一・トカー。

そ依て　　あら　　ほ（フ　炭8焼いてお（．れた・　　　イvT　）いコ）人（だ・た）カ＼
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B

C

A

ナカノン　スズキサつか　 シ：ニャノレンナー．ソヌ、ト

中野（鰯）の　鈴木せんが　晃R回るし　　そ＊・・U－

」認．トモダ所も　ンンダガ。

　　　　友人が『　　　・死んだよ

アラノ　ナンツー》トヤッタカエ．＝ッサン　ニッサンフケナ
あれば　　何乙、・ろ人だ・たかな　　茜（焔）セん　西宣ん（だ㌧た・）カ’ね

　　　　　　　　　　　　　　ゆ
やキヲリャックワー。ンマー・イントヨ　スミヤキノ．
旧いて蔚（フれ7ξよ庖s　　　　うま・・ノLよ　　　　　．炭焼きの

ドム　　才ラ　才ボエーン．

ど5も　・俺は　覚ゑてい幸い

B　　フン＿、

ツタ〕ド＝ンカい

ツタ与（娘の名）たsの

ミ
を
ス
炭

C

A

c

B

C

B

アッコフー一　オモ．テンー　ヤマガ“　ア・ンタワー．

論そこの　　表らi＄　；’ド　　ムが　 あ．　1¢　”℃一しsl）　・

フ　　、ノ　　ン　 ン・一

うんうん

アッつン　スミュヤキ讐ッテ
あそこで　　炭t焼いてい「〔

エナー。

な誰

｝工
一
’

エ
乏

一
｝

　
芝

エ

ナガ噂レテ　シニャッタッ4ヤッタワ
熟（寛）起一（　死に1｝t、たの為へへ汽よ

ニッサー／ジ馳ヤ・・ソタロが馬工。

西童ん　　プも㌦たて『しょ『〉カベ

ij　一ン．アンkキノター　ナンゾマッター．アメータイ’7一ヨナ．
う、ん　 あ・b　u・きめ（｛参風）ば　 ／15「1ε㌧た　　　　爾台属し（た㌧た）よな
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e

B

c．

B

ご

B

c

ダ・イタイ、

　大、体

“アメーY／）フーヨナi、アメが　 1一・イカッタッ4ヤワー．

雨台風（だ㌧彦）よ　　爾が　　多がたんだわ

一タイフーヅヤック’ソヲ．
風、カ・（・・㊨雨粒葎しん・たんだよ

　　　　　　　　ごノの
アメガ　才イ’シラー　アラ　＼ンカ　こテイオぐ一か＿一

雨が　　多くて　あれは　ビこか　堤隣が

本ツヲマ　、．　テ巧涼㌧ガ　キレタツヨ．

そ胞だか（ク　　　瑛肪が一　　　疲壌1たんだよ

姦麟㌃認／∵ン　ンつ蒋誌∴乏，窒ガー

　　　　　　　　　　　　ごノか
ゴツ　 ツプリャッタソ4曽ヤロ・

よ『）ド　（丈東ド）・作りな芝一）ノミんでびら〉

　　ごノの
ウ今や　チ・一ド　タノ＝　イ《f・・’ッテ　センD才　ホーテ　カエ

うく＠んクは　椎よ～ビ　覆野（隣町）’、術・ていて　「系稟鋒・も　ミ笠ボて　帰ラ

ソテ・ヤタツテ　カエソヤッタソ4ヤソタカ’イ　タィフーワ　モ，一

てきた」乙いフて　帰．て象㌧れたんんスたよ　　　　台凪は　　寿う

　　　　　　　　　　　　　くなリ
マ・イトラ　『マ巧トヲ　 クノしギ唖一　ワト三／ヤ　水γ↓　三べ㌧ツ　 〕ノ

　毎年　　 傍年　　来うが　　今・年は　　峯ちに　　　　　 こつ

コ”σ

ごろ

∠乞∠L≡ごエユ＿　：コン〕タネ：カーナー。

　．近頃　　 来．かい．んじゃ存いかな蒜
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s

0

3

B

0

ら

c

B

c

B

キうワレテ　タ／フーこ・モ＿＿＿

嫌あれて　　台風i、も

ウ千ガ　イエオ　　テナ才ン｝カ｝．＿．

私適象が　叡を，　建て直くてab一　〈．

サ／ワ．イ三ジヤ．

　孝いなし℃だ

ないんたいよ彦誘

ア7マソ　一．イフーワ矛一ヨ
　あんまり　　台風塔　　ないよ

　　　　　　と　
マコツ　zりヨ、ソタガ．ウ4ンイエガ　モ　＝カ／）ゾマッ

本甲ド　桶が）漏．て・・たよ1・の豪力“　　毛う　2階だ・（崖力’9）

タケ・『カッタフケソナー。フワ∋ッ　一、

　為力㌧たか㌧たS　　1降・ていた毛のだ’うた

ウ4　　 ウzg’コミヨッ　t

私め象は　打重込む（爾が象の中1℃まτ入㌧込々だクも＾だ㍉た

りチつミ∋ッタツヨ、

入り込ん7ギ毛の7ギ、たよ

へ7一一　ン“

　聯屋に

カワラE　ナン＝と　i一クベッアツラエデ

　名も　　　何も　　　特別薫兆乏で　　　　柞，たん・た｛よ

テ　了フ　ナンセッ　ソィカソ・7　カワラマジ

　　ァノ　　乃vTゼ　　　　それか9　　　堤ノ孝で

　　　　　　　　　　　ゆ

了ン

アノ

ツクッタソ4ヤノブ。　1チ」’ソ

　　　　　　　　　　なぜ

　　　カエタツヨ　ウラ・

　　　取りカ、ラLアミのよ　　・季久の

　　トクA”ツアツラエテ

　　　’特3b鴬兆之Th穎人だ’
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タノンダ　カワラブヤガ’．諏燕　．4．ま、マ、　ミズスワtヲ　O一　：コ

（癒えした）　亙、だよ　　　　　　　　　（rc　tl⇒冬と，吸おせマこうこつ

ソ≠ワ　ミズスートカナンi一カユwテ　／tキッデ　カケアー渡穀
一ζの磨うは　（舷1ド）水と『吸う℃か荷℃か令・て　　癖で　　　かげて　　（そ麟9

アンゲヒノテ　ンク7タカワラド．アッデ　マタ　ヲテ　カワラカ“

そんなふうノこじて　　柞、た2iしだよ　　　　　　諺れて一　　また　　そtT　　項しか、

ワリッ4ヤwツテ　 ソシァ　労：乙タ・ン乎ヤガ。ナーンガ　 ウ千：コン
悪．いんだろ5℃鳶．，て　　そビて　　取りカ’之た．ん7ごが’　イ恥こてコ誰みい（雨力つ入り

　　　　　　｛IS）
ダッテッサッ牌ガ．eモットジヤ7ンZλフルゴンブッダ
込んだた’げだ。1ミんκよ　　漏るんだ　　　7ノ　　　　　降るめ斥　　　降う

　　　　　（t6）

嘉之ツ！∵♪撫篇〔燕1ヂす絵農避
　　　　　　　　ぱ　

B

そ才ヘド比べるとt　　　冷＼の　　　アルミ・ナッセンは・　　い》、なあ　　（爾力、つ入り込享1含〉・か㍉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くノどノ
〕ノゴわ　アン　ナンヲテカリャ　・も　ントットうモ　リアン　ナン

tのごろ　　あの何（サ7ンIJ）（てカ＼ζは　寿う　　一《・t寿　　　アノ　イ5「

センッ∠＼ンナ．モーランムン。ランラッランラソ＿一＿、

しないモα　　　漏㌧1：｝　VNもの
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　　ラ主言己

θ2　ソリカイ　（それカ、9♪　t9＄、っtしt一一・

（・）　様熊のゴタノし。

（・）　毛う｝度。オ零幸℃ロ・q「一・　6・ペン・かフ・ζ・、㍉「もうSSs

　t」も　「マfチット＿」　tいう。

鰯）　言乙づ竜しマいなv－h、　tいうi麩v孝一ビこ＝）いn）。

の　ン’ダ．t3間殺可動’丸4吏お乳て・・る。　（前・1｛t1i：）

‘の　トシノヨサ乙び．大晦fi　a’　；vしみ…　お為）・。ここて慰何力s　th拍う一

　にこつ」言．マし誹、たもの～〈い．｝

（7）

び）

（9）

ao？

ei？

⑭
⑥
㈲

め
0

．
セ
σ

　ダリカけ，　「・誕力、Aの」？　Z，　ti　e＞£の4列、

　アこ／　ノ＼う　　うまく恩〉・出・せ為いeそに根う樗いオ。
　（m　ni　Et　l　i　．1．

　㌦多くて」の」葱．，

　その℃きの承郵，1ξノ圭力、（て，季粟路の下奄ガ’一ド序改良t7紀tl、う。

T一．PtじよSな※水があ・てi．ガードe下貼ぐも・フ誉れあよう・試

て，線路の土ラか・切才し海v・3：うに1た，℃N・Nうi珍。

　うちza人1詳．　の彙．

　来ルガ．　の奪い　そこ　港vv。

　オ考・℃　1てtJ．　ボルtい　うぼうかv’　一・鍛6タ。　失，の　「2．　，巻蚤・ハ稀詞　の

景一偉あt＝ろで，9〈，　tset2　ボル℃S、て　5．

　サル　　「2．巻髪の一託」のう生（η♪6参照。鍛鯛の断定。

　叡・中でも，外て恥か・早うのし早し一＄うノ・降・ためだ力惚．し考い

　たカ・うた（）しい．

〃り　それに比べるt、の翼．アソスットごあれ匹す5のYもい㌦
as）　［taコ　t閏t之．　b．
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4，爾乞いの話

氏
高
泌

（

　
日
場

手
罰
し
門

松
高
島
日

名）

　　務

ア　キ

ミ　　ワ

貢一郎

ぐ性）

男

食

々
男

　（生　等）

明冶z3・年生菱れ

明冶・弛年生まれ

火回3年生まれ
昭和λ3年生ま）挺

D

B

マノ滋Zi」・’7ンタアメガフワスギク・ぐ7イジ・ケン／一’ン

ま　　　　　今の（藩）は　雨が＾　降・りすぎた賜合・～㌣1ア撚℃のも

アメーが　フラ：ノカッ：クトキヤ　1ごンゲンクムンナ・

爾が　降9な那た㎏剤、は　セゴ駆た毛のτすか
　　　　　　　　tづ）　　　　　　　　　　　　　　　　　（2♪
アー　　トフカうラン…ヲ。　（笑）　　ナンか　　トレ｛ジナ．　アフ

そ索硅　　　卜γカラうンた一よ　　　　　　／何（米？）か“　℃れねくて1急

。・エエヨ上ナー
　　k乞いだよ

く　ア召．譲孟・アマグィーヲ。

　　　　　　　fifa乞v・た’よ

β　アマゴイヨナー。Yマゴヤ ワ…ンワー．

　　繭乞いだよ　　爾乞い（のこt）ll　ig￥いへよ

　　　　　　　　　　　　　　　（．3）e　汁ゾサンタチ£　4ヰ…ジンプッタ『ッ4vW｝．

　　おじtん（Aのこのたζも　イ↑うたもんた㌦たんで1よう

ハ　ソーヨー．

　　そ51るいよ
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B

A

B

A

C

A

c

B

A

e

s

ハ

アマコや

雨乞い19

アマゴイ

爾もい

アマコや

爾乞いば

ミョーケン9“ケマジ　　　　　　　　　　　　　 hア”ノカ“一

　妙見δ歓まで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アレか“

ミ。一ヶンダ’ケンナー。

　9少｝1稼ドなあ
　　　　‘ケ♪　　　　　　　　　‘8）　　　　　　　　t9，

ゑ演蘇云ゑ譲7　タ／jっ才　カタグチx　．加
　鉄砲　　　　　　　　　　太表支乞　　　ガ、いてv　　　　大きな

ムカンノ　ワケシャ　ツイカッタナーe43メぬrz久之族　イマーンワ

　告の　9．、衆ば　99が・た砺　　 与礁・・衆｝4　今・
　　　　　　　　　　　　　　　　（ノ0♪　　　　　　　　t’θ
ケンヤ　ァンゲナコタ　ヨーレェンガ　ドシテン’ナ’。

若い衆ば　あんな；tt＃　　　て徳な》、よ　　　おそらく

イマ　カンカ“ユット　ナンセンドガ．，＿
　　　　　　　　　　　　v4v．vvL．“V’v
今　　考薫るし　　　4bT｛・ts　V一だろうか

謡孟∵競こ驚ビンり蒐∴冨諭∴∴、実∵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ti2）

∵；4壽ビ∴ア2櫨誤密錦が1三論

ノ｝ @　　 ノ

　うん　うん

　　　　‘ノ3）
カタゲイx　ベッカソ．

　ガ・つ“て一　　　1ゴっガリ

　　　　　　　　でるナ
クワシド　ァ＝ンタ　　（実）。

詳い・だうう　あなた感

ナニマジ　アワカ㌦一＿。

バ町まて鴨　　　アレカ、り

　　　　　けう

　　　　　　　　　　　　　　　t6，
　　　　　アガリヨッタカイネー
　　　　　上、たものだったカ、らね乏
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E

e

　　　　　　σ乎♪
ン・一。　カタケ・“アヨ。

う一ん　　がついて哺

　　　ごノの
力タゲテ　アガソヨワヤッタツヨ・
かっいてい　　（ムド）上っ汽も〃）rr．“　．たよ

トン1一ンカ：ララン　トンカララン　ツ：ア、、

トントンカララン　　　　　　トンカラうつ・　　　　ど‘鉦やメ＄鼓を。アき心が～・）

アンタ／1）ワイマノコッ弱ッ楊祝ド。カー7ワ。シ
あの　　太奪支1よ　　今　　残デていうだ’ろi）カ、　　ビこか1こ　 携りは1な

エント、カイ　アンヤタ．

いん“ろ～カ、　　あ熱1ま

フフク　ブラクィ　エ上旦．
集妬　 集葵斥　　あるん1ギうう

工一　　 ンー一

A

c

A

c

三一　　うん

ウチヘンノタ．

う重の集纂のs9

　　　　　θク♪
：7ワイジ。一ン　ナ＝一　ウzrr一

管協（公民’館）の　　／t・T　　上に

ナー。コンドン　クワイゾヲーン

ゐ　 ・今掌り（新：い・）　　公民壌増に

アケヤッタカシラーン．
（誰力・）上1ブたさ、洛力’しち

1ンモL　／1・マ／1ス：ミノ．一．，．．一一．

　下今東（iAtl　A・）の

＝ンモも　7・ソタ・ソ1ヨす．

下下東）1琵　あ・たんだよな

アゲチャりヨッタ4ンジマケン
上．1ブて浜、た毛のた㍉7紀カベ

ビつ∵∴∵（Aつ

一208一



E

A

e

B

A

B

C

c

A

ご

B

c

鼎之．　）一ミンカンニャ7　ス7、　アヅトゾやD一・

　　　　公民，館にt9　　　　　　　あるんだろう

　　　　　　　　　　　　　　　　fS8）
一アゲ、4・ヤ、ソ　トジ・マvン　 一　 F、三／テソ。

上毛ブてあるんた馴ろ『）なあ　　　畜杢9く．

『アノしワー、

て吉つと）あうよ噺

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
アン　タイコワ　オ・7ケネカ・ッタドネー，オァケネ．

蕩の　　太：鼓は　　　た毫力、たよね　　　　 大廷ね

　　　　　　　　の：集碁にも　　跳うめよ

マ

誌巳㌃／窯ニキノ　ツつ諜藁1論ζ㌘

コが　：オーソケネカッタツ＝ヨナ、

歓が　　大をカ’，たのよなあ

マダ　　　・一　　　ロ　　シモ　鯛ワうワ。

　まだ　誘うんだらう　下木，原倒丁

　　　　　　　　　　　　　　　　　（2の
シモ“ 純宴塔gが　：才ッケ，ネカッタDカイe

下木原の（太鼓）が　　大きか・ただろうか

ダリガ　一．．＿，
誰か　　　ここ（フ辺て卿は

　　　　　　　こが
コートーノーリン　 うンー．

烏零薙林　　　うん
　　にガ
カリケ　イキャセン：カ。ウンドカイノトキニヤ。

，借りに　行剤訓ねいか　 運垂力族のし魍、は

　　　　　　　　　　　　　一209一



B

c

B

A

B

A

B

A

B

c

ウン．ウレドカイノトキャ　ヨ、　カリキヨ・ソタ．

うん　　運動会のtそ1　：・　1：　　　よく　　4告り1圏こ来たものだ’つた

　　　　　　　　　　　　　　ぱおウ
鴛諺∫．／∵の鰭㌃∴ラnt嚢至誌デ’．　t

ソン7　ミズ　カヶンナランドヨ、
そして　　水内掛けな1ナれ’ゴなもね・・ん／了よ

　　　　　　　　　　　　　　　t2眺）　　　　　　　　　　　　　　　　‘おソ
ミ二二∵一’皿珠二ζラ㌘ン∵一！∵一フア論㌃購

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撫ズ’う尉漏ζ／∵）∵；一／∵霧1学一

　　　　　　　　t26）
リニヤ　 ケンフワ・一、

蓮でば　喧嘩だ
　　‘2　7）　　　　　　　‘29］

ケンカナー一。キバナヘン、シテ　ミズヵケタツ4ヤ

喧ワ隼　　 木花（礁る）庭たり　そして　水芝し掛げた℃い・ては

　　　29♪
ンマヤマンヤッガ　イチベン　ケンフワダィショー

島ム（粗粉の奴が　 ・・ζばん　　ワ豊国六・時

ンー。氏　ヤベサヘンナ、　ワリカソタム》ナー。
うん　　　　 フに才乞あたり（の奴）ぱ2　　翼きひ・奴か．多）カ㍉／しものア3M

一一’

@V＜E4ヘンジヤ　ミドワサーン．
うん　教々の浮うでは　乙鳥（み名）「ざん

㌦こでつ

ンナ　『ヲンユキサンナー。

へ（鯛つ　義血（焔）さん

ケンカー．

　喧嘩

　アフタe
（た＾）hた
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ノPt　　　　／v

うん　　うん

ヨラユ　キーサン。　ミドソサンガ　　イ4ノぐン　　ステz
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メメLSSメVYA一一VV一一一

　議し・イ『i’さん　　　三鳥rtんか一　　、・t；　j；p“ん

工一．　、7つ’　ミヤタミ、ぐリサソナーρ

乏し一 あの　　｝地内三鳥匙んな訴

　　　　　　　や　　　　．＿＿ンノて　ア ッター．

　（30＞
スデkカ　・〉　’ター。

dw
す1ゴト＝こカ㍉た，

〉一。

うん

工’”’wu’

三一

7レ　レマヤマン　コツ4功リ　イケバイ’」マミジヤガムコカ
アレ　　島ム㈱）の　こ．eカ・9　　伽ナ13’　入ロ　たのが　 向うカ・

フモ．ドリー一・　ジ　ジzガキー　鮪アッコゾL一　アン　〕ソチャー
　　　　　　鼠　卸く
も帰りガゲに　　　　訟力・一ケ艮　　　 論そこで　　　アノ　　こう太は

　　　　　くきノノ
）＿∠、エ＿＿tトコジ’ヤツg一．　ケンカヅリー　　シマッ　ノ　ウラン　　ヤ

　小？・・男だ。たが　　　　　　　　喧嘩ずろ・・　　t’5（X5も　ts　VN　奴

ッ4ヤッター。　ソワトー　　ウッダア・チー。　ソンヤトう～．　ソッレエ
　　　　　　　ベベア　ス　みベペ　メ

　だ、た　　　　それ℃　　　叩いて　　　そい、乞　　　　そして

　　　　　　　　　‘32）
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c

A

B

A

B

チッタ　キキメガ　アッタ・ソ4一？ッ9〔フカイeオシテ　アラ～、

少いま　効象が　　あ．だんだろうカ’　　　　そしマ　　あれは

ナ添1（嘆♪

トつカラ：ランデ　　マイツ　テヨ．

　トンカラうソ備乞い）で　豹参りして

ドーカー．．．＿＿

　VAうカ’

甲アメガ　 フッタ・ソ4ヤwカイ、

爾が　　降、たんん一ろうか

ワ炉皐（Bつ．

マイ’＝4

　毎s

才ランデ

いなくて

ヤネカ，

ろうよ

／∵．叙よトつ∵欝）諭∴振

　　　　　　　　　　　｛3S）
ト今ユージエ　　ミズカク　ノしカリ｛

　途中r一　　＊一9掛1乃力四

ソ》テ　モー．

　そして　　もう

7ッダケジェン　イーワー．

　あれ1㌦一けτも　　　　いいよ

　　　　｛34）
・““

潤Eカマン2一二．
（翻しね蝿）うるtガ・た流のだう！七よ

（知
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c

B
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．

B
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B

C

ショー@　》シ鼻ランテン　　ミンーナ　　デ’ランナう「ンカッ　タッ地

姓乞　く　一（・・なくても　皆　　鶴惨加く）　r｝1プれig’なgraガ・たんだ

菰ごム詞ヅ無タラ㌃∴；：依タラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けの
寒藩，姦）／ご解設ζ∵；♪ζ刀イ三三需才

リヤンェン⊃ゲ。　　　　，＿

、、冒しないよ

ド：〕ン　イキヨ・ソタ・ンナ。

　ビこに　　獅っていたものん’・たか

ンブや労イ

　だから

青島（禰勾IL

アツコンー

　鹿そ：この

　　　　　　｛37）
ツジ’／才ドヨ

　ツジの7ドよ

才ド。

オド

アッコー一一

ア才レマニーxL■Z2一一＿．＿

・青島（神ネ之）に　わ参りしたリ

マイッタソ．、＿．

お参りしたり

才ンケ．＿＿．

　　　　　　　　　　eg）
　　　　　、2域こ乙〉タソ．一．，一一．．k

　あ㌃こ1：一　お参ド流｝。たり

一マノしメヤマン　　、㌻7コニン　 ノ本”ソタワ。＿

丸臼ム　　〃）　　上ド　　 登り「た・う

　　　　　B？）
っ三ンヤメリュ　「レタソナー。

　五；｝L二L参｛）芝…ニノ　　　　したア1トs～
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ノ　　　　　　ノ”

うん　うん

ゴンや千z

　五．矛±・て

ゴンヤ9。

　五K裡2．．一て

イマ　ヅミ

　ナンナー一。

　伺’

　才ッブヤカソ

　　た一力’（：・

　　　e4！D
ノ／ンーヤ　ン．ヤ

e

B

　今回神社　　　 だ

2L一三．．＿
　ム王様P

ドコゾヤツ／力工　7一
　とジしたnっ；たrけ凹　　あナしば

ド：コド＝7　メワ三｝・ソタカ

ここ℃ビこ1、　参ワた毛のだったか

　　　　　　　　　1爬｝
タノン　テンケンブヤニモ

田野（隣町二天建神社に若

フヤ　＝一

神社に　妙見様

ヤメリテ

参り．て

　桝）
カノン　テンケソゾヤ；

　田望テあ　天建神ネkに

ン｝．テンケンジャニャ

うん　天建神社tr　tt

kンジヤン　イ　∋・7夕．。

　アツコン

　あそこの

土＿一一

A

　　　　　ゴタの
オサノサマ　＿，＿一

ム王様t

B

A

ら

　　　　　　　　　　　　　　　　／∵）㌃遥ン

　　　　　　　（“3）
ミョーケンサマー。ドっヲ’ヤリEヨッタDカ6、マ⊃　ゴ『ン’

　　　　　　　　　ここ．7～”つた，＝r》5カ、　　　　　　t5：んて，　5蹴

　イ守Nリャッタムンジャガ．
　術．て《．毛の1ぞうた・カx”

　　　　　　　1ヨー　・イヰヨ・ソタワナー一一。

　　　　　　　　よく　　行。てい胤セのた㌦汽よね

　　　　　　　嬉／∵）ゑ慧二媒㌃∵

コシャ9一。

　五ネエuま

ワカラーン．

　わカ’しな〉・

　メリ「lillッタナー．

　お参りした毛のだ・為1脇

建：神社に　獅・てたtのだ・た
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c

ハ

e

ハ

B

アユンデジマカ／iサー。オレアナー一．

　歩・・てだカ、しなあ　　　　そして

“アユンテ9一．

　歩・・てだよ（ttろん）

（笑）　ソーヨー．

　　　そうだよ
　　　　　　　‘帖）　　　　　e46）
ジテンンヤドミ　　ノッラーx／iタコラ　ヤケ・ラノしットヤカーイ。

rk転車fsんカ・ド　案戎侑・砥　 ・tられうんだれ

マ／1＝チ　マ／i，・チ　マv与　アリ　ナレンツコッカーeメラ》ト

　毎e　　毎6　　ほんV　一一’．あれド　庸℃・・5こtか　　お参似ない

ヤカマレッ4ヤ『カーイ．

とうる2いんだかし

メラン≠ッツチr　ソコンタ＝　ミズガ　フラントヤネ・ソ・チャガナ

畜参りし1》いか9tいって　そのんの田んぼド　7iくが　　隣こ（。みいんじく・存いんだか’

一　（髪）。

ルあ

　　　ムカシノター

　　　告り㈲は

ジャ・ソ1－nyナー．

そ5ね・ん《7よなあ

ン” D　7’し三ントノし＝巳

うん　誘in　t　　ノ人も

シー。　サンート

ろん　 ／’P　if　tぐまあ）

キ：が　ソロチx一ソタワナ～．オッジャカワ，

気かぐ　揃、ていたよなあ　　　　1でカ、（・

メ『ラ＝ンレトか

お｛参りし7誉㍉ヘノ（カベ

フフクユーシトモ’

不服包奮ろノ＼寄

　　　　（薪♪
’才ラザ辱ッタガ’一。

　い傷力㍉～覧よ

才ラ》》ナー。’イーマーン・・一・一．

㌧・な㌧、しなあ　　　 冷〉の
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　　注記

ω　トンカララγ　　爾吃いのtきド打’9囑㌧す太鼓し鉦の看か9こう

　・・，たものe葬式のut9チフトシグ。ンt・・う、℃があるが，こ

　れも同感の一造篶法によう．

②　 tれザドXaあ．の類題、

（3）　狩漁†ヨン（違．竹）＋・ナッ（：辱敬）すク（過改）。過iの習1耀18あもわ

　す。

　　輿車鷲で）・、．ご・延い間柄て一・3、才助・嘱上の人て嘱・てli、

　「アンタA　t奮・　て失ネし斥1まあた　も　ts㌧・。

の　ナイテk示葛可「ナー」tgeNh件タヂして．

ごめ・拐徐末嗣乱心ゴ洞零丁下・㍉

ω吻バ　「一・：　一iを「9＝・いう／fiソ・

（り老人層匹＄・　・Aてil＃、ふ、5惨つ『 Bい・うe
（9）禽鋤嗣・硬一ま，かな傍い年齢恥τre。Aいろ、・か・
　A；i・　。青年駈晃，々・おて’E＃，膚ゼねガ，イチェミノし（47・てみの．

＠　ヨpm　i’…wソUt形て’，不可育と（能力不可・能）譲しあらおす。1審かrこ．

　工～ン．ヤ尺～γ彦ピし毛vaう，　N一んンび，・ヤヤていねSA。
ω　 ドシテツ　　 「ピうしマ毛司の転。た冷し．tの場》Av｝＝IJ．　弓拶ず＝1

　の斐三で序1》〈．推量　ag糞・で弔“9hz〉・る。

0・）車力・’二つあろ，・くか7引く掩牽。

の話考Aは．カeゲチ・。
⑫　蕎考Blu．カタゲデ．

㈲託考じも　カタゲテ。

㈲　「ド」塔ここτ一IE；・推一景XB9おす．場冷・）zより．1－o“　℃もe

をクノ集会場の気公民囎。“℃9こう・・、産もの声緒。・経。バだ・b・’．

　kWciじいっ【ていbe

‘！の　ラ孟θり　も参興ζ。

ev　長めm看で用い9h潅「1「　」．’東京tst－q｝隠そ㌔にあ八＆fL一・Z。

‘勿　推量左99あす。多主（1り＆参照．
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（21）　営碕為白鍵；林のこ℃♂告，遅動会・のとをなビに，，よくこの下本，原e

　太鼓乞借うR来た毛4だ、たと，、・う、

（Pt）　E的e：あ9おす。　卜A着クtこ4ラ〈」の・菟．　r更プケ4テ〈」　「貿い・ヶイ了く、」

　心じ乙み吏三〉。

〈23？「太郎衆」の転，個人的Xa呼て・一％（一じてこ5・、おおて・・たて・・う、

（賜〉　｝・ンカラランの一細いそ＝7》〉・、

（勾　亜劾蓄麺物ヒ鬼の洗瑠版で知9れろあ朔青島’＝あう神ネ土。

駒論A・窺緋祠い戎暢カマ・
働嘉考Bは〔kep　kaコt“・rv・しろ．　Bの辱論ド1てlc新しh雫v一　h．

圃　現・在呼啓崎布木：花。靖武町ら東．青島し清置一）中閥にイ立置すう．

（尋）　木花の申のノド宇多、　r木泣ラゆ工瑛rfによろt，　このナζ区は水豹の硬

　か’＄く、爾乞い9する＝tぽながうrt＝（唱う。ま！㌧、他の哲の人7㌧9

　め的そ・・の列力樋ろ℃よくこaP・・i・・k苞力・ヴて，本鼓こ打てlaく1、そ

　の搾あ1、よく喧嘩が’取＝、た一八のん・う！ミt・・ろ。

（39）　す）　s”し、zい，の覧。　〔sしldi1〕．

助　〔koi　mweコ

㈹ttkAかtZでi“・ヤ．霧t一、xL・・る．
（yツ　…k（2？）参昭．

e｛）　ここて’ぽ単に”5う）一」い・、夜憲乃”ヴでなく，「（k・．加惚v－s

　t）塗扇trれ旬1“．豪t〈追及・1　hう，．℃〉、。たこ・アン7．．　r一別・・9

　れて・・h。

（3“）　ドム　　籏調。毛℃4稜数±Lあ㌧おロし「t一も．か？　心ごろ侭つ

　だ「たし，tい・四二paアン又か・ある。

（39？　ドマ　　強調．㌦罷ナワ。め転。「イア〈人tsごt11．の重．

（3’7？　國オ1♂tは、ムのあう聯ノがめタ）殊tも、《㌧カ、♪，具・体bタ尺けよくもカ’も

　存v・。

βの　メリャッタソ，の鴛いそこない。

f37？　雨乞い1℃がぎ㌧ず，愚母い：ゴtか．あろ℃き1こは．五一）のネ申社に磯もか

　げf＝もの搾ジといろ。　そ〔れ’を　「五ネエ」参、IL＞．」tいっ7ミ。

（fの　木耗・地圧ド繕う二野，神ネ±の’こ℃。　「誇ム王糠」tも・・う夜・
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Ut／）託考たζの住む清武町b粟匹ムる神ネx。こ・」あ！しりて一勝．「神雇・

　ぽ濁9ずlz・ジンソやA℃い5のが一搬的．

㈲　ラ青武町の南隣n町．興野町1　：一あう天建神？xのこt．

㈲　今・泉，神社めこし、

㈲　 窃野ノe苓いそtない。

㈲　「ドモ．’tr　・“の融心形．　蜜転車なんかiZ．の匙、

儲）　差（か参弓鼠。

（4’1？　才ラザ’ツタ　　打ラ肖し恩…ち、。薦4ノ警て・ば「オラ＝ンカー／タ」カN）《・っろ、
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5．　医科大蓉建設の託

託し手
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　B
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商
地
松
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臼
湯
高

名）’

　　務

ア　キ

ミ　ワ

働
男
三

女

　　（生　年）

明冶23・年一生麦れ

『月冶35年・生3れ

大正3・年生まれ

A　アッキ　イクト　チーッタ

　　携そこ‘し　借・くじ　　少くle
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　　この託題の先住は，そm今生アパートの瘤集／てい5t＝ろにt7e
　乞買，たものだ』カ、㌧．　家力v建、た㌧．その．透＝ア斤ドゐ主む津生た’～か’いろ

　いろY気左つかわなゲ燃ぱ為し1》Lx。それて’た麦，ん隔ろう，℃いう楚ト瞭．

｛｝4）　ここて・託は，書生アパート疲集蛇の岡健Eか9、医穴およがその東

　隣j“＝移転してくる＝℃が裟藩、汽攻撃大学あこ℃iこ移、てい5．営尉

　太導は単蹄の牽例，痢武町木原斑1萎ピ茗崎市木影地圧に絞合勢転気て

　くろ、℃ド；なっている。

㈹魏懸のi・te・・；，嘉者たもq柱んで》・5てUろか～すう℃、医心＄り

　も■もに向うの屡う1こあたうので　こういつ産もの。

Vd）・役に立た彦一ようねダメra　i　reのZe8こb・pk。が〕淋『・｝IL〔b・pk・〕

　しv・う。　ここはそ．・）Tいそtア》一い・

　　　　　　　　　　　　　　　一231一



（ICク　〉診のラ萌れ該参・ち，た．よr＞な場7舜E「イワザ’しA　’eいう。

u8♪　［∂σk所コ　 ビし岸．ノ）秦。

のウ　＄砂内協皮｝4汐v

（2e）　「かもj　の転．　　0＞qniViり．

砕。　託蒲．βは　 カモ　め薪湊。
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　　　　　う　ガ　　よ籾
6　青島・鵜戸・楓原神社＝参りの誘

嘉糺今

佃縄）

　A

　B

　乙

　p

　
務
キ

ク

名
　
ア

氏
為
彬

（

　
8
揚

ワ
郎

　
一
ミ
貢

松
葡
筒
臼

ウ

権
男
々
々
男

　（生　年）

明珍23年生まれ

明治諮年生まれ

大正3年生ま1れ

蕗和2．3年生凌〕れ

p

6

0

p

B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アオシマサ．マヤラニャ　　ムカシャ　　　メ　リ　ヨランカッ　タツナ。

青島様（亥蛎室）なビにぱ　　　告は　　　　み参一1）げ菖㍉ためカ’な

メリヨッ　　ソヨー　 アオシマ：ニャー。

み参り1て・・たのよ　　青島（神えエ）1＝ば

メ，ノヨッタッヨー一。

お参りしていたのよ

ソン八ナラ＝　・イットキ三ノ＝ンzクダイ。

　そ〃）竜吉乞　　いゴ傷くして下堂い

タドnイ。

だ・1紀み5カ’

ttサンタツノ隔 Mラ）

ドンゲナトキ
で『〉、・ユ）’c．き1「こ

≡ブユーワクンAa。

イ；ヤ3ツ

断。匹毛の

　　わじ（り一さんた竺のtrをt1！　　　蘇シし瑳

　　　　　　　　　　　　　　ぼう0　　ジュー＝がツ　　ジ’＝一ニガ’ツカナ。

　　　　ノ2B　　　　　1ユβ（κ、～9かね

A　ジューンtアンチ。

　　　　／7B

ノ61］　た「よ
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B

e

A

ぐ

B

A

B

c

A

B

パダ’カメッテナーe’

　裸参りtいってねあ

ンー。

　うん

ヅユーシ与ンチジャネカナー。

　／，7βて，1才～Pe　v・治＼な

U．＝　ij　／to
　　12月り　　鳶A

ジューニガ》ノ　ジ＝一wクン4カ　ジューシチンチツ’trッタナ．
　　／ユノ亨　の　　　　　　　　　　　　　／6趨　（だう7x）　カ、　　　　　　　　／7θ　　1∈も｛、7『E・な

　　　　（3＞
ハダコン、＿．．．（褒）

　拶．

・E

撃

憲，1∴…・・∵轄ン謡∵で穀つ

舞㍉三三つ茎そ爺イ徽蓄ロ・乙l／

アノレケッドγ　パダカデメルヤトゥが　オソドカ／1　イマ．

傭参り1のみうけれて誘　裸で衿参・りする人一が　いうだろうか　 今・’ぐ一を

ヤッパ　コー　アン　ナン＝シテン　八ダカヅや不力・ノタラやPケン

や。ばり　こS　フノ　何しても　　（す，）裸じゃtsカ’談だろうか
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　　ド　ヤツハe

　　　　や・ばり

e　　芝ンDブベツ

ウスキテ　ンロンバン　・イーチ＿＿．

B

c

A

B

e．

　倉’儒ネ半

E　∠、カ：ンノ

もう　告4

≒碧「

アノしイテ

　歩・・て

薄葉で　　白禰艀　　ノ徽てつ

桧仙ネカ・伽
　ノオ女でぽ　ゐカ㍉鳶力、為

：ンヤシ》＝　アリヨッタワ．

写．真1－v　　よくあつ汽毛の《’よ

ア芸翻∴訣；ビ

　テゲニy　才イカソ’ヨッタツヨナ・

　非常に　 yfiカ、1ミ毛の1守うたよな霧

　　　　　trイワ∋・／一タッチャu一。

　　　　　む参り1ていたんだろう

アル／｝チzヨ．　アルイ4；イカ＝ヤー＿．

　歩いてた陶よ　　　歩wていかなぐぐk

　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
治4ヤ　トーリノぐタジャロeバーサフナナー

アルイテヅヤソタッ

歩・・Xた“・たんだ祐

ご笑♪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ与ソ　ノぐ一サフナ

（私げ麹ま　通り端でしょ　～肋1ボあ寛んはね・　うちの　げ郎んtZIL

　　　　　　　　　　　　　（戯
証（AζP㌃嘉託蘇∵、こ鶉IAつ露義鼻）1た

ソ　トーリャッジャロ。　ジャカ／1　ウ与マッ　デテ1’一uリマッタ

り力馬⑩つ縫・旧事て口け　た一力内　私縁まで　脈・・気てたもあ獄

　　　　　　　　　　　
るビ1⊃面憶凱藁1こ謡脈ど奨減誌殊魏

リマツタツヨ。

いたものた㍉たよ

オこンテ　ニギソメシモッテ　マイリ1］ックッt／ヤワナ｝。

そほ　三飯も捧マ　　お参伽婿添ものだ逃よね
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β　　：ジャ“　　ヨー．

A

B

ぐ

B

そうだ（う托）よ

ムカシ　　　イツ　　　フ　ラプソ　ト　　．イセ＿

　　　　メベメメ
管に　　　　燐べる℃　　ノ》は

　　　　ゆのぐ

　　ソレ）、ノ　『已一

もう　　それしそ　　毛ろ

∵㌦÷鷺㍉えらのことだよ

ド〔）　　トー・ソriLナ。

そろ　通ってね

ホスト　ら7ドサン：ニー

そRt　 鵜アネ申啓に

　　　　　　　　　　　t7）
　　　ヲマソ：ンヤソウマヨー。　（笑）

　　　シャツシャン．罵　／ぎょ

ナンノ
メメ　Kx　ノく

厨の

翁蘇っ／㌧⊃

　A工しムフ濁、）

ヒカクニャ　ナルメ
シし較（vg　　　；なるま

　マイワ3・ンタッ4ヤカ
　お・参り1て・・ち毛のだ㌧ゐから

ゾヤカッ　 ドDドロ’ド』（コ

だカ・ら　　　　ぞう’？　“ろそろ

4カシや

告は

＿　　　　7ノしイテナー、

マイゲ…yンナッタッ・チャロー．

お参・り｛ておζれたk　“・　tsんて吸よう

e　ンヤフシャンワマシ〆ヤフナbu
　　　）／」v　V　＝一一vン馬だよ瓜あ

β　　レヤンンヤ　ソウマノ　リ　ガ’

　　　　　　　　　　Vvvvvvvvv

歩・・てth　g

メートレ．．．，，一

　　V　e一一一　N”一v　Nh．　“」M＝

ヲヤソヲヤソ馬に集．た人が　　禽年

　タ

（鈎つ

。
？
，

章タ
た
ッ
　
，
｝
参

メ

ぐ

A
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C）

A

e

メーツタv一．
参ったたへうう（た・s；一ん♪

な摂蔵款濠脇蒜累綾罫才7）1こ郎瀞濃

ンナrランカッタ・ソヵ。

　　もたカ㌧たんですカ、

　　　　　　　　　　　　　　　　r8）
B　ソー7⊃Q　ソーンゲナコタネー．

　　その：ころ　　　そんなこuまな、・よ

A　 ドジヤツ・カンラーン　オオぐエーン。

c

B

σ

B

ビうた，㌦たかししん

ヨメサフモラウト

　嫁刷さん乞も（）Be

ワナー。

存誘

ン’。

5ん

　Qrく，）覚えて・・ない

　　　　　　　　　　’t？）
ウドサン＝一　マイソカタガ　アリヨッタッチャ

鵜アネ申鴬1て　お参）する過し瘤が　　あ・た毛んだ・たよ

　　　　プヤッ　タツヨ。

　　　　そうん一、たのよ

シャソシ・マγウマン　 ソレニ

　シヤンヲギン馬に　　　それに

ヨナー。　ゴソゲツサマメッデ

よなあ　　権規様参りで

シヤーナF一

そもだ陰あ

ンー。

うん

　（／o）

蒸轟菰蕨葎扇誤）（∵）

　　　　　　　　　　　　　　（ID
ユーメーナタ　メb，，　ソトクサ『ンヨ・

　右fOなの感　　豪倹tん（μ）よ
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A

B

0

A

B

c

s

A

ご

ウドサttンゾヤロガ　アソ　アナンナカワ。　（災）

鵜アネ轄だろ〉　　あの岩穴・中（に神ネ烹が建・て・・｛　op）’ば

ソM。

そう

ソーソー　アナンナカナ。

　そうそ二う　　 罫このvi”　存あ

モ．トワ　ウエカッ　つ一　才レヨフタッ’チャv一。

　元は　上力鴎　　こう　降りて…’（（参拝1℃’逃んだうつ

　　　　　　　　（f2＞
イマモ　 ウエカリ　　　 e

bて一k　上がら（術くめの

イ蕊蔑著（Aご塞貿つ孟1本姦二ζ∵

篇∴二島∵ζ猛ダビ1の

　フつ・・　．・∠、・チャーρ

術くよ⊃）にな、たんたいよ

も　　　　　　　　　　　も

／一 @　 プヤー。

ろん　　そもだ’

三ノ撃エケチヲットヤ｛コが　 ＝三／クフケっ／ノミチカい

で豊て…うんだろう　　下力・ら・（新しつ参蓮が

一　ヤγパ　 アγ一 @オミヤワ　ヤフパ
で毛　　や引ゴリ　　アノ　　む宮i＃　やつぱ1フ

丁）観砿∴款∴論ワ0

（A　’S，ellJ　）

バエ・ア　ソ
（
　へ　之ッ　そ

アン　 シャ

アノ　　，往

㌔擁∵ガ←り
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B

c

A

c

B

c

B

0

ウドサフニモ，　ソラ

鵜戸、神宮に毛　それは

　　　　　　　t13）
’シタ・イキナッタラ．

w　行。だも

ナッタ　　　　ナーe

　存・ん　　　　teあ

シャムシaガナ。

　社：務所がla　A

ッチャワ

んだよ

t／eッ　ウドサンも

　　　　鵜アネ申鴬毛

ンー、

うん

アフタツヨ。

あったのよ

二痴∵∴∵1屈みに」）鼠

キレイナソタソt／ヤ～）一、

をれいヒこな、胤ん為噛ろ『）

　　　　アン

　　　　7ノ

＝レヤム．レ’uガナ．

え士務アケがね

シャム≧／3　ガ’．

社務所が

アン・ゲ　A9ンタ，

そんかふつに　伽つ言，て・・た

ソユーート

E　一ifl一　5　t．

ヨー

よく

　　クワジガ　アッテヨ

　　　火事が　 囲うて

　　　／∵）ア爺

　　　　　　　　（t‘lr）
フ7ゾガア7タトうカエー。
　ソし亭カベψ～・たのカ、払

（
A工一

レヤムレヲカ ）脚

（∵♪腹窯

テキカワ・ンテ．．．．．

再建されて

　　　　　　　　　　　え一

　　　　　ウドサつ・ノハレ

　　　　　鵜アネ申常の橋き

　　　・イーミヨッタモLンジ’ヤワ

　　　雪、ていた．毛めん㌦たよ

うヤ　ム　シ3　ガヤケ　テ・　　　ク…ノ　カ

　ネ±務所が焼1ナて　　　た．しカ、

　，社務所が

羅跡森一∵∴．　ク

　つドモr：ン繭コwワe

　与／供のtろ1ま

　チカゴW　デキアガツタソ4Nガナ。

　近頃　　 てHを上、た．，んた“よな轟

　鵜戸神官は
lls，

　　ゑぐ　
　　（｛ガ

ジ
虚
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B

ご

B

c

B

ご

B

ジャガ．

そ5だ

リッパナツガ　デ　　　ッチ　　ゲナー。

重．ラ俵庖のが’　　Z一｛た．んだそコ）為

1藩、ぞ赤1も≒＝’c㌧ガ）∵70

パシ　エワクランゲナツテ　ウソユ｝ト。

橋を渡る沸がて一きないもだ乙鳶、て蔵も鳶～し

チ響ットシタハッンマガナー　アンゲユ｝∠L五ゴニニ。
（1；んn）呑s・tkた論た“がts（あれ1の　 あん1》ふうドし電1橋は虞｝携

ウドサンマイヴャ　 才ッ・ゾヤカッ　 トマラニャ
　　　　　　　　　へ鵜戸づん参りは　　　だカ・⊆

ッt／ヤアナー　4カう・マナー。　アサ　才ソジ’ヤカッ

カ’bf：んだよreS　若は払　　　　朝　　rごから

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

うドサンノ

鵜戸神宮の

（β

ﾂ薫∋

　　　　　　カエラレンカ・ンタ

ノ狛1窺いU　（3のs”）うもザし1ま）帰駅1き

　　　　　　　　　　　　　く16）
　　　　　　　　　ヨナカダラ・

　　　　　　　　　、夜中に発・て

乙∬／轟∵∴／㌧つ㌻㌘（

トヤネ＝カフタツ　 ウドサンニ、
　　　　　　　　　　　　着くん晦碗、たの　穐解轄に

シャロナー．

　そ㌧たrろうな

ユ＝ソヨッ　タフづLマロー。

降ったもAた㌧彦んT“1♪う

／nd @　 ／一 X　・　＝／ヤ　てフe

　　　　　　　～うん　　うん　　そもだ6為洛う

森つ（向：k’」

アルイテカ

　歩いて
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A

S．　c

B

c

E

　　　　　（t’T）

ウド・ヨワラワ　ンx一ネンダフゾェー

鵜戸神奪じ橿舜紳ネtは　 青年団で

工一。

之一

ウドNワラ≠ヨッ9ワナ　木ンニ．

鵜戸複原。て驚・てた隔　駄し（そ鷺淋）

ンー一 @ウドヨワラテナーt
うん　　篤戸一生夏ノ豪、う簡（為A

モヨワフ　　　ソ｝≡∋
v－v－vv一一N一：一

榎原神社　 売～た呼　　峯曳アネ申宮ばカ’1）じ為

マエワ。　4・イNソヤ・7タ，
’前は　　穐戸外夏原って（着め人潅なの重、て・・yた

訊潟ゑ　ヨワラザンテユートコモし　コー

榎原　 榎．原ネ申耳うて、・うtころ兎　　 工う

　　　　（iB）

｝∵即藁に；ゾ∵ツ
才カンシタン　シンゾンzaジャネカッタロカイ

濁の下（塘名ノの　　柔斤造さ∠ノ（んa）じ辱　洛力＼～磁だろうか

　　　　　　　　　　　　　　　u9）

メリH・ソタッ4ヤ：ガ。

お：参bじていトもめん・た・よ

c

A

c

A

”　1；’サγベー／　711　・7ゾ

ﾄ叙爵fビζの

芥一　マワッ与xン　マワフt／　rrン

　（iC三七峠を）回・ても　　　　演、て究

（笑♪　シンゾーサンジャu　ソラn

　　　　　新考寛んだ21・㌧　　そ“｛9

　　　　（笑）　　ユタつツガアルワ。

　　　　　　　t竃「たこてが浜るよ

／1マンゴ’ Gン　　ミッ　チmン

今のように　　遁路で毛

　　ヤ、ンパー　 アしジーや昇力

　　）Q　．は・’り　　　アしじゃあ・いの

　／臨♂／㌃）

　　。　　ウミ．ヤヒリムンシヤ

　　　　「漉群，畝・・ものだ鞄Lゑ

ワンベ7カツゾヤガチ．＿．，＿．．．

癒は㌦がりた一よ．」ご（重うて）

（βつ

／嘆）

／）ケリャコッナ｝．

誕げ淑ぽ“Σそなあ

（笑）
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A

B

A

B

A

B

A

B

c

ン’。

うん

ムカシャ

告は

ドツカ

ビこ．カ、

ヵリャ。

かもは

工一　　
、

2L一一

　ミャウラカ・イ　ナニュ

　常浦（蛇％）ガ（。　飼’を，

トーゲ才　　コユッ　トッ　カ

出費も　　越㌧とう乙＝うが

　　　ンフン
　　　知も　ts＿

ミヤウラカツ

’曽補か9

工一

毫、　tw

コェヨッタッ手ヤネがンタthエ。

越乏てvたんじやなカ㍉7ミナ1隔

アッタ・ソ4・Nワー。　　ミヤbラ

あ．彦んだよ　　　　 宮ラ甫

ンダ。

　私ぱ

漏蘇∴1、に⊃
　　　　、　に0ノ
カイガン矛ケニし。

喬，岸のモ1“一ド；

ムつ一ワドコイクハヤッタカシランワ　ンダ．

向うは　ビしに砺くの獄、たがしもん

ウドサンニャ　イッ　ウドサンジマネー　ヨワラサンニャ　イッベ
　　　　　　メxXsx
弁別神霧には　　　 鵜アネtl　es＆し辱存い　 榎：原ネ車社に1ユ　　一度

　　　　　　　　　　　（．21）CZ2♪　　　　　　　　　　　　　　　（23♪
フイタ．　アン　マサッサンガケッ＝コフレキ／　トキ　イタウエナ。
　　　　　　　　きさし行、た．　　アノ　　イニ士づん（メ＄）のヲ驚婚式の乙を（一・し路）イ↑う7～よな誘

ヲヤッタカナー．
そもPt’t　’7℃カ、な

ンー　イタワー。

うん　　、・、《，じヤ早い

Wワラサン4ヤ　　トイーツナ　マダ．　ウドサ｝ンカッ　サキナ。

纏原榊社。て　　遠一・め　　まだ　　狸，戸神珍から　先の’お存・曾
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c

B

c

B

サーキ。

（ず・つ先

工一。

　え一

・ケッコンシキ／ドキ　アン　イテクワア・　ウドヲワラ　ヲ2彦沈

細試の鷺　　　アノ叡く畑献くれ）・て　鵜戸榎椋　　榎森マ

孟九三紘Nワラサンマジ・レチケ・・、わケソドンソタう
ん　霧ア｛ん　　複原神祉救㌦遠勢て…てく挿・ゴ術くtr・3・・t”い・・た㌧

マコッ　ツしチックソヤッタ．
秦ち｝＝　　遵れマい、一て下t”た

工一。

2一一

（笑2
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③　　　　　　　　層託tしてぽンヤンンヤン馬のこtX．よく鋼《が、
靖武あたり・・硬際にそうしてわ参り1八い偽御欄力・な一’sい・う．

　も1あ・たと！てもかhう砦のこててコ窪券いカ’t㌧・5．）新即新プ畢かつ，

　令巳でい『〉新蝿諌衡のよ5為亦3で，歩〉・マお参りに竹く、～tぱあっ1気

　らしい。

σフ　電撃は，そうし一つあろ奏の／体量砂姦内見．町回zls一よひ’％9ヂ貧9誘しお

　す。　「1．　爾畑作浮毒〉の託Je秀（ヨ）と参P？。

　　　　　　　　　　　　　　　　：≧eザも㈲　）宮崎申南都《飽％。正しくigt．九平t一・5。

ω　たv・へん価窃聚・・人Z“，月に1蜘♂こ・擁視様R於参ウすうt一う

　こZて痛£IV．彦tいう．

UOP　上一がら。　理．ウIL一あ（。おすrC一一こ。」も1一カワ」　，一カイ」　1一カッAて

　准るが，起、邑包あ㌧おす　「かこ）」む同ネ柔。

a刃　Dカ・・．旋力癬，A左）れて肝く予定・MてVsた力図こ5一・f“もの・
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　　注記

の　下馬に入・ていう着は，宮尉塗捲乞癒び立ったヅェット戯・の告。猛
　4∫二i　コ　～ス・　1こ・　よ　っ　　｝で　iま　カ、Z｝　り　の　・蕎　力、）閤　こ　えろ　こ　～L力寸　あ　＝る）　。

ca？　旧ノ蕎あP月。

（3♪　ハタカン　（裸の，）の雪いそ、ねい、

㈱　話考βの豪m母、

（Si］　み直川んめ気℃9．，蓉’崎・陀：オでば「鞠三3メ・シ「　re　Aしいい、　よく壕家々・」

　ピ書く。が，こめ場・9，．　ig（藩飾、陶莞・・娘，い・・ん養啄て’梗あれ

　ていろ、

（E）　ヒート（．オ）ミケ　しいう奪》・野毛て”iう．　r4．酌乞〉・の裾」元（ユL）

　　　　　　　ig
　『乞参曜．

ω異異陀オτlg・，穐殺すうV　新婦乞勘醸せ，新郎か・その3綱を引

　いて，鵜湧神，参ドお・：参りしf一・．もeた，ヤtv・））。　その馬良は鈴がついて蕊・

　り，歩《たが良シャンンヤフt語・を，立てたz℃か㌧，こめヌ・かつつ死し

　れ1“・～レカ㍉かお㌧鵜ア神州ばiヨ南串にあり．癒岸ペウの診屋ηヂ1“・建：

　て9淑1糺・神算で．要撃の神様℃〈て有学。

　　話者B瓦よう・こ



04）　£加］

（／s？　54共ハ：ろ「ウソオユート　ウドサフノハレユ　エワタr＞ンt’一“

　（5■Ebくと鵜戸tk・橋ε渡腿℃カ・・τ輔こ・そコい・て・しら

　れたも・11も闘、漆」参道Pガカ＼ってh5’1、芝ts猿～ノギか・，　こ〃｝橋の下R大

　｛r」ヘビが・・て、うそ2、・・た指が豊う℃食べてL3B℃一．て携・で

　がtrれた
　　　　　d
（76？　 まん’蜷い』～ち1、起迂てイアって，　の匙。

ク7？　El南市の蘭．南那珂秀／う南卿匪ケ匹Aる神社。縁：霧て・嚇め神tしr葵・（・れ

　る．

鋼　 「詞」tが「空ラPt　」あ量．

a7？　青島が9蘭下しX鵜ア神官の癖うR行くドゆ，「七浦七峠」t。豹ゴ

　れる起ノ伏に嘗んド．診ウくis　・た道乞通～存ヴれ｝ゴ7》も11｝L・一s。t「マワ

　・・チxン　マワッチェン」tは＄・そ9くそ…こt乙雫・’た簸て’あ3う，

（2の　ネケ　　「tVのぞ，3ゴ」の箆．

②ノV¢／SBの年下q親．威．8南iわ斥婿養峯ド滑った。

〈22）　ラ責試ンオ零圏に＄・いて1＃，柊助蔀｝Ar／一1ヒr一ガ”ビミよって特遇度か・t

　ガ7って）・b。　ここぽBよりも・年下為輻か㌧そ5なう7ミ・）て鞠あろ～e

ρリ　ハrこクすして同養］一と求めマL・3＞。／｝＝戸〆んIEPハにtうてもi葎嚥だがも

　当だ出，枳尺ぼずだが，A’；＄く資芝て・・la　凱v・，
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　　　なは　 しゅり

IV．沖縄県那覇市首里

収録・文字化担当者中松竹雄



A　　収録：地意＼とゼの方畜について

ユ．地薫、k
　　　ラ中腰県図題布首璽（帽右璽市）

2．4又録ケ也魚の概観
く位置〉
酋望ぱ琉球王鼠蒔代の首都であり，王城の地である。　　・

明冷碓獅i気畜望thとなり、さらに首望布を経験，戦後，郡墨壷Y6犠

L，！参6に至っている、

舷直島のうち沖紬ト島の南部両昼肇訪φ側部島台回端・て、・る。

・壷恥くも前ギん）賜餐鍋．噛璽親国ユ（しゅりお々ぐ1⇒
ぱ敬称である。

　鯨～王国時代1二ぱ，首脳を起颪として鯨全国に櫛がぽりめぐら
さ承ていたが、＼＼穿Pt，1日郡：覇：奇を中民31・体後勘ざ4している。

　首望に入るこYぱ「首望より」（sui－nUt診caP　tいい、管瑠か9地

秀に行くこと1ま「首望下り」〔5嫉トL凶〆；〕まぢは（5ul’k　2。y》　k脈畜

う州⊃と”う・

　大正短簡から麟勧・か1†一z，首里て郡内との間ド電車が走、て・・たカぐ，

後に・醜布靴ベヌt・と嚢かわ・），本復まで編隊．首望城か鄭覧港

まで’の距離ぱ雰よそゆk㎡、ベスで約30分を毒す参。

　／98幽。毎㈹にちこつ＝こ’首璽と地謎「≦ヒゑ1診遇こ』新し、、’し一ト・かぐ、＼くっ巧、吉十蓮勤

さAL　lt・・る。まず’、首璽から解織町を経由しZ部郵新萢に釜3t・・イ／x“ヌ、

が鬼成した・。新郡生母状線毛来年1娼ホ織成する。

着職・嫡部へ・・　・し　一一ト）＊・，蘭風三線ヒ与郡三線ヒあ嘘・か燭1柁

、、慮。・棚オ面1＝t＊，旧街蓮が儀保町からプ平良・大．＄’を鍾馨しで痛添、

布に意い憂母線と）宣野愛・コザ串男面ド箆e扇、臼街蓮ヒが旧くかも蘭げ

z＼・たe

　自下，x？部一6Xfe・凶本，爵『縄鳥三遠r勧車回路が磯をへ三流政’夫旧記キ

々ンペスをぬ汁でラ中縄：宙に通ず裏jL一トとしz三三回しf＝．

／99・鏑悩軽リ固よ，部霜即四三港から四望需街を軽四しz四球大

営千原薗地＊で，モノし硬しが建殼物しる予定ゼある。

　　　　　　　　　　　　　　一249一
























































































































































































































